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【序章】Prologue

















■──回想──










「彼が次じ郎ろう。『桜さくら田だ門もん』の名を次ぐ暗殺者」




　既に『八や殿との識しき』としてその学園に潜入していた私は、転入してきたばかりの彼の姿を見て、確認するように呟つぶやきました。

　二階にあるコンピュータ実習室の窓からその姿を眺めていることに、彼は気付くでしょうか？　もし、私の視線に気付いたとしても『生徒の一人がなんとなく自分を見ている』という構図でしかない以上、それを深く気に留めたりするでしょうか？

　そんな懸念も不要だったようで、彼はどこか不安そうな視線でキョロキョロと周りを見回しながらゆっくりと校門から校舎の方へと向かっていきます。




「あれは視線に勘付かなかった、ということでしょうか」




　ただ見ているだけでは視線までは感知出来ない、そのようなスキルは鍛えていない、ということかもしれません。

　視線感知というのは根底の意識に『常に見られている』という徹底した客観視が必要となります。他者からどう見えているのか、どのような動きを捉とらえられているのか、それらを空気感や雰囲気で探る、という所からスタートし、最終的には『自分を見ている』という別の意識との同調めいた域まで達する必要があるのです。

　戦闘の訓練を積んだ方の中にはこちらの技能を後回しにする人物もいます。何な故ぜなら、それらは戦場に駆り出されれば自然に身についていくものですから、まだ十代の少年には備わっていなくてもおかしくはありません。単に『見られている』のを感知するよりも、『殺気』を感知する技能を優先して伸ばした方がいいからです。

　殺気……つまり、命を奪う為ために対象を狙ねらう際に生まれる緊張感などを探る能力。

　こちらもほとんど勘に等しいものではありますが、訓練方法としては自分の五感の中で最も優れたものを伸ばしていく形となります。それは人によって違うようで、例えば肌にチリチリとした痛みを覚えるように殺気を感知する方は『触覚』、なんとなく鼻の奥にツンとする血の香りを感じるような方は『嗅きゆう覚かく』、舌の奥に苦味めいたものがじわりと浮かぶのを感じる方は『味覚』など。解わかり易やすい『視覚』や『聴覚』とは別の感覚器であっても、比較的命の危険に関かかわるものというのは体が警告を発してくれるのです。

　それは動物がごく自然に持っているはずの本能らしいのですが、私自身は動物の気持ちというのは解らないのであくまで知識程度のものとなります。

　──そして、今現在私がさっきからずっと監視している桜田門次郎は、この視線に気付いた様子は見せていませんでした。

　転入生らしく、物珍しそうに辺りを見回しては学校パンフレットの地図と見比べています。その目は興奮でキラキラし、どことなく『楽しい』という感情が見てとれました。

　……楽しい？

　殺し屋として育てられた彼が、ただの学校生活をあんなに楽しみにしているなんて。

　私の中に疑問が生まれます。

　殺し屋や暗殺者として育てられたわけではありませんが、私も『八や殿との』という家に生まれたことにより、戦闘の訓練を受けて過ごしました。

　それは物心がつく前からの過酷なもので、私以外の子どもたちも何人かいましたが、壊れてしまっていなくなったのも何人も見て来ました。

　全すべては『真のロード』の為ため。




　カグヤの為に。




　そう教えられながら、生き残り続けた私はやがて自分の手足のように『斬ざん糸し』を操ることが出来るようになっていました。それと引き換えに、『痛み』や『精神的苦痛』に対する恐怖心は失った自覚があります。ですが、そんなものはこの『八殿』の生を生きていく上で必要なものではないので、特に問題はありません。

　そして、私は記憶を失った真のロード、椎しい名な町まち香かぐ夜やのナイツとなりました。

　痛みを全く恐れない私にとって、五感を強化する『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』は最も適した異能だったと言えます。卓越した五感は必ず身を蝕むしばみますが、それを恐れる人物ではこの異能を使うことが出来ないからです。

　そして、今。

　八殿家からの指令で、あの人物──桜さくら田だ門もん次じ郎ろうを監視しているのですが。

　彼は私以上の英才教育を受けていたはずなのに、その態度は新入生よりも初々しい穏やかそうなのんびりとした少年だったのです。




　……殺気でも放てば流石さすがに勘付くのでしょうか。




　本当に『彼』がそうなのか、私は疑問に思っていました。

　今、彼がいる場所は校門から入ったばかりの場所。

　流石にあそこには斬糸は仕掛けていませんが、ナイフでも投げれば……。

　いえ『殺害の意志』を持って『投げようと』すれば、気付いてくれるかもしれません。

　そこまで考えてから、ふと思い直します。

　もし、あのキョロキョロした態度が『誰だれかに見られている』という前提であった場合、彼は私の視線に気付いているということになります。

　そうであれば、殺気を向けると私という存在の位置がバレてしまい。

　やがて、私自身にたどり着いてしまうでしょう。

　私と彼が遭遇するのはまだ早い、と判断します。

　まだ私は、彼がどういう思考をし、どういう判断をするか、というのを知りません。

　私と彼が出会い、そして今の『香かぐ夜や』と出会った時にどのような態度を取るのかの予想がつかないうちは危険があります。

　私はさておくとしても、香夜は男性にとって魅力的な体と性格をしています。

　なので、もしも殺し屋としての技術を使って全力で襲いかかってきたりしたら……。

　いきなり、桜さくら田だ門もんの殺し屋と一戦交えることになる、というのは避けるべきでしょう。

　……残念ながら私の中には同年代の男性がどういう時にどう考えるのか、実感では存在しません。それらの情報は主に書物やインターネットで入手するくらいです。

　従って、現状私が知っている情報は彼が殺し屋として名を馳はせる『桜田門』を名乗る少年であるということ。つい数年前まで『伝説のナイツ』に育てられていたということ。現在は、妹の指導の下……ごく普通の少年としての暮らしをしていること。




　そして『最強最悪』と呼ばれる血の因子が、封じられているということでした。




　それが『桜田門優ゆう都と』、つまり彼を育てた女性が私に教えてくれていた情報です。

　彼女は彼を最高位の殺し屋にする為ため、様々な手段を使ったと語ってくれました。

　その中のひとつに『感情封殺』があったことも聞いています。

　人間ならば当然存在する感情。私のように過酷な戦闘訓練を受けてきただけの人生であってもそれは生まれます。

　ですが、その感情が決して表出しないようにするマインドコントロール。

　全すべて合理的な判断の下に対応出来るよう、人間でありながら機械のように冷酷で冷徹な判断をするべく作られた存在。

　感情がない、というのは一体どんな気持ちなのでしょうか。

　私は自問しても答えの出ないその感覚に身震いしたのを覚えています。

　今でこそ。

　こうして見ている彼は、いかにも平和そうな、のんきな印象を受ける少年です。

　彼の妹である『桜田門愛和あいか』さんが頑張って彼を普通の人間へと戻した結果でしょう。

　私もよく感情表現が下手とか言われるタイプですが、『感情が存在しない』のと『感情を見せないだけ』なのは全く違います。

　いっそ、彼と親しくなればそれがどんなものであるのか解わかるのでしょうか。

　……実は、彼の感情なんて戻っていないとしたらどうでしょう。

　妹の教育に対して『学習』しただけで、感情を持っているのではなくあくまでプログラムされた行動を取っているだけだとしたら。

　もしくは、本当はずっと感情があって。優ゆう都とさんの指導の中で徹底して表に出さないようにしていただけ、という可能性も……。

「ふぅ……」

　いくら思考しても判明するはずなんてないのですが、気が付けば彼のことをかなり考えている自分がいました。

　こんなにも『他人』に興味を抱いたのは初めてです。

　桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。

　彼は、一体どんな人物なのか。

　何を考えているのか。

　何を重視するのか。

　これから、どう生きていくつもりなのか……。




「……いけません」




　私は自分をたしなめました。

　この『八や殿との』である自分が、こんなにも他人に対して興味を抱いてはいけません。

　もしかしたら、優都さんが私に説明したのは……いずれ彼を殺害させる為ためなのかもしれませんし。もしかしたら、彼の感情を再び封殺する為なのかもしれません。

　もしそうだった時に、この指先が鈍らないように。

　私の糸が、正確に彼の首をはねられるように。

　私は、私を──。

　いえ、『自分』を。

　とことん律していかなければなりません。

「もう少々、対象人物を調査する必要が存在します。『自分』の、為にも……」

　そう自分に言い聞かせながら、彼の観察を決意しましたが。

　でも、この時既に『私』は。

『八殿識しき』は。







　桜田門次郎という人間に、強い興味を抱き過ぎていたのかもしれません。













【最終話・前編】The Last Story*First part　終幕フィンと終末ジ・エンド








■開幕（かいまく）：検索結果




　・１　舞台の幕が開いて、芝居などが始まること。

　・２　演劇などの舞台を始めること。

　・３　時期がきて、ある物事が始まること。

　・４　開始すること。







　・物語が始まること。










「ふ、藤ふじ里さと。これは、どういうことなんだ？」




　時間は深夜。場所は俺の部屋。

　状況は……ベッドの上で押し倒された形の俺こと、桜さくら田だ門もん次じ郎ろう。

　そして、その上にのしかかる私服姿のクラスメイト、藤里唯ゆい香か。

　つまり、健全な高校生男子としてはとてもドキドキする形だった。

「ふふっ、男の子の上にこうして乗っかるのって、なんだかドキドキするね？」

　間近で呟つぶやく吐息が鼻にかかる。その途端、なんだか頭の中がぼんやりするようないい香りがした。女の子は吐息まで甘いんだろうか。それとも、藤里はそういうブレスケアもきちんとしているのだろうか。

　そんなどうでもいいことを考えて落ち着こうとしても、頭の中は湯だったかのように、冷静になることが出来ないでいた。

　──これはどういうことだろう。

　改めて、こうなるに至った経緯を思い出す。







　確か、いつものようにみんなでミーティングをしていたのだ。

　議題は『椎しい名な町まち先輩、及び最強のナイツと識しきの対策』。

　──俺の憧あこがれの人であり、守るべきロードだった椎名町香かぐ夜や先輩。

　俺は彼女のナイツとして、不死の異能を授かっていた。

　だが、彼女は夏休み中にあった事件により、三年前に失われていたはずの記憶を取り戻し、本来の人格である『カグヤ』に戻ってしまった。

　……椎名町先輩だった時の人格がどうなったのかは解わからない。

　俺が大好きだった優しくて穏やかで純真な彼女が消えてしまった、とは考えたくない。まだ彼女の心のどこかに、あの先輩は生きていると信じたかった。

　そして、そんな先輩を一緒に守っていた、同じくナイツ仲間である八や殿との識。

　彼女もカグヤに付いていく形で俺たちの前から姿を消してしまった。

　最初から、識はカグヤのナイツだった。

　俺はそれを知らずに椎名町先輩に憧れ、近付き、仲良くなって。

　そして彼女がカグヤとしての人格を取り戻すまでの守り役として仕組まれていたのだ。

　それらの計画を全すべて画策したのは、記憶を失う前のカグヤ本人と──。

　俺を殺し屋として育てた、母さん。

『伝説のナイツ』こと桜田門優ゆう都とだった。

　……まあ、母さんがそんな呼ばれ方をされていたなんて、つい最近知ったのだけど。

　俺が殺し屋として徹底して育てられたのも、妹に感情を教えられて人間味を得たのも、全すべてはカグヤ復活まで椎しい名な町まち先輩を守らせる為ための計画だったらしい。

　多少の狂いはあったみたいだが、ほとんどの計画は予定通りに進み、目的を達成したカグヤと識しき、そして母さんは俺の前から姿を消した。

　だが、俺はカグヤではなく、その仮初だった方の人格……。

『椎名町先輩』を諦あきらめ切れない。

　だから、ロードを狩るという物語を生きているロード、『ロードキラー』である藤ふじ里さと唯ゆい香かとそのナイツである久く宝ほう那な岐ぎ。そして識の従姉妹いとこであり、八や殿との家の別荘に旅行した際に親しくなった八や幡はた夕ゆう顔がお、八幡夜よる顔がおの姉妹と共に、先輩の奪還作戦を練る。

　それが、あの日からしょっちゅう行っているミーティングだった。

　そしてつい最近、ようやくある程度の作戦の目め処どが立ったはずなのだが……。







「モンジローくんは初めて？　大丈夫、わたしも初めてだから……ね♪」

　夜遅く、藤里とたまたま二人っきりになったタイミングで、俺は藤里によってベッドに押し倒されていた。

　藤里は『ロードキラー』と呼ばれるほどのロードだが、その異能を使っていない時はさほど運動能力が高いわけではない。だから避けようと思えばいくらでも避けることは出来たし、振り払おうと思えばいくらでも離れることは出来た。

　だけど、その時の俺はすっかり驚いてしまっていて。むしろ、そうなるのを望んでいたかのようにあっさりとベッドに押し倒されてしまったのだ。

「ね♪　じゃないだろう、一体これはどういうことなんだ」

　せめてもの抵抗を口にするものの、焦っているせいで声が上ずってしまう。

　こんなに間近でこのクラスメイトの顔を見ることなんてなかったし、こんなに体が密着するなんてことも今までに一度もなかった。

　藤里は俺が通っている高校の全校男子の中で一番人気を誇っている。

　当然、椎名町先輩や久宝、そして識も人気の順位は高いのだが、藤里には誰だれとでもわけ隔てなく明るく接するアイドル性がある。その華やかさが見事、トップという順位を叩たたき出したのだろう。

　そんな愛らしい人物にこうして迫られて嫌な気分になる男はいない。

　彼女が本当は人間ではないと知っていたとしても、だ。

　男子生徒の憧あこがれ、誰もが一度はその体をぎゅっとしたくなるような藤里。

　そんな彼女がイタズラっぽい笑みを浮かべて、ベッドの上で馬乗りになっているのだから、ドキドキしないはずがない。

「ふぅーん、モンジローくんってば。わたしでも結構、ドキドキしてくれるんだね？」

「そ、そりゃあするだろ……藤ふじ里さとのことは、結構気に入っているというか……」

「好き？」

「……と、友達として、な」

　思わず顔を逸そらして答えるものの、この顔の熱さからして真っ赤になっているのはバレバレだろう。だが、俺には椎しい名な町まち先輩という心に決めた相手がいる以上、友達以上の好きというのはよろしくないはずだ。

「女の子としての魅力は？」

「溢あふれんばかりに感じている。だから──すまないが、ほんと、そろそろどいてくれないか？　こう、このままだと……」

「うん、このままだと？」

「……自己嫌悪することになると解わかっていても自分を止められないかもしれない」

　さっきから俺は、藤里の体を抱き締めたくて仕方なくなっていた。

　柔らかそうな白い肌。出る所は程よく出て、引っ込む所はいい感じに引っ込んでいる素敵なスタイル。そして……今も髪や体から漂ういい香り。

　男の理性が飛ぶ要因がこんなに間近にあったら、普通の男子が耐えられるはずはない。













　そして普通の男子でありたい俺としては、つまりこの誘惑と衝動に乗っかることこそ正解である、と。そう思えてしまうのだ。

　一いち途ずでありたい男心と、普通の男子でありたい感情。

　この二つに苛さいなまれながら、何気にこの状況が嬉うれしいというのは困ったものである。

「ぷっ、自己嫌悪しちゃうんだ？」

「そりゃあ、する。特別に想おもう相手がいるのに、別の女子に対して劣情を抱いた上、そのまま……こう、色々してしまったりしたら罪悪感に苛まれるだろう」

「色々って？」

「それは……ほら」

　俺に言わせようとする意地悪な視線。

　思わず、ちらっとその顔を横目で見てしまうと。

　藤ふじ里さとはそのまま俺の体に覆いかぶさってきた。

「っ」

　ふにゅんっ、と俺の胸の辺りで形を変える藤里の胸。頬ほおにかかる息遣い。全身を包もうかというような温かい体温。

　そして、自分の胸越しに伝わってくる……早い鼓動。

　藤里もドキドキしているのか、と気付いたらなんだか更にたまらなくなってきた。

「大好きな先輩や、大好きな識しきちゃんがいなくなって、しかもそれを画策したのが自分を育ててくれた大事な母親だったなんて。モンジローくんも結構傷ついているかな？　って思ったからね」

「だから、自分も緊張してるのに……慰めてくれているのか？」

「うん……まあ、男の子にこんなにくっつくのは初めてだから、やっぱり緊張しちゃうのは仕方ないとは思うんだけど……」

　照れたような、困ったような言葉。

　藤里の言葉や態度に裏表は存在しない。

　嘘うそや誤魔化しの全すべてを見抜くことが出来る識の異能『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』であっても、藤里がロードであるとか。椎しい名な町まち先輩を狙ねらっていたとか。そういうのを見抜くことは出来なかった。

　つまり、彼女が何を考えていたとしても、その場その場の言動は全て本心なのだ。

　だから、俺を慰めたいという気持ちも本当なのだろう。

「……ん、ありがとうな」

「あっ……」

　ぎゅっ。

　そんな気持ちが嬉しかったから、俺は藤里の背中を抱き寄せた。

　より柔らかな体が密着して藤ふじ里さとの体温を近くに感じる。

　少しは劣情めいたものも確かに浮かんでしまうけれど。

「……ふぅ……」

　心からの安あん堵どの吐息。

　それが俺の口をついて出た。

　どうやら俺は、自分でも思っていた以上に堪こたえていたらしい。

「よしよし」

　藤里の手が俺の頭を撫なでてくれる。

「モンジローくんを見ていると心配になることがあったからね。本当なら泣いたり困ったりしていいのに、落ち着いてミーティングに参加しているんだもの。心を閉ざし始めちゃったのかと思ったよ」

「ああ……そんな心配をしてくれていたんだな」

　正直な話、確かに心が麻ま痺ひしつつあったのは確かだろう。

　先輩を失ってしまったという喪失感は、俺にとって『胸に大きな穴が開いたみたい』という感覚を呼び起こしてくれた。

　……まあ、母さんが俺をとことん利用していた、ということに関しては特に何も思う所はない。あの人は躊躇ためらいもなく、目的の為ためならばどんな相手でも利用出来る人だ。

　そこに情があった場合、それも踏まえた上で自分の中で折り合いをつける。

　例えば、そう。こうして用済みになった俺をこのまま生かしておくこと、とか。

　だから、母さんが今度は敵ということに関しては脅威に感じる。だけど、向こうも理解してやっていることだろうから、あんまり気にならないというのが本心だ。

　むしろどうやって勝つのか、出し抜くにはどうするか、という問題の方が大きい。

　ただでさえ『伝説のナイツ』と呼ばれるほどの凄すご腕うでの存在。

　しかも、その異能は『人の認識を操る』というもの。

　更に言えば、俺を育ててくれたのは彼女なので、全すべての手の内がバレている。

　考えれば考えるほど気が滅め入いるという意味では、心に疲労が溜たまっていても仕方がないかもしれない。

　だけど、その二つはむしろ心を育はぐくんでくれているとさえ思える。疲れが溜まるということは、それだけ人としての心があるということだからだ。

　だとしたら、俺が心を殺したくなるほど気にしているのは何なのか。

　そこまで考えなくても、すぐに浮かぶものがあった。




　識しきの、泣き顔。




　雪に閉ざされた校舎という閉鎖空間の中で、俺を殺した時の識しきは確かに泣いていた。

　あれは『殺す気満々』でやった、というものではない様子だった。

『仕方なく、嫌だけど』というもの……だったように思える。

　彼女の本心ばかりはまるで想像出来ないのだが。それでも、あれが識の本心からの行動ではなかった、というのは解わかった。

　──そう信じたいだけかもしれないけどな。

　自分に対する反論に、思わず口元が緩む。

　心の余裕を失っていた俺は、今ようやく……落ち着くことが出来たのかもしれない。

「……ありがとうな、藤ふじ里さと」

　だから感謝の意を込めて、とんとん、とその背中を叩たたく。

　勿もち論ろん、女子の背中に触るというだけでもドキドキするのだが、今は嬉うれしさを伝えることを優先したい気分だった。

「もういいの？」

「ああ。ようやく落ち着いた。ちょっと焦って考えが浅くなっていたようだ」

　自分の状態も把握出来た。

　このまま、少なくとも藤里とこうして体を重ねている状態で何かをじっくり考えることなんて出来ないはずだ。

　なんせ、心が落ち着いた今。

　今最も気になっているのは……こいつの体の、胸の柔らかさなのだから。

「だから、もう、ええと。大丈夫だぞ」

「わたしがこうしていたいんだー、って言ったら？」

「それは……まあ……やぶさかではないが」

　勿論、俺だってこのまま藤里の体を感じていたい。

　むしろ、この愛らしい頬ほおに口を近付けたりしたいし、その体をもっと強く抱き締めてみたい気分にもなっている。

「わたしが、もっと先までしたいんだー、って言ったら？」

「それは……」

「うん、それは？」

「……困る……けど……」

「けど？」

　藤里はどんどん、俺に顔を近付けてくる。

　このまま俺が顔を向けるだけで、あっさりと唇が触れ合うような位置。

　つまり、恋人同士でもなければここまで接近することなんてないだろう、なんて思えるほどの近距離に彼女はいる。

　胸の鼓動が更に早くなるのを感じた。

「困っちゃったモンジローくんは、どうなっちゃうの、かな？」

　どこか色っぽい声音で、そっと囁ささやかれた。

　ゾクッ、と耳から背中にかけてくすぐったいものが走る。

　ああ、うん。

　こうなってしまうともう、何も出来ないな。

「全く抵抗は出来ない気がする」

　俺が正直に白状すると、藤ふじ里さとは目をパチクリと瞬かせた。

「あれ、モンジローくんからしてくれるってわけじゃないんだね」

　クスクスって耳元で笑われてしまう。

「ぐむ……」

　確かにこの期に及んで、男から手を出さないというのは失礼なのかもしれない。

　藤里に対して充分に魅力を感じているし、欲情だってきっちりしている。

　だが。

　俺から藤里に何かしてしまうなんて、多分出来ないだろう。

　ここまでされているのだから、触ってみたり撫なでてみたりしたくなる気持ちは勿もち論ろんある。むしろしたい。しまくりたい。自分の中にこんなに欲望が渦巻くという経験は初めてだったりするくらいだ。

　だが、それを止める自制心の方が強く働く自信はある。

　何な故ぜなら俺は自他共に認めるヘタレ男子だ。こんなチャンス二度とないというのに、それでも藤里に手を出すことなんて絶対に出来ないだろう。

　そんな勇気を振り絞ることが出来ないからだ。

　しかし、そうであったとしても。

　藤里に何かされた場合、俺の方から抵抗する自信は全くない。

　今更こいつをはねのけるなんて出来ないし。

　何より、傷ついていたらしい俺の心を癒いやしてくれた人物だ。

　そんな彼女を邪険にすることなんて出来ない。

　……それがいかにも責任転嫁みたいで、俺は軽く自己嫌悪に陥ってしまった。

「あ。既に自己嫌悪になってる」

　そして、そんな俺をあっさり見抜く藤里。

「それが解わかったなら、どいてくれないか」

　もう、ほとほと情けない気分になりながら弱々しく懇願する俺だった。

「ふふっ、そうだね。モンジローくんも、少しは気が紛れたみたいだし」

　だが。

　同意してくれたというのに、藤ふじ里さとはその身を動かすつもりはないようだった。

　むしろもぞもぞと動いて、更に密着度を高めようとしている。

「ふ、藤里？」

「モンジローくんを、わたしのナイツにしないといけないでしょ？」

「あ、ああ、そうだな」

　八や殿との家では今、真のロードの帰還を祝う大きな儀式をすることになっているらしい。祝典とか、パーティも開催されるらしく、世界中のロードやナイツを集めている、という情報も八や幡はた姉妹から入っていた。

　真のロードというのはカグヤ、つまり椎しい名な町まち先輩のことだ。

　おそらく、カグヤはまだ目覚めたばかりで真の力を取り戻していない。

　それを手に入れる為ための儀式……そう、久く宝ほうは推測していた。

　そんな彼女に対抗するには、俺も新たにナイツとして異能を手にしなければ。

　ミーティングの議題は、主にそれが焦点だった。

「どの異能を使いたいか決まった？」

　なんとなく思う所はあるものの、いわゆるロードキラーである藤里の異能はどれも強力で、だからこそ上う手まく考えて使わないといけないものばかりだ。

『妖よう魔ま異い能のう・ライジュウ』。体内電気を雷のレベルにまで引き上げて放つ異能。

『妖魔異能・ゴルゴン』。精神を支配し、肉体を操るという異能。

『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』。指輪をした手に尋常ではない怪力を付与する異能。

　そして、久宝が持っている『神しん性せい異い能のう・クロノス』。時間を一瞬止められる異能。

　それらの中からひとつだけ受け取り、彼女のナイツになることで……八殿家の祝典に参加する。なんの異能も持たない一般人ではそのパーティに参加してはいけないらしいが、藤里のナイツになっていれば先輩に異能を取り上げられてしまった俺でも参加出来る。

　ここで強力な異能を受け取れば、椎名町先輩を奪還することや識しきや母さんとの対決にも役立つのだが、藤里本人を守る力が減るというのが悩みどころだ。

　識とは従姉妹いとこである八幡家の姉妹も手伝ってくれるとのことだが、どうすれば最も上手くいくのかはまだ解わからない。

　解らないまま──もう、儀式の日付は間近まで迫っていた。

「正直な話、わたしのことは気にしなくていいんだよ？」

「そうなのか？　あ、祝典の日は危険日じゃない、とかか？」

　ロードたちの人生は、それぞれが生まれた時から持っている『物語』に縛られている。

　その物語的に危険日でなければ、死亡率はあまり高くないらしい。逆に、物語の中で『そしてその日に死んでしまう』などのように書いてあった場合、その日はとことん死ぬ確率が上がるそうだ。

　だから、藤ふじ里さとにとって当日が危険日でさえなければ……。

　そう、思ったのだが。

「んー……それは秘密」

　内緒にされてしまった。

「秘密ってお前」

「わたしは嘘うそは吐つけない代わりに、秘密多き女なのだよ、モンジローくん」

　クスクスと笑うその様子から──そこまで安全な日ではない、というのは窺うかがえる。

　だというのに、藤里は俺を手伝ってくれるのだ。

　彼女にしてみれば、もうターゲットではないロードなんて関係ないだろう。

　もっと言えば、もうナイツでもない俺の近くにいたり、手伝ったりすることにも何の意味も持っていないはずなのだ。

　だけど、それでも藤里は俺を手伝ってくれる。

　その気持ちが嬉うれしくて、つい目元がぐっと緩んだ。

「……ありがとうな、藤里」

　その気持ちに、正直に感謝した。

「ううん。まあ、どんなピンチだったとしても、わたしのことは今まで通り那な岐ぎちゃんが守ってくれるだろうからね。モンジローくんは何も気にしないで、ババーンッとわたしの異能を持っていっていいんだよ？」

「解わかった、そうさせて貰もらう。……ありがとうな、藤里」

　俺を慰める為ためにこうして抱き着いてくれていることや、異能を貸してくれること。

　それらが本当に嬉しくて、更に涙るい腺せんが刺激された。

「んもう、モンジローくんったら」

　泣くのは恥ずかしかったので我慢していたが、藤里は気付いたらしい。

　更に体をもぞもぞと動かして、俺を抱き締めるように包んでくれた。

「……わたしのナイツになってくれる、というのも嬉しいんだから。だから、ちゃんと安心してね、モンジローくん」

「うん……ありがとう」

「んもう、お礼ばっかりだね」

　クスクス笑う吐息がなんだかくすぐったくて。

　このままずっとこうして一緒にいたい、なんて気持ちが過ってしまう。

　──いかんいかん。

　すっかり藤里に口説き落とされるところだった。

「藤里、じゃあ……俺が受け取りたい異能だけど」

「うん、なあに？」

　俺はやや顔を上げて、その異能をそっと耳元に口にした。

　それを聞いた藤ふじ里さとは驚いたように息を呑のんで。




「モンジローくんってば。本当に……面白いよね」




　そんな感想をくれたのだった。








　　　　■　■　■　■　■









　そして、ついに八や殿との家でその祝典が開かれる当日。




　俺と藤里、久く宝ほうの三人を乗せた車は山奥へと入っていった。

　八殿家から派遣されたらしいその車に、藤里と久宝も躊躇ためらいもなく乗ったので俺もそれに倣ったりしたわけだが。

　俺たちの住む街から高速道路に乗って、数時間北上。

　更に、高速道路を降りてから山の方へと向かい、数時間。

　どうやら八殿家というのはかなり山奥にあるようだ。

　どんどん人が生活していない圏内に入っていくというのにも納得する。

　いかにも、人間じゃない存在が儀式を行う、という雰囲気に相応ふさわしい。

　朝から出発したというのに、時刻はもう正午を大きく過ぎていた。

　ちなみに運転手は初老の男性で、八殿家に仕える人だそうだ。

『次のサービスエリアで休憩を取ります』とか『渋滞はないようなのでこのまま向かいます』などの、必要最低限の言葉しか話さない。

　いかにもプロフェッショナルという感じで感心する。

「しかし、本当にわたしにも招待状が届くとはねー」

　藤里が鞄かばんからカードを取り出して感心したように呟つぶやいた。

　その声を聞いて、助手席に座っていた久宝が振り向いて覗のぞき込んでくる。

「ロードキラーとそのナイツごと招待することで、逆に他ほかのロードたちを牽けん制せいしているのかもしれないよ」

「ああ、わたしたちがいるから、隙すきを見せたら殺されちゃうぞー、みたいな？」

「うん。もしくは、私たちを彼女らに殺させるとかね」

「その線の方がありそうだよね」

　さらっと自分たちが危険であることを語る二人。

　確かに、他ほかのロードやナイツにとっては好機だろう。

　自分をいつ殺しに来るかも解わからないロードが、のこのことやって来てくれるのだから。

「おいおい、そんなの……大丈夫なのか？」

　とはいえ、二人はあまりにも当たり前に語っている。

「まあ、普通のロードとナイツくらいならなんとかなるかなあー、どう？　那な岐ぎちゃん」

「そこに『伝説のナイツ』や識しきさんまで参戦、とかなったら無理だろうけどね。そうなるともう、君の母上や識さんの相手は門もん次じ郎ろう先輩を頼るしかない」

　……つまり、カグヤとそのお付きである識や母さん以外のロードは、二人にとって敵として換算されていないらしい。

「自信満々なところ悪いが、気をつけてくれよ？」

　そう不安から忠告すると、二人は俺に笑いかけてくれた。

「わたしたちを心配してくれる人がいるなんてねー」

「敵だらけのこの人生、手に入れた『友達』の頼みはなんとしても聞きたいところだ」

　その台詞せりふだけで、この二人がどれほどの修羅場を潜くぐり抜けて来たのかが理解出来る。

　きっと、俺の知らない数多くの敵との戦いに勝利して生き残った。

　それが二人にとっての自信であり、物語を完遂するという使命感なのだろう。

　今の俺はそんなロードキラーのナイツの一人。

　そういう意味でも、心してかからないといけないわけだ。

「俺も頑張るよ」

「ん、頼りにしているよ、門次郎先輩」

　穏やかな口調の久く宝ほうに頼られると、なんだか頑張るぞ！　という気持ちになってくる。

　たまに久宝は後輩というより姉のように思えることがあるのだが、当人に言ったらショックを受けたりするんだろうか。

　そんなことを考えていると、窓の外の木々の合間に大きな屋敷の屋根が見えてきた。

　緑の木々に囲まれて、いくつもの茶色の屋根が連なって見える。

　どうやらかなり大きい屋敷が、広大な敷地に建てられているようだ。

「……っ」

　と、同時に──薄ら寒いものをその辺りから感じた。

　肌を突き刺すような嫌な感触には、覚えがある。

　これは殺気だ。

　頬ほおを、背中を、腕を、脚を。肌の上を、小さな刺とげが走るようなイメージ。

「もう、結構集まっているみたいだね」

「確かに、この気配はとても剣けん呑のんだ」

　藤ふじ里さとと久く宝ほうもその気配に気付いているようだが、余裕を崩すことなく話していた。

　俺の背中を冷やしたそれらが、大量のロードやナイツのものだとしたら。

　そこに集まっているだけで、彼女らはそんな剣けん呑のんな気配を常に放出している、ということなのだろうか。

　それとも……ロードキラーである藤里が近付いてきたことを何かの力で察知し、警戒しているのだろうか。

　どちらかと言えばこの数、この強さ。後者である可能性の方が高いと感じる。

　色々覚悟していたつもりだったが、今更ながらに自分がとんでもないヤツのナイツになっているんだな、と実感した。

「ふぅ……」

「モンジローくんも大変だね？」

「うん？」

「カグヤ様！　の次がわたしなんだもの」

　殺気とか敵意とか。そういうものをきっと俺以上に受けているくせに、藤里はクスクスと笑いながら俺の心配をしてくれていた。

「ああ、そうなるんだなあ」

　当然俺は、椎しい名な町まち先輩がまさか『真のロード』と呼ばれるほどの存在だったなんて知らなかった。そして、そんな彼女を狙ねらっていた藤里が、ロードやナイツの業界では『最も危険』とまで言われていることも知らなかった。

　そんな二人と仲良くのんびり学校生活を過ごしていたのを考えると、知らぬが仏という言葉の通りだなあ、と実感する。

「やっぱり、色んなロードやナイツたちに、わたしたちロードキラーもその祝典に行くぞー！　って広めておいたのが良かったのかな？」

　…………。

　ん？

「そうだね。私も『皆殺しにするかもしれない』と煽あおりも加えて伝えておいたし。今はあの有名な『桜さくら田だ門もん』の殺し屋をナイツにしている、と言っておいたのだから激しい警戒もあって然しかるべきだろうね」

「え？」

　二人がわざとらしく呟つぶやいた言葉に、俺は反応する。

「ちなみに、もう『桜田門の殺し屋』を継いだ少年は『伝説のナイツ』に育てられたー、っていうのも広まっているみたいだよ」

「広まってるって、どこに!?」

「ロードやナイツには独自の情報交換の場があってね。まあ、インターネットの回線や携帯電話の回線を使ったＳＮＳみたいなものなのだけど。そんな情報サイトやアプリケーションを取り仕切っている組織のうちひとつが、八や殿との家なのさ」

「へええ、そうだったのか」

　古い旧家が、伝統的にロードと呼ばれる存在を祀まつっている、みたいな厳かなイメージを勝手に抱いていたのだが。実際はもっと近代的で解わかり易やすい形だった。

「そこに、私と主は事前に情報を流しておいたんだよ」

　そして、久く宝ほうがあっさりと教えてくれた内容は、俺が全く聞かされていないものだった。

「あ、でも、モンジローくんのことを『彼は私が育てた』って広めたのは、『伝説のナイツ』ことモンジローくんのお母さん自身だったみたいだけどね」

「うん、とても得意気に自慢していたよ、君の母上は」

「な……」

　何をしてるんだ母さん……。

　思わず脱力してしまう。

　まあ、あの母さんなら普通にやりそうだよなあ、と納得してしまう自分もいる。

　なんせ、妹の愛和あいかのフリをしていた時はノリノリの妹演技をしていたくらいだ。

　相手の認識を操るという異能を使っていたというのもあるだろうけれど、普段の言葉や態度は本物の妹よりも愛らしい妹っぷりだったのを思い出す。

　母さんが俺を徹底して無感情に育てたのは椎しい名な町まち先輩を守る技術を叩たたき込む為ためだったらしいし、そんな俺の感情が戻るように妹に預けたのは、椎名町先輩と仲良くなるように仕向ける為だったらしい。

　俺の人生の全すべてが椎名町先輩へと帰結していく以上、このまま俺のことを放ったらかしということもないんだろうな。

　なんとなくだけど、そんな予感がある。

「母さん……」

　母さんもあそこにいるのだろう。

　カグヤと、識しきと一緒に。

　その小柄な姿を思い出して、俺は拳こぶしを強く握った。

　と、その時。

　俺が眺めていた屋敷の屋根で、何かがキラッと光った気がする。

「っ！　門もん次じ郎ろう先輩、主を抱き寄せて伏せて」

　いきなり久宝が叫んだ時には。

「っ」

　俺の体は一瞬で動いていた。

「わっ」

　藤ふじ里さとに体を向けると、そのまま後部シートに押し倒す。




　ビキン!!




　車の窓ガラスに何かが撃ち込まれたような音がした直後。

　俺と藤里の真上を何かが通り過ぎた。

　これは……狙そ撃げきか。

　直すぐ様さま、片手でメガネに触れ、もう片方の手で靴に仕込んだ小型ナイフを取り出す。

　車を停車したりしないように運転手さんに指示しようと思ったが、車は……そんな狙撃など意に介さないかのように、道路を迷いなく進んでいた。

　八や殿との家に雇われている運転手だけあって、こういったことに耐性があるのか。

　それとも、ここで俺たちが襲われることを知っていたか。

　いずれにせよ、運転がそのままであるならば特に指示する必要もないと判断する。

「屋敷の屋根からの狙撃、みたいだな」

「様子見だろうね。こんなことで主が死ぬなんて思ってないはずだし」

　まだ警戒の必要があるので、俺は藤里に覆い被かぶさったまま久く宝ほうと話す。

「だとしたら、狙ねらいは……」

「ロードキラーに対する宣戦布告……屋敷に来たら、こういう殺気にもっと晒さらされることになる、という警告のようだよ」

　やはり藤里は相当警戒されているようだ。

　もし、本気でこいつを狙っていたのだとすれば、車の方を狙っていただろう。

　まずタイヤを撃ち抜き、バランスを崩した所を狙う。

　もしくは、運転手を狙うなどで走行不能にして、俺たちが出て来た所を狙撃する。

　だが、今回のヤツはそれをしてこなかった。

　だから、久宝は警告と判断したようだ。

「なるほど、みんなが手厚い歓迎をしてくれているみたいで嬉うれしいね」

　俺の下で藤里がくすくすと笑っている。

　こんな状況でも楽しんでいる辺り、この少女は本当に肝が据わっていた。

　ごく普通の、ただの女の子だと思っていた時期がちょっと懐かしいくらいだ。

「ところでモンジローくん、そのまま顔で胸をグリグリされたりするのかな」

「むっ」

　その時になって初めて、俺が顔を当てているのが藤里の胸であることに気付く。

　どうりで柔らかく、しかも心地好よい弾力があるはずだ。

「確かにこのままグリグリすれば、俺の心は落ち着くのかもしれない」

「興奮するんじゃないんだ？」

「そっちもありそうだな」

　男という生き物は難儀なものだ。

　女性の胸で落ち着きたい反面、その胸を興奮のままに、色々あれやこれやしたくもなる。

　そのふたつの感情を併せ持つことが出来るくらい、今の俺は心のバランスが取れている、ということなのかもしれない。

「さて、主とイチャイチャするのは結構だけど、そろそろ到着するようだよ」

　久く宝ほうが僅わずかに笑いながら告げる。

　俺は名残惜しく思いながら顔を上げると、道路の先にさっき見た屋根のある屋敷があるのが見えた。

　ふと窓ガラスを見ると、小さな穴が開いている。

　反対側の窓を見ると、そこにも似たような穴が開いていた。

　丁度、押し倒さなければ藤ふじ里さとの頭があった辺りだ。

　ピンポイントな狙そ撃げきなのは確かだが、その弾だん痕こんは銃弾で開いたというよりは小石でも飛んできたんじゃないか、というレベルの大きさだ。

　これだけ大きい何かを発射し……反対側のドアを貫いていった、ということか。

　それも異能、ということなのだろう。

　この先、そんな様々な異能を持った連中と大勢対面することになる。

　しかも、ほぼ敵意丸出しの、だ。

「よしっ」

　俺はもう一度メガネに触れると、体を起こす。

　そして、体を起こして窓の外にある屋敷を挑むように見つめた。








　　　　■　■　■　■　■









　滝の音が聞こえていました。

　八や殿とのの屋敷の奥、神殿の先にある山道を抜けた先。

　そこには、禊みそぎを行う為ための池が広がっています。

　心身共に清浄なる水によって清め、そして儀式に挑む──その為の池は、代々八殿家で徹底して管理されている為、森の中にあって神聖な清潔さを漂わせていました。

　その池に、今は一人の人物が立っています。

　長い黒髪の、小柄な少女。

　白い服は水に透けており、艶なまめかしく肌に張り付いた背中を晒さらしています。

　そこに溢あふれる濃密な色気には、女である私でさえも意識が蕩とろけそうになりました。

　そんな彼女の邪魔にならないよう、私はそっと着替えとタオルを置き……。




「識しき、いるのね」




　気配を消していたというのに、彼女──かつては『椎しい名な町まち香かぐ夜や』と名乗っていたロード、カグヤは私の方に振り向いて尋ねました。

「はい。自分の気配で邪魔をしないよう心掛けたのですが」

「自分のナイツの気配が近付いたら解わかるわ」

　禊みそぎで濡ぬれた髪をかき上げながら、妖よう艶えんな視線でこちらを見る彼女。

　そこに、あの気弱で心優しい彼女の面影はなくなっていました。

　あるのは、圧倒的なまでの威圧感と気高さ。

　そして……。

　どこか、寂しさを感じるのはその神秘的なまでの美び貌ぼうのせいなのでしょうか。

　そんなカグヤの濡れた唇は、私を見て笑みの形をとりました。

「一緒に入ってもいいのよ」

「遠慮しておきます」

　即答気味に返事します。

　畏おそれ多い、そう感じてしまったのが一番の理由でしたが。

「そう？　椎名町香夜だった時はよく一緒にお風ふ呂ろに入っていたじゃない」

　彼女と同じ顔、彼女と同じ声で、その名前とその記憶を口にされると、胸の奥に得も言われぬ感情が過よぎりました。

　それが寂しさや切なさといった感情であることに気付いて。

　ぎゅっと胸の前で手を握りました。

　この心がこんなにも弱くなることを、かつての私は……。

　この屋敷で育てられた私は、全く想像していなかったでしょう。

　だから、その弱さを振り切るかのように。

　私は手を胸の前で握り締めてカグヤを見ます。

「それは以前の貴女あなたが親交に容易な性格を所持していたからです」

　正直に告げると。

「ふっ……うふふふっ」

　カグヤはその白い肩を揺らして、手を口に当てて吹き出していました。

　……そんなに面白いことを言ったでしょうか。

　私の疑問は顔に出ていたのでしょう。カグヤはまだ笑みが残った目元のまま、私を見て手招きします。

　そうされれば、彼女のナイツとして生きている私は行かなければなりません。

　ちゃぷ。

　履いていた靴を脱ぎ、靴下も脱ぐと、私は浅い池の中に足を踏み入れました。

　肌を刺すような冷たさを感じます。

　残暑が厳しい九月の半ばとはいえ、水がここまで冷たいと流石さすがに身動ぎしました。

「そのまま近くまで来なさい」

「はい」

　その命令口調は、別に強い語調ではありません。

　むしろ優しく穏やかなものです。

　だというのに、絶対に逆らえないような威厳が含まれていました。

　パシャパシャと歩を進めるごとに、池は深みを増していきます。

　やがてカグヤの待つ滝の前辺りにまで辿たどり着く頃ころには、私の太ももの辺りまでが完全に水に浸つかっていました。

　このままスカートをたくし上げても仕方ないというのもありますし、この後はドレスに着替えなければいけないのだから、もう気にしないことにします。

「到着しました」

「ええ。背中を向けなさい」

「はい」

　言われるがままに、カグヤに対して背を向けます。

　八や殿との家として彼女に仕えるナイツだから、というのも勿もち論ろんありますが。

　彼女の声には抗あらがい難い何かがある気がしました。

　異能……なのでしょうか。

　それとも、いわゆる年季というものなのでしょうか。

　そんなことを考えていると。




　スッ。




「っ」

　私の体は、背中から抱き締められていました。

　その温かさは……当たり前ではあるのですが、以前の香かぐ夜やと同じもので。

　途端に、胸に切なさと懐かしさが溢あふれ出してしまいます。

「この身も、心も、変わってはいないわ識しき。貴女あなたを頼りにしている『香夜』は今もここにいるのだから」

「……はい……」

　その優しい言葉が、どうしても激しく胸の奥を震わせました。

　このカグヤが以前の香かぐ夜やだったとしても。

　性格が変わっただけで、同じ記憶を持った存在だったとしても。




　──でも、もうあの頃ころには戻れない。




　それが私の涙るい腺せんを刺激します。

　ここはあの時計塔ではありませんし。

　そして彼が笑顔で私たちの所に来ることももうないのですから。

　三人で一緒に見に行った映画や、歩いた海を思い出します。

　思えば、あの時が一番幸せだったのかもしれません。

　──いい、夢を見ていたのかもしれません。

　八や殿とのである私が、僅わずかな時間だけ楽しく過ごした。

　それだけでも、奇跡だったのかもしれないのですから。

「識しき」

　そう考えていた私の耳元で、カグヤは私の名を呼びます。

　絶対的な主人。

　決して抗あらがうことの出来ない、私の生まれた意味である人物の声でした。

「はい」

「貴女あなたが何をどう思っているのか。それは私には関係ないわ」

「……はい」

　この方は、私の中にある弱さにも気付いていました。

　それを知っていて、それでもなお……こうして抱き締めてくれています。

　そこに、彼女の深さのようなものを悟り……。

　少しだけ、救われたような気がしました。

「だけど、しんみりしている時間はもう終わりのようよ」

　その言葉には、僅かに喜びが含まれていました。

　時間の終わり。

　確かに、本日……カグヤは儀式を執り行い、真の力を取り戻します。

　そうなれば、本当に『椎しい名な町まち香夜』であった全すべては消えてしまうでしょう。

　ですが、その意味で語ったのだとすれば喜びなど抱くでしょうか？

　その疑問を感じた時、不意に。

　私の中にも、喜びと……戸惑いに直結するものが浮かびました。

　カグヤは先ほど、自分のナイツが近付けば解わかると言っていました。

　それが、元ナイツであったとしても、そうなのだとしたら。







「次じ郎ろうが来たわ」







　その瞬間の自分の思いをどう表現すればいいのでしょう。

　期待なのか。歓喜なのか。郷愁なのか。

　それとも悔悟なのか。悲哀なのか。

　──殺意なのか。




「そうですか」




　少なくとも、その返事は。

　喉のどから絞り出さないといけなかったのは確かでした。








　　　　■　■　■　■　■









　俺たちを乗せた車はやがて、大きな屋敷の門に辿たどり着いた。

　門番がいたり、使用人が出迎えたりするということはなかったのだが、自動的に機械仕掛けで巨大な門がゆっくりと開く。

　その先には庭園が広がっており、コンクリートで作られた道が屋敷の方へ延びていた。

　門を潜くぐってもまだ道があるとは。

　八や殿との家というのは本当に凄すごい家なのだな、と感心する。

　やがて、車は屋敷の玄関前まで到着すると、ほとんど揺れもなく停車した。

「到着しました。お忘れ物のなきようお願いします」

　運転手さんの声を久しぶりに聞いた気がする。

「はい、道中ありがとうございました」

　と、返事をしても彼はこっちを見向きもしなかった。

　なんか嫌われているみたいで、ちょっぴり切ない。

「ふふっ」

　そんな俺の様子を、藤ふじ里さとは微笑ほほえんで見ていた。

「な、なんだよ」

「ううん、モンジローくんってば人形にも律儀だなー、と思って」

「え、人形!?」

　慌てて運転手さんを見直してみるが……。

　どこからどう見ても、生きている人間にしか見えない。

　だが。

　俺は、どこからどう見ても生きている人間にしか見えない人形を、一人知っていた。




「あ！　モンジローさん！　ようこそ、八殿家へー！」




　パタパタとメイド服姿で走ってきたのは、八や幡はた夜よる顔がお。

　対策ミーティングで一緒に話していた一人で……。

　八幡夕ゆう顔がおちゃんが、姉の遺体の灰を異能の力で再構築して作った人形だった。

「お待たせ、夜顔」

「それはもう待ったわよっ！　夕顔なんて、途中で死んじゃったんじゃないか、とか。むしろ本当は来ないで、ロードキラーの二人にイイコトされちゃっているんじゃないか、とかすっごい心配してたものっ」

「そ、そんな心配はしてないよ夜顔ちゃん!?」

　顔を真っ赤にして否定しているのは、夜顔と瓜うり二つの少女、夕顔ちゃんだった。

　彼女もメイド服姿で、俺からちょっと離れるように立っており、目が合いそうになると露骨に『サッ』と視線を逸そらされてしまう。




　ドクン。




　それでも、俺の中で夕顔ちゃんに対して強い衝動が発生してしまう。

　それはあの日の夜、藤里に対して抱いた情欲を更に強くしたような、目の前が赤黒く変色するんじゃないかってくらいに頭が熱くなるほどの衝動だ。

　思わず頭に手を当てて、ぎゅっと掴つかむ。

「あぅ……やっぱり、おつらい、ですか？」

「あ、ああ、いや、つらいというよりは……」

　この状態を簡単かつ的確に表すとすれば、そう。

『ムラムラする』。

　俺は夕ゆう顔がおちゃんを見れば見るほど、近付けば近付くほど、この手で強く抱き締めたくなるし、肌に触れたり、顔を寄せたり、もっと色々とやりたくなってしまうのだ。

「気持ちは解わかるけれど、我慢しないとダメだよ門もん次じ郎ろう先輩」

「わ、解っている」

　久く宝ほうにたしなめられるが、こればかりは自分で止められるものでもない。

「うぅ……す、すみません……」

「いや、頑張るから……心配しないでいいよ」

　俺が手を振っても、彼女の下がったままの眉まゆが元に戻ることはなかった。

　──夕顔ちゃんには特殊な血が流れている。

　それは、端的に言えばロードに仕える男性ナイツの欲情を刺激するというものだ。

　どうやら女性には効果がないのか、久宝はケロッとしている。

　だが、今日のこの場所には男性のナイツも結構集まっていることだろう。

　その男たちがみんな俺のように彼女に対して劣情を抱いているとしたら、メイドさんなんかしていて大丈夫なのだろうか。

　なんだか心配でむずむずしてしまう。

「俺以外の男性のナイツも祝典会場にはいるんだろう？」

「うん、結構いたわね」

　あっさり頷うなずく夜よる顔がお。

　なるべく、そういう男性たちに近付かないようにしてあげたいのだが……。

「まあ、心配要らないわ、モンジローさんっ！」

「お？　……そっか、夜顔は強いもんな」

　その正体が人形である夜顔は、俺や久宝に匹敵するレベルの体術を使うことが出来る。また、腕や脚の取り外し、関節部分の不思議な挙動で不意打ちのような戦い方も出来るし、何より脅威なのは、今は使っていないパーツでも念動力のような力で操ることも出来ることだ。大量の手や脚にかなり苦戦させられたのは鮮明に覚えている。

　この夜顔が常に付いていてくれるなら、夕顔ちゃんも安全だろう。

「ちゃんと、夕顔が襲われて、ボロボロになっちゃって、さめざめ泣いて、へたりこんでいたら、私が助けてあげるから安心しなさいねっ！」

「それ間に合ってないよぉ、夜顔ちゃん～！」

　……そんなことになる前、誰だれかが夕顔ちゃんに触ったりしないよう、夜顔には注意しまくっておいて貰もらいたいものだな。

　そこはもう祈るような気持ちでいるしかないか。

「さて、二人とも。ドレスアーップ！　したいから、案内してくれるかな？」

　藤ふじ里さとが真っ赤になって俯うつむいている夕顔ちゃんに話しかけると、彼女は「は、はい！」とすぐに立ち直って背筋をピンッと伸ばした。

　メイドさんとしての仕事となると、きちんとこなすらしい。

「じゃあ、夕ゆう顔がおが女性陣を連れてってあげてねっ」

「うん、解わかったっ」

　夕顔ちゃんは真っ赤な顔で頷くと、俺にぺこっとお辞儀をした。

　そのまま藤ふじ里さとと久く宝ほうを促すように、屋敷の中へと入っていく。

「また後でね、モンジローくんっ」

「先輩の礼服姿を期待しているよ」

　二人は俺に軽く手を振ると、そのまま夕顔ちゃんに付いて行った。

　三人の背中を見送りつつ、俺は横に立ったままの夜顔に話しかける。

「ドレスアップって、男用のも用意してあるんだな？」

「そりゃあね。天下の八や殿との家だもの」

　それがどれくらい天下なのかはいまいち知らないのだが、これだけ大きな屋敷を見せられればなんとなく想像出来るというものだった。

　と、なると識しきはかなりのお嬢様っていうことなんだろうか。

　神秘的な外見をしているのを思い出し、妙に納得してしまった。

「それじゃあ、モンジローさん。うっかり女子の衣装室に入っちゃってみる？」

「ふむ、それもありか」

「そしてモンジローさんは殺されちゃうのでした、バッドエンド……」

　うん、藤里や久宝の着替えシーンなんて素敵なものを見られるなら、そういうバッドエンドも悪くは……。

　そこまで思いそうになって、いかんいかんと首を振る。

「いやらしい気分になっている時にそういう刺激的な提案はしないでくれ」

「はぁーい。夕顔のお風ふ呂ろのタイミングを教えるくらいにしておくね」

　なるほど、それなら事故だもんな。

「それは宜よろしくお願いします」

「あははっ！」

　屈託なく笑う夜よる顔がおは、そのベースとなった人物である夕顔ちゃんの姉──八や幡はた朝あさ顔がおとそっくりな性格をしていた。

　人形も、大事にされ続ければ『心』が宿る。

　それをこうして見せてくれている夜顔は、俺にとっても身近な存在だった。

「それにしても、夕顔とおんなじ顔、体つきをしているのに、私にはそういう気持ちにならないっていうのがなんか悔しいのよね」

「まあ、可愛かわいいなーというのは夜顔にも感じてるよ」

「ほんとに？　えっちしたい？」

「いやらしいことをしたくないと言えば嘘うそになる」

「わっ、今日のモンジローさんはほんとにストレートだね？」

「それくらいの気合で来ているということさ」

　そう、ここに辿たどり着いている以上、もう迷いなんて捨てなければいけない。

　俺はここに……椎しい名な町まち先輩と、識しきを奪い返しに来た。

　それがどれだけ困難を極めることなのかもとっくに解わかっているのだから。

　どんなことであっても戸惑ったりなんて出来ないのだ。

「うんうん、いい気合ねっ！　それじゃあ、こっちが男性用の衣装室よっ」

　ぎゅっ。

　俺の手を握って、夜よる顔がおが笑顔で引っ張る。

　お客さんに対してそんな案内をするメイドがいるものか、と笑いそうになった。







　そして、そんな夜顔に特にえっちなことをすることもなく。

　八や殿との家の屋敷の中にあった豪ごう奢しやな衣装室に通された俺は、夜顔に色々手伝って貰もらいながらなんとか執事っぽい礼服に身を包むことが出来た。













　こういう堅苦しい服を着たことがなかったせいで、着替えるだけで妙に疲れた。

　しかし、改めて自分の姿を鏡で見てみる。

　うーむ、執事っぽい服か……。

「これだと給仕する側なんじゃないのか？」

　と夜よる顔がおに尋ねてみると、その目がキラキラと輝いていた。

「素敵、モンジローさん！　抱いて！」

「ストレート過ぎるだろっ」

　赤くなって抱き着いてくる夜顔に悪い気はしなかった。

　これなら藤ふじ里さとや久く宝ほうも喜んでくれるかもしれないな。

「よし、これでバッチリなら……そろそろ部屋を出るか」

「そうね。いよいよ本番ってことね？」

　夜顔の顔にも緊張が走っていた。

　そう。

　これから、俺たちはアウェーのまっただ中に突入する。

　周りは全部敵だらけ。

　頼れるのは、数少ない仲間だけだ。

「よし、行こう。夜顔」

「はーいっ！」

　夜顔を伴って、その男性用衣装室を出た。

　正にその瞬間。




　──ゾクリ。




　それは激しい悪寒となって俺の背中を襲った。

　何の変哲もない、大きな屋敷の廊下。

　だというのに、無数の目に『見られている』ような感覚。

　それが再び、肌に刺さるような気配として俺を包んだ。

「へえ、大勢に見られてるね、モンジローさん」

「俺はこんなに人気者だったのか」

「そりゃあ、そうよ。もともとは、真のロードであるカグヤ様のナイツ！　そして今は、その命を狙ねらうロードキラーのナイツ！　なんだもの。『伝説のナイツ』の一人息子っていう噂うわさまであるし、最注目株よっ」

　まあ、夜顔に言われるまでもなく奇異の目や敵意で見られる覚悟はしていた。

「しかも、今回のパーティで、カグヤ様の機嫌が良くなったりすれば、その『不死』という禁断の力を分け与えてくれるかもしれないって噂うわさも流れているの。元の持ち主を倒す、とかそういうアピールもあるかもしれないわね。つまり今、モンジローさんはもう、前から後ろから狙われまくりよ？」

　夜よる顔がおがニヤニヤと笑いながら脅してくる。

　だが。




「だな」




　俺は寒気こそ感じたものの、別に怖がっているわけではなかった。

　何な故ぜなら、その可能性はとっくに考慮済みだったからだ。

「だったら、いっそ堂々とするとしよう」

「あはっ、流石さすがモンジローさんっ」

　俺は愛らしいメイドを引き連れて、見られていることを意識しながらも、堂々と屋敷の中を歩いて──。

　祝典会場こと『儀式の間』でもある中庭に向かった。

　そこには大きな外開きのドアがあり。




「と、いうわけで。ようこそロード『藤ふじ里さと唯ゆい香か』さんのナイツ『桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』さん！」




　ガチャ、と大きなドアを夜顔が開ける。




　ザァッ！




　一斉に、その場にいた無数の視線が俺を射い貫ぬいた。

　かなり広い中庭に出された、いくつもの西洋風の丸いテーブル。

　そこに立つ、ドレスアップされた美少女たちと、その傍らに立つ男女。

　その目に浮かんでいるもののほとんどは俺に対する警戒心だろう。

　さっき言われたように、自分で知っていたかどうかは別として。俺は過去に真のロードを守り、そして今はその彼女を狙ねらうロードキラーに仕えているナイツなのだから。

　──ロードの持つ『物語』とは一切関係なく、その命を終わらせることが出来るロードの、ナイツなのだから。

　この中の誰だれかが、さっき狙そ撃げきしてきたのかもしれない。

　この中の誰かが、今も攻撃を仕掛けてきているのかもしれない。

　この中の誰かは、もしかしたら味方になってくれるのかもしれない。

　だが、俺はそんな彼女たちよりも。

「モンジローくーん」

「門もん次じ郎ろう先輩」

　俺の傍らに、少し遅れてやってきたドレス姿の藤ふじ里さとと久く宝ほうが現れる。

「あは、格好いいね。はい、鏡」

　そして藤里は俺に最終チェックとばかりに小さな手鏡を渡してくれた。

　その可か憐れんなドレス姿に見とれたり、つい照れたりしたくなる。ちらっと久宝の方も見てみると、なんだか大人っぽく見えて……慌てて鏡に目を戻した。

　その時、チラッと赤い光が鏡に反射されたような気がする。

「ステージの上にいるね」

　この中庭には赤い炎の篝かがり火びが焚たかれたステージが存在していた。

　中庭の最も奥に位置するそこだけが、祝典会場が洋風であるのに対して純和風な造りになっている。

　そのステージこそが、今日カグヤが儀式とやらを行う『儀式の間』であると直感した。

　そしてその上には、三人の少女が立って──俺を見ている。




「椎しい名な町まち先輩……いや、カグヤ」




　かなり距離はあるが、俺にはそれぞれの少女の表情までが見てとれた。

　十二単ひと衣えのような衣装に身を包んだカグヤは、嬉うれしそうに、楽しそうに、まるで最高の余興でも見るかのように……妖よう艶えんに微笑ほほえんでいる。

　清せい楚そなドレスに身を包んだ母さんは、満足そうにうんうん頷うなずいていた。

　そして。

「識しき……」

「……門次郎」

　ドレスを着たあいつの唇が俺の名を呟つぶやくのが見える。

　約一ヶ月前に俺を殺した、元ナイツ仲間。

　その時の涙の意味と答えを。




「今日は絶対に聞かせて貰もらうからな」




　拳こぶしを強く握り締めると、隣に立つ二人は「ふふっ」と小さく笑ってくれた。





【最終話・中編】The Last Story*Middle part　終幕フィンと終末ジ・エンド








■終幕（しゅうまく）：検索結果




　・１　演劇の最後の一幕。

　・２　演劇が終わること。芝居がはねること。終演。閉幕。

　・３　物事が終わること。また、その終わりの場面。終局。

　・４　終えること。







　・物語の幕を下ろすこと。










　さあ、ここからはこのロードキラーこと、藤ふじ里さと唯ゆい香かの晴れ舞台だね！




　モンジローくんの横に立って、わたしの心は高揚していた。

　大勢のロードがわたしたちを見ている。

　沢山のナイツがわたしたちを見ている。

　そして、カグヤ様と識しきちゃん、優ゆう都とさんがわたしたちを見ている。

「主、楽しんでいるね？」

　那な岐ぎちゃんがわたしの心に気付いて笑いかけた。

　そう、わたしは今、とっても楽しんでいる。

　ロードたちがいったい何を仕掛けてくるのか。

　ナイツたちはどんな異能を使ってくるのか。

　そして、カグヤ様はわたしたちに何をさせる為ためにこの場に呼んだのか。

「藤里は楽しんじゃってるのか」

　緊張した面持ちのモンジローくんは、どこか羨うらやましそうに呟つぶやいた。

　でも、彼の顔に困っている様子はない。

　吹っ切れたような、覚悟が決まったような。

　そんなさっぱりした表情を浮かべている。

「モンジローくんも楽しんじゃった方がいいよ」

「ああ、開き直ってそうさせて貰もらうよ」

　モンジローくんはわたしと那な岐ぎちゃんに、それぞれ手を差し出した。

　手袋に包まれた手を見て、なるほどエスコートか、と理解する。

「なんだか照れるね、こういうの」

「確かに。男性にエスコートされるとは」

　わたしの言葉に反応して那岐ちゃんの頬ほおにも少し赤みが差した。

　わたしたちに緊張がないわけではない。

　立てた作戦は綱渡りなものだったし、何より、成功の形が全然見えていない。

　臨機応変という名の行き当たりばったり。

　それが今回のわたしたちの戦法のようなものだった。

　わたしはモンジローくんに手を引いて貰いながら、一週間前くらいに彼の部屋でしたミーティング内容を思い返してみる。







「夕ゆう顔がおちゃんと夜よる顔がおは先に潜伏して、屋敷の間取りとか立地をリークしてくれ」

　そんな注文をモンジローくんが語った。

「そうね、当日はメイドとして雇われている私たちが適任よね」

　夜顔ちゃんはしみじみ納得していた。

「俺たちをカグヤたちに直接引き合わせる、とかまで出来ればいいんだが」

「で、出来ますでしょうか、わたしたちに、そんなの……」

　夕顔ちゃんは露骨に困った顔をしていた。

「方法もタイミングもいっぱいあると思うのよ、夕顔。いっそ露骨に連れ出しちゃっていいかもしれないもの」

「え、露骨に？」

「そ。カグヤ様にお客様がいらしてますー、ってモンジローさんたちをカグヤ様の前まで引き連れちゃうのっ」

「えええっ!?　そ、そんなことしていいのっ」

「あはは、やっぱ露骨過ぎちゃうかなー？」

　なんて笑っている夜顔ちゃんの言葉。

　だけど、モンジローくんは真剣に聞いていた。

「それも手かもしれないな」

「えええっ!?」

　言葉のひとつひとつにビックリする夕顔ちゃん。

　その、ある意味『聞き上手』な様子はミーティングを円滑に進めている。

　意見のひとつひとつに大きく反応する人物がいれば、その人物を驚かせたり感心させたり出来たというだけでも『いい意見』と思えるからだ。

　当人は素だろうから、余計に。

「いや、二人に頼るというのも手だけど、いっそやぶれかぶれではなく、きちんと俺たちが正面突破する……という作戦もあるな、と」

　モンジローくんが真剣に呟つぶやくと、わたしの隣で那な岐ぎちゃんも頷うなずいた。

「確かにね。無謀な突撃ではなく、正面から向かう障害と困難を想定した上での作戦ならば問題は減るはずだよ」

「でもでも、お二人みたいに殺しの技術の達人とかが全員ならいいんですけど……」

　夕ゆう顔がおちゃんがわたしを見る。

　そう、わたしには確かに、それほど戦闘技術はない。

　持っている異能を駆使してそれなりに戦える、というだけ。

　その異能も、最も強力なものを那岐ちゃんに渡している状態だしね。

　他ほかのは対策も立て易やすく、しかも他ならぬモンジローくんが……今は敵であるカグヤ様や識しきちゃんの目の前で攻略してしまっている。

　一度破られた異能は、その効果が減るようなもの。

　攻略法を想定されただけで、一気に使用が難しくなる。

「そうだね。わたしもちょっとは強い自信はあるけれど、他のロードが引き連れているような、ガチの戦闘系ナイツとかには全く歯が立たない可能性があるかな」

　正直に思ったままを告げる。

「ですよね……夜よる顔がおは強いけど……」

「うん。当日はいっぱい体のスペアを持っていくつもりよ」

　夜顔ちゃんの正体は精巧に作られた、異能人形そのもの。

　自分だったパーツなら自在に操れ、念動力のようなもので戦うことが出来るし、その身体能力も人間を超えたものだったりする。

　そんな彼女は能力面ではモンジローくんや那岐ちゃんよりも上だったりするらしいけれど、二人には技術や経験があるから夜顔ちゃんよりも強いとかなんとか。

　ある程度の強さを超えると、些さ細さいなことで勝ち負けが決まる。

　そこまで考えたところで気付いた。

「あ、なるほど。それは向こうも一緒ってことなんだね」

「はい？」

　わたしの言葉に夕顔ちゃんが首を傾かしげた。

「そう、今回の目標はあくまで椎しい名な町まち先輩の奪還。先輩が先輩の意識を取り戻して、元の単なる女子高生ロードに戻れば、識しきも元の高校生活に戻る必要がある。母さんがどうするかはさっぱり解わからないけど、その目的さえ達してしまえば後は…………後は…………」

　言いよどむモンジローくんを促すように、夕ゆう顔がおちゃんがパチパチと瞬まばたきする。

「後は……なんですか？」

「母さんを倒すなら……三回くらい命を賭かける気持ちで挑めば……一パーセントくらいの確率で、なんとかなる、かも、しれない……」

「それって無理ってことですよ門もん次じ郎ろうさんっ！」

「うぐっ」

　うん、もう死ぬことが出来ないモンジローくんは、ぶっちゃけ一回でさえ命を賭けることも出来ないし。一パーセントって言えば、単純に百回に一回ということ。

　でも。

「三回も命を賭ければ、一パーセント勝てたりしちゃうの？」

　尋ねてみると、モンジローくんはそのメガネをついっと上げた。

「ああ。母さんとて無敵じゃない。万が一じゃなくても、三回死ぬのを覚悟すれば、百回に一回なら勝つ方法はある」

『伝説』とさえ言われるナイツに対して。

　そして、自分を育てた相手に対してそう言い切るモンジローくん。

　彼の中には明確に彼女に対する『何か』があるみたいだ。




　──だから彼は面白い。




　わたしのクラスに転入して来た時は、素朴な少年がやって来た程度にしか思わなかった。

　那な岐ぎちゃんから、彼の立ち振る舞いや動きが『こっち』の業界の人っぽいと聞いて軽く驚いたくらいで、当初の彼は普通の少年よりも普通っぽかった。

　仲良くなってからは、それが『心』を勉強中だからだと解って面白くなった。

　感情が出来たてだから、その心がむき出しということ。

　些さ細さいなことで精神的に影響を受けてしまうということ。

　からかったりすればナチュラルに、計算のない面白い反応が返ってくる。

　そして何より、彼はすぐにあの『椎名町香かぐ夜や』に接触し仲良くなった。

　きっと、その純粋さみたいなものが良かったのだろう。

　……その視点からじゃないと見えないものがある。

　そういうことかもしれない。

「じゃあ、正面突破作戦でいこうよっ」

　わたしが言うと、夕ゆう顔がおちゃん以外はこくりと頷うなずいた。

「う、上う手まく出来る自信がありません……」

　この中で一番、ある意味『普通』である夕顔ちゃんには仕方ないことだろう。

　この子は何か簡単な作業とかに回した方がいい。

　通常ならばそう考えるはずだ。

　だけど、モンジローくんは違った。

「ああ、夕顔ちゃんはそのまま自信がなくていいんだ」

「え？」

　パチクリ、と目を再び瞬かせる夕顔ちゃん。

「椎しい名な町まち先輩が……いや、カグヤが俺たちを警戒するのは当たり前なんだ。それは識しきだって、母さんだって一緒だろう。むしろ、母さんに関してはそれを楽しみにしているに違いない。俺が、どう藤ふじ里さとや久く宝ほう、夕顔ちゃんや夜よる顔がおを頼って作戦を練って来るのか」

「そ、そうなんですね……だったら余計、わたしなんて……」

「そう、そこだ」

「ふぇ？」

　なんて、と言った彼女に対してモンジローくんは指を一本立てて。

「この中で、一番警戒する必要がないのは夕顔ちゃんなんだ。君はいまだにカグヤから受け取った異能を所持したままでいる」

「あ、そう……ですね」

　夕顔ちゃんが夜顔ちゃんを見た。

　かつて、夕顔ちゃんが『姉を助けたい』という一心でカグヤ様から授かった異能。

『天てん使し異い能のう・アズラエル』。

　生命と死を操る天使の力。死者を、泥の人形として操ることの出来る、異端の力。

　それを手に入れた夕顔ちゃんは、自分の姉である朝あさ顔がおちゃんそっくりの人形を作って、モンジローくんの持っていた不死の異能、『神しん性せい異い能のう・タナトス』を狙ねらった。

　もっともそれも、カグヤ様の計画のひとつだったわけだけど。

「夕顔からその異能がなくなったら、私もこうして生きてないかもしれないもんね」

「う……やっぱりそうなんだね……」

　心配そうに夜顔ちゃんを見る夕顔ちゃんに、彼女は笑って肩を抱き寄せた。

　……つまり、カグヤ様はわざわざこの『人形』を生かしている。

　それは情によるものなのか、それとも。

「多分、カグヤか……母さんは、俺が夕顔ちゃんや夜顔に頼むというのも勘付いていると思う。そうじゃなきゃ、わざわざその力を持たせたまま、しかもメイドとして雇うなんてことしないはずだしな」

「ええと……どうして、ですか？」

　夕ゆう顔がおちゃんは首を傾かしげていた。

　どうしてそんな、モンジローくんにチャンスをあげるようなことをするのか。

　どうして自分を狙うと知っていて、わたしにも招待状を送ったりしたのか。

「息子の成長を見たいから、とかなら嬉うれしいんだけど」

　と語るモンジローくんは苦笑いを浮かべていた。

「そんな母さんだったら誰だれも苦労してないんだ」

　確かに、あのトリッキーさ。

　まさか自分の本来の姿のまま堂々と妹のフリをしてわたしたちと遊ぶなんて。

　わたしと那な岐ぎちゃんの前に、わざと『わたしの姿』で姿を現し、その実力を見せつけた後、当たり前のように遊ぶ中にまざる豪胆さ。

　本当に、彼女は何を考えているのか解わからない。

「モンジローくんは、お母さんが何を考えているのか解るの？」

「いや、母さんの考えてることを見抜ける人なんていたら、それはもう伝説を超えた何かだと思う」

　苦々しい顔のままモンジローくんが首を振る。

「だけど、解らないということはつまり『何かある』ということ。何も考えないで、何も計画しないで、わざわざ何かする、ということはない人だよ」

「つまり、カグヤ様かお母さん、もしくは二人にとって……わたしたちはまだ、何か用があるってことなんだね」

「ああ。多分、俺が藤ふじ里さとのナイツになるっていうのも折り込んでいるはずだ」

　確信して言うモンジローくんに、夕顔ちゃんがすっかり感心している。

　今の彼は自信に満ちた物言いをしている。

　覚悟が出来た表情を浮かべている。

　だから、その言葉には力があった。

「基本は正面突破。そこから色々作戦を練る。そういうことでいいかな、門もん次じ郎ろう先輩？」

　那岐ちゃんが時計を気にしてそう確認した。

　もうかなり夜遅い時間だ。

「だな。どんな異能を藤里から貸して貰もらうかも考えないといけないし」

「わたしはモンジローくんになら、わたしの何をあげてもいいよ？」

　なんてイタズラっぽく告げてみると。

「うっ」

　何を想像したのか、モンジローくんが赤くなってしまう。

　こういう解り易やすい反応もまた、彼の特徴だった。

「……藤ふじ里さとは、最近過激になったと思う」

「確かに、ちょっと前の主は清せい楚そ系だったのに、今はそうではないね」

「え、わたしそんな感じになってる!?」

　モンジローくんと那な岐ぎちゃんに言われて、慌てて口に手を当てた。

　確かに最近、誘惑回数や過激発言が多かった。

「こほん。ともかく、今日は一いつ旦たん解散して……明日、もっと深く詰めるとしよう」

　モンジローくんの仕切りで、その日は解散した。







　そんな日のことを思い出すだけで、また口元に笑みが浮かぶ。

　本番前の準備というのはいつだって楽しい。

　こういう、絶望的な計画の時だってそれは一緒だった。

　そういえば、カグヤ様……いや、あの頃ころはまだ椎しい名な町まち先輩と、モンジローくんを殺害することにした時も楽しかったのを思い出す。

　結果的には失敗して負けてしまったけれど。

　でも、その先にこんな面白いことが待っていたのだから。

「モンジローくん」

　わたしは彼の手を握り、エスコートして貰もらいながら話しかける。

「うん？」

「今日はいっぱい楽しませてね」

　わたしがそう告げると。

　彼ははにかんだように笑って、頷うなずいた。








　　　　■　■　■　■　■









『夕ゆう顔がおちゃん、がんばっ！』




　姉の朝あさ顔がおお姉ちゃんがまだ自分の肉体で生きていた頃、よく言われていたことを思い出して、つい涙ぐみそうになってしまいました。

　思えばわたし、八や幡はた夕顔は……。

　今回の作戦において、本当に重要な位置を任されてしまっています。

　もう、怖くて怖くて、わたしは両手を重ねながらぎゅっと握り締めてしまっています。

　門もん次じ郎ろうさんの予想では、最も警戒されていないわたしこそが、識しきさまたちの盲点である、とのことです。確かに、あんなに凄すごい方々や、門次郎さんと互角に渡り合った夜よる顔がおちゃんが警戒されるのは当たり前です。

　だからわたしに課せられるものなんて、簡単なものに違いない……。

　そう思うだろう、ということでした。

　というか、普通はそう思います。

　警戒されないということは、警戒する必要がないということ。

　勿もち論ろん、その警戒されていないものを使えば上う手まくいくのも定石ですが。

　大体は上手く使えないから警戒されないのです。

「うぅぅ」

　わたしは緊張で震えそうになっていました。

　内心ではお姉ちゃんの言葉を思い出してなんとか頑張ろうと思うのですが、震える体ばかりは隠しようもありません。

　ただ、幸いなことにメイドのお仕事は慣れていたおかげで、緊張のあまり大失敗する、ということはありませんでした。

　男性のナイツに近付くと襲われてしまうかもしれない、というのも小さな頃から解わかっていたことだったので、適度に距離を取るのも自然に出来ましたし。ましてや、夜顔ちゃんがわたしの操る人形であるなんて、まるでバレていなさそうでした。

　ここまでは順調。

　そしてここからが本番です。

　今、門次郎さんと藤ふじ里さとさん、久く宝ほうさんはついにカグヤ様たちと対たい峙じしました。

　わたしの使命は、識さまをなんとか足止めするということです。

　それには、何か騒ぎを起こす……というのがいいでしょう。

　その為ための方法は……実はまだ考えついていません。

　正面突破をすると言い出し、それを肯定した皆さんの意図がわたしにはまだ、さっぱり解っていなかったからです。

　わたしと夜顔ちゃんがいれば、裏口からこっそり入って儀式の時間に『儀式の間』に入り、カグヤ様の邪魔をするということも出来たはずでした。

　むしろその方が絶対楽だったと思いますし、大変なことなんてなかったはずです。

　勿論、屋敷は色んな所に八や殿との家の雇った警備の人がいますが、門次郎さんたちだったら難なくやっつけられたはずなのですから。

　それでも、正面突破を選んだのはどうしてなのでしょうか。

　藤里さんと久宝さんの着替えを手伝い終えたわたしは、この後は夜顔ちゃんと一緒にメイドの仕事に従事しなくてはなりません。

　主に男性は夜よる顔がおちゃんにお任せして、女性に接するのがわたし、という形なのですが。

「さ、三人とも、こちらのテーブルへどうぞ」

　既に会場中のテーブルには料理が並んでいました。それぞれには既に他ほかのロードやナイツの方たちがついています。そして……門もん次じ郎ろうさんたちを案内する空いているテーブルは、なんと会場の中心だったのです。

　まるで意図されたかのような配置。

　たくさんの人々が、歩く三人を見ています。

　……既に、藤ふじ里さとさんがロードキラーであるというのは知れ渡っていました。

　だから、多くの敵意が視線となって降り注ぎます。

「モンジローくん、こういう時は女の子二人がモンジローくんを挟むみたいに、腕に手を添えるんじゃなかったっけ？」

「あ、確かに。なんか手を繋つなぐっていうのはおかしいなーと思ってたんだ」

「ふむ、淑女的なマナーというのは中々興味深いものだね」

　そんな視線のまっただ中でも、三人はとても自然体でした。

　どれだけ多くの修羅場を潜くぐればこんなに落ち着いていられるのでしょうか。

　今の状況は正に四し面めん楚そ歌か、一触即発。

　些さ細さいな何かがあれば、いきなり大勢に襲われてしまうというのに。

「なんか、せっかくのパーティなのに笑顔が足りないね？」

　しかも、よりによって藤里さんは他の方々を挑発しました。

　サァァァ、と背筋が一気に寒くなります。

　当然、更に藤里さんに視線が集まりました。

　これは敵意よりももっと先の感情。

　……殺意、というものではないでしょうか。

「あ、あの、ふ、藤里、さん……」

　わたしは泣きそうな気持ちになりながら彼女に話しかけます。

　ぎゅうう、と自分で自分の手を握り締めながら、もうこんな緊張耐えられない、というのを伝えようと思いました。

　そんな時です。

　ちょんちょん、とわたしの服を夜顔ちゃんが引っ張ってくれました。

　見れば、口元には笑みを浮かべて小さく頷うなずいています。

　……あ、これももしかして計画ということなのでしょうか？

　やることが『正面突破』で、対応が『臨機応変』。

　それっていい加減に上う手まいこと対応する、という意味だと思っていたのですが……。

　どうやら、そんな把握をしていたのはわたしだけのようで、恥ずかしくなります。

　でも、だとしたらどうしてこんな煽あおるようなことを仰おつしやったのでしょう？

　ロードキラーに殺されたロードの数は結構なものと聞き及びます。

　だから、当然藤ふじ里さとさんに恨みを抱いている方も……。

「あ……」

　そこまで思ってから、考え違いをしていることに気付きました。

　識しきさまは、ロードとナイツの情報を集めることに長たけた八や殿との家にありながら、ロードキラーが誰だれなのか知りませんでした。

　それくらい、藤里の情報というのは秘匿されていたのです。また、ロード同士がどんな容姿をしているのか、などの情報もほとんど流れることはありません。

　つまり、ロードがロードキラーを恐れ、敵意を向け、殺意を向ける理由はきっと怨えん恨こんではないのです。何な故ぜなら、ロードは他のロードと接触することがほぼないのですから。

　きっと、ここにいるほとんどの皆さんも初対面同士の方が多いのでしょう。

　……ここにいるのは『ロードとそのナイツたち』という一個のものではなく。

　それぞれが孤立した、個別のチーム。

　協力関係を結んでいたとしても、互いにそこまで信頼し合っていないバラバラの人々。

　つまり、主義も思想も物語もそれぞれ別々なのです。

　そう思った瞬間、わたしは『なら、出来る』と思えました。

　わたしはどうしても『大勢相手にこっそりと』と意識していましたが、ここにいるのは個別に目的を持ったチームたち、ということなのです。

　ぎゅっ。

　自分で自分の手を握る力に、ようやく迷いみたいなものが消えます。

「の、飲み物はいかがなさいますか？」

「んー、わたしと那な岐ぎちゃんにはお茶系でいいよ。あるよね？」

「はい、ちゃんと用意してございます」

　わたしは藤里さんと久く宝ほうさんに恭しく頭を下げます。

「俺は水でいいよ。ミネラルウォーターはある？」

「うん、あるわよっ！　とっておきの天然水がねっ」

　門もん次じ郎ろうさんは夜よる顔がおちゃんに注文をしていました。

　そしてわたしたちは、そんな三人にもう一度礼をしてからテーブルを離れます。

「藤里さんっていい人だね。夕ゆう顔がおがテンパってるのが解わかって、状況を教える為ために咄とつ嗟さにあんな挑発を言えるんだもの」

　こそこそと夜顔ちゃんが教えてくれました。

　やっぱりそうだったのか、と納得します。

　みんなが一律に同じ意識を持っている集団であれば、正面突破なんてしなかったでしょう。ですが、バラバラな意識の数人チームがいっぱい、というのであれば。

　──いきなり藤ふじ里さとさんに手を出す相手はいない、ということ。

　むしろ、ロードキラーとなんて関かかわらないようにしたいというのが本心のはずです。

「でも、最初からそう教えて貰もらっていれば、わたしも……」

　つい、そう言ってしまいますけれど。

「それも出来なかったのよ。もしかしたら、モンジローさんのお母さんがとっくにこの場のロードもナイツも煽あおり終わっていて、みんなが一個の意志を持った『集団』になっていたのかもしれないんだもの」

「あ……そう、なんだね」

　今回、最も気を付けなければいけないのは門もん次じ郎ろうさんのお母さんというのは何度も聞いていました。目的の為ためならばどんなことも利用するそうです。

　ロードたちを使ってロードキラーを倒させることくらい簡単に出来てしまうでしょう。

「だから、臨機応変、なの。どうやらそういうことはされてなかったみたいだー、だったらこうやって行動しようー、みたいな」

「うん……解わかった」

　ほとんど誰だれの耳にも聞こえないレベルでの内緒話。

　わたしと、その人形である夜よる顔がおちゃんだからこそ出来る会話方法。

　これも、知っている人はこの中にはいないはずです。

　──どんな些さ細さいな意思疎通も確認出来る、みたいな異能でもあれば別ですが。

　識しきさまの『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』ですら把握出来なかったのですから、問題ないでしょう。

　他ほかのメイドさんの集まる場所まで戻り、飲み物を用意します。

　この方たちも八や殿との家に縁のある一族で、何人かは見たことがありました。

　ですが、やはりこちらの方々にも笑顔はなく。

　恐怖にも似た緊張感に包まれているようにも思えます。

「あちらの方たちはわたしたち姉妹が受け持ちますね」

　そう告げると、露骨にホッとする皆さんがいました。

　ロードキラー、藤里唯ゆい香か。

　その異名がこれほどまで効果を持つなんて。

　……確かに、わたしもあんなに気さくで優しい人だと知らなければ、この方たちのように怖がる方だったのかもしれません。

　わたしたちに気を遣うような視線が向けられますが、夜顔ちゃんはニコニコとお辞儀するだけでそれらをいなしていました。

　彼女が人形であるということを知っているのも、わたしたちと識さまたちだけ。

　基本群れたりしないロードたちにとって、メイドにまで仲間がいる藤里さんたちはこの段階で何歩もリードしているのです。

　──だからこそ、堂々と正面から向かっても大丈夫。

　そんな大胆な発想……やっぱりわたしには出来そうもありませんでしたけれど。

　でも、心強いのは確かです。

「この山でとれるお茶の葉から出来たお茶をお持ちしました」

「モンジローさんにはこの山の天然水ね！」

　わたしたちが飲み物を運ぶと、三人は穏やかな笑顔で受け取ってくれました。







「さて、全員に飲み物が渡ったわね」







　壇上からその声がかかると、水を打ったような静けさが会場を包みました。

　カグヤ様が、その着物姿でしずしずと歩き、中央に立ちます。

　マイクがあるわけでもないのによく通る、張りのある声。

　椎しい名な町まち香かぐ夜やさんだった時の、静かで柔らかな口調ではないことが……。

　わたしにとっても寂しく思えました。




「それでは。本日の儀──真のロードたる私に、真の力が戻る日の祝典を開くとしましょう。──ロードの未来に、乾杯」




　カグヤ様がそう告げたものの、会場内で声を発して乾杯したのは……。

「かんぱーい！　さあ、ご飯食べようねっ」

「乾杯。主、食べ過ぎてお腹なかを壊さないようにね」

「うん、乾杯。この人数だと女子トイレの方が混みそうだもんなあ」

　真ん中のテーブルに着いている、ロードキラーチームだけでした。

　そして三人は、周りの視線なんてまるで気にしていないかのように、食事にも手を伸ばして和わ気き藹あい々あい、楽しく食べ始めます。

「ぷっ……あははっ！」

　その様子を見て、我慢出来なくなった夜よる顔がおちゃんが笑っていました。

　わたしは……引きつった笑みしか浮かべられませんでしたけれど。

　でも、確実に解わかったことがあります。

　ここにいるロードやナイツたちに、どんな異能があって、どんな物語があろうとも。




　──わたしたちの邪魔になるような、そんな強い人はいない。




　そう確信出来ました。

　だから、そう。

　わたしが警戒し、本気で考え、そして頑張らないといけないのは。




「………………」




　ずっと、カグヤ様の脇わきで静かに佇たたずんでいる、ドレス姿も麗しい金髪の女性。

　識しきさま。

　カグヤ様みたいな凄すごい方はわたしには手に負えません。

　門もん次じ郎ろうさんのお母さんみたいな伝説の相手は当然出来ません。

　だからこそ。

　絶対に勝てないのは知っていますが。

　それでもなんとかしないといけないのは、やっぱりあの方です。

　識さまも、そんなわたしの視線に気付いたのか……。

　こちらを見ると、その片目を伏せました。

　その表情は胸を突くものがあります。

「つらそうだね、識さま」

「……だね」

　夜よる顔がおちゃんの言葉に頷うなずいて、わたしは意を決しました。




　識さま。

　貴女あなたは、わたしが──なんとかします、と。








　　　　■　■　■　■　■









『久く宝ほう那な岐ぎ』。

　そう名乗るようになったのはいつからだっただろう。




　乾杯が始まり、美お味いしい料理を食べながら、私はそんなことを考えていた。

　門次郎先輩のように、殺し屋の家系として生まれたわけではない。

　とてもありがちな話だけど、生まれた時には既に『施設』に入っていた。

　そこは身寄りのない赤ん坊や小さな子どもを暗殺者に育てる為ための施設で、その中で生まれてからずっとそこで育った私はエリート的な扱いも受けていた。

　門もん次じ郎ろう先輩と違って、潜入工作員として働く為に俗世のことも勉強させられていたし。

　きちんと三食もあったし、部屋も割り当てられていたし、水準の高い教育も受けていた。

　ただ、そこには『名前』だけがなかった。

　私のコードネームが『ブレード・ゼロ』だったのは、単に刃物を扱うのが上う手まく、零歳から施設にいたというだけの話だ。

　そんな私は早いうちから子どもの暗殺者として駆り出され、何人も殺してきた。

　そこは、高い金額さえ積めばどんな殺人でも請け負うような施設だった。

　だから、あっさりと報復にあって壊滅した。

　施設を滅ぼしたのは国の軍とも、どこかの秘密機関とも、同じような暗殺組織とも言われたものの、いまだによく解わかっていない。

　ただひとつ理解しているのは、私の同僚であったり先生であったりした人はみんな死んだし、私もほとんど死ぬ所だったということだ。

　だけど。

　何な故ぜか私だけが生き延びていた。

　破滅の日の翌日は、大雨が全すべてを流してしまうかのように降り注いでいた。

　崩壊した建物。瓦が礫れきの山。その下に埋まることなく、私だけが息をしている。

　そこで生命賛歌、生きていることの素晴らしさに目覚めて博愛主義にでもなっていれば、また違う人生だったのかもしれない。

　だけど、私は途方に暮れるだけだった。

　生まれた時から何もなかった私は、本当に『ゼロ』になってしまったのだ、と。




『へー。すっかり壊れちゃってるね。お仕事依頼しに来たのに』




　傘を差した少女の声が私の上に降って来たのは、どれくらい放心してからだっただろう。

『貴女あなただけ生きているんだ？　お名前は？』

　ニッコリと笑っている、裏表のない表情。

　まるで、デパートで迷子を見つけた女子高生のように、ごくごく普通に話しかけてくる、およそ場違いな態度。

　私の周りには廃はい墟きよと、死体と、血と、雨と、泥しかないのに。

　地獄に咲いた花のように、その少女だけが命の光のように見える。

『そう、ブレード・ゼロって呼ばれてたの。男の子なら喜ぶんだろうけど、女の子に付ける名前じゃないね、それ。うーん……じゃあこうしようっ』

　彼女はぽんっ、と手を叩たたいて。

『わたしの潜伏する家のひとつに、久く宝ほうさんっていう家があるから。そこの子になっちゃうことにして。名前は……えーと……ブレードって剣だっけ？　じゃあ、なぎ払う！　みたいな意味で那な岐ぎちゃん、とかで』

　私の名前は、元々勝手に付けられたものだったけれど。

　ここでもまた、勝手に新しい名前が付けられた。

『よろしくね、那岐ちゃん。わたしは今は、藤ふじ里さと唯ゆい香かって言うの』

　ボロボロの私にも容赦なく、その手を差し伸のべてきた少女。

　そこには、私を利用していた施設の大人たちや、私が殺してきた人間たちには見られない……ただただひたすら純粋な笑顔があった。

『これで貴女あなたはわたしのものだから。これからはずっと、わたしの騎士になってわたしのことを守ってね！』

　──こうして。

　私は主のナイツになった。




　あれから、久宝家の娘になったおかげでお金持ちの暮らしをすることになった。

　なんでも、主は自分の潜伏先になる家を基本、お金持ちで選んでいるらしい。

　そこには剣道の道場もあったおかげで、私は剣道少女という方向で訓練を続けることが出来た。同時に、『神しん性せい異い能のう・クロノス』を使う時を止める訓練も行ってきた。

　最初はすぐに時間感覚の違いに潰つぶされてしまい、頻繁に気を失っていた。

　やがてゼロコンマ五秒、一秒、と止められるようになって。

　戦力として使用出来るようになった頃ころに、ようやく主がロードキラーというかなり危ない橋を渡っていることを知ったのだ。

　生まれてから今までの技術と、異能の訓練を彼女の為ために役立てるということに、私が躊躇ためらう理由なんて何ひとつなかった。







　思えば、あれ以来美お味いしいものばかり食べている気がする。

　運動しなくなったら一気に太るかもしれない。

　そんなことを思いながら、私はこの祝典会場で──主を守ることこそが最優先であるナイツとして、周囲を確認する。

「どう？　那岐ちゃん」

「うん、こっちのソテーも美味しいよ」

　主に鶏とり肉にくのソテーが載った皿を差し出しながら、出会った時と変わらない笑みを浮かべるその姿に目を細めた。

「ありがとー。そっちの方はどう？」

「それも大体ＯＫかな」

　こうして見回しているうちに、何人かの目星はついた。

　まず、我々を警戒しているだけのロードとナイツは気にしなくていいだろう。

　彼女らは単に、ロードキラーに狙ねらわれた時にのみ対応するという類たぐいだからだ。

　率先して主を殺そうとしているロードも見たところ……今はいないようだ。

　元々、主の物語は『生きることを諦あきらめた、古いロードを殺す』というもの。

　こんな祝典に参加して、真のロードの帰還を祝いに来るような彼女らが物語をないがしろにして生きているとも思えない。むしろ、その人生に潤いを求めているようなタイプがここに来るはずだ。

　だから明確に敵意や殺意を持つとすれば、腕試し辺りが定番か。

　ロードキラーを殺した、という名声を得る為というのも考えられる。

　ロードはあまり他ほかのロードに干渉することはない。その長い人生の中で、他のロードと出会ったのは一回か二回という人物もいるくらいだ。

　つまり、こんな状況は極めて稀まれ。

　腕試しには持ってこいだ、と思う輩やからがいてもおかしくないし。




　──事実、殺意ではないものの、主や私に剣けん呑のんな視線を向ける輩は何人かいた。




　そんな人物たちを倒す必要があるのか、それとも戦わずに済ませるのか。

　手っ取り早いのは私が『神しん性せい異い能のう・クロノス』を用いて時を停止し、その人物を先立って始末してしまうことだ。

　ザッと見たところ、三人くらい。

　これなら接近し、時を止め、倒す、という一連の動作に問題はないだろう。

　注意すべき点といえば、ロードキラーを相手に殺意を向けられるほど実力に自信がある、ということ。つまり、何か規格外の異能を持っている可能性はある。

　……そういえば。

　最も規格外とされている不死の異能。

　それをまさか、委員会で仲良くしていた門もん次じ郎ろう先輩が所持することになるとは、あの時の私はまるで思ってなかったな。

　椎しい名な町まち先輩と彼を殺した夜のことを思い出して、思わず笑みの代わりに息を吐いた。

　どちらもそれまで親しくしていた人物。

　久く宝ほう那な岐ぎとして、可愛かわいがって貰もらっていた先輩たちだ。

　殺す時に嫌な気分になったのも思い出す。

　私は確かに、今まで何人も殺してきた殺し屋だけど。

　親しい人を殺す時には流石さすがに心が動いた。

　──だから、少しだけ。

　心がない殺し屋として育てられた門もん次じ郎ろう先輩を羨うらやましく思うことがある。

　彼はきっと、元々は完全に自分の心を殺すことの出来ていた殺し屋だ。

　それはつまり、どんな依頼であっても。どんな対象であっても殺すことが出来るということ。私はいまだに、椎しい名な町まち先輩を刺した時の感触と、門次郎先輩を刺した時の感触が手に残っている。

　二人は全く気にしていないかのように笑って許してくれたけれど、この手に残った罪悪感が拭ぬぐえるものではない。

　だから、私は彼を手伝いたいと思うのかもしれないし。

　椎名町先輩を取り戻したい、なんて思うのかもしれない。

「ふぅ……」

　溜ため息いきと共に一いつ旦たん思考を区切る。

　現状の、自分のやるべきことを考えてみよう。

　最終的に、門次郎先輩とカグヤの対決に持っていかなければならない。

　その前に障害となるのが識しきさんや優ゆう都とさんだ。

　識さんには、私は一度敗れている。

　この状況で私の異能に対策をしていない、ということはないはずだ。

　そして優都さんには、私はまるで歯が立たなかった。

　彼女が異能を使っていなかったとしても、彼女に勝つ方法なんてなさそうな気がする。それくらいの実力差が私と彼女にはあるからだ。

　唯一、彼女をなんとか出来るとしたら──やっぱり門次郎先輩くらいだろう。

　そうなると、私がすべきことは……。

「那岐ちゃん、結構食べた？」

　主が口元を紙ナプキンで拭いながら尋ねてくる。

「うん、腹ごしらえは出来たよ」

　動き回るのに問題ないレベルで食事をとった私は、いわば絶好調だった。

「それじゃ、久宝。一緒に付いて来てくれ」

　門次郎先輩はそう口にすると。そのまま、スタスタとステージの方へと歩き出した。

　ああ、本当に正面突破なのか。

　その豪胆さに、感心と共に笑みが零こぼれる。

「うん、どこまでも付いて行くとするよ、門もん次じ郎ろう先輩」

「わっ、それって愛の告白みたいだね？」

　隣で主が囃はやし立てるものの、私はそれでも構わなかった。

　結局この気持ちは罪悪感からのスタートだったけれど。

　今では、彼がこれから何をするのか楽しみでならないという興味になっている。

　主は、私の大事な主だけど。

　それとは別に、門次郎先輩に付いて行くことが許されるのならば、彼の頼み事は全すべて聞いてあげたくなっているほどだ。

「今、モンジローくんを殺して、ってお願いしたら、殺せる？」

　こっそりと、私に耳打ちするように尋ねる主。

　この人は本当に、性格が悪い。

「主の命令なら頑張るけどね。でも、私の最高スペックは出せないよ」

「ふふっ。那な岐ぎちゃんもモンジローくん、お気に入りなんだもんねっ」

　そのことについて否定するつもりはないし。

『那岐ちゃんも』ということは主もなのだから、そんな意味のない質問は出来ればしないで欲しい、なんて思ってしまった。

　そう、最高のスペックは出せない。

　彼に対して思う所がある以上。

　彼が何か見せてくれるかもしれないと期待している以上。

　私は、彼の命を惜しいと思ってしまっているから。

　だから、きっと私の手は鈍るだろうし……。

　そんな心構えで倒せるほど、桜さくら田だ門もん次じ郎ろうという人物は弱くない。

　私たちがステージに向かって歩き始めると、ざわざわと辺りは騒がしくなった。

　近付いただけで、何人かのロードとナイツは道を開けてくれる。

　やはり想像通り、ここにいるほとんどの人物に戦意はないようだ。

　と、その時。

　キラリ、と。目の端で一瞬何かが光ったような気がした。

　さっきも受けた狙そ撃げき。

　私は慌てて主を引き寄せたものの……。

　その狙ねらいの先は、彼女ではなく。




　キィィィン!!




　透き通った金属質な炸さく裂れつ音と共に、銀のフォークが舞っていた。

　それは、振り向きもせずに門もん次じ郎ろう先輩が射線上の自分との間に突き立てたものだ。

「狙そ撃げき手に狙ねらわれていたのは俺だったんだな、やっぱり」

　落ち着いた口調でそう呟つぶやく彼の、声のトーンはいつも通りのものだった。

　落ち着いてさえいれば、彼は──狙撃に反応し、的確な判断を下すことも可能なのだ。

　その時、彼の前に一人の人物が立った。

　年齢は二十歳くらいだろうか。背の高い、金髪の外国人。

　顔にはサングラスをしており、その引き締まった体のラインは服の下にある鍛え上げられた筋肉を連想させる。

「流石さすがは桜さくら田だ門もん。一度『見た』狙撃はもう通じないわけか」

　口から出たのは流りゆう暢ちような日本語だった。

　しかし、その身から溢あふれているのは……戦場の気配。

　私たち殺し屋の持つ、薄暗いものではなく。

　無数の銃弾や爆発の中を生き残った、そんな戦士のイメージだった。

「食事中を狙わないでくれたのは助かったよ。フォークがなくなってしまったからな」

　そんな彼に物もの怖おじした様子もなく。自分よりも頭一個は背が高い相手に対しても変わらない口調で告げる門次郎先輩。

「わぉっ♪　モンジローくんが格好いい台詞せりふを吐いてるっ」

　そして、そんな彼を見て目がハートマークにでもなっているかのような我が主。

　──今までは巻き込まれていただけだったから、よく解わからなかったのだけど。

『戦う』と心に決めて、攻めに転じた門次郎先輩はここまで頼もしくなるのか。

　そう、失礼ながら思ってしまった。

「言うじゃねえか。だが、ここから先は行かせないぜ？」

　ザワッ。

　更に周囲がざわめいた。

　いきなり始まった剣けん呑のんな事態にどうすればいいのか、悩んでいるのだろう。




「いい余興が始まるようね」




　ステージの上で、椅い子すに優雅に腰掛けながらカグヤが口にする。

「せっかくだから余興を始めるとしましょう。そこにいるロードキラーのナイツたちを仕留めることが出来た者がいたら、私の不死の力──『神しん性せい異い能のう・タナトス』をあげるわ」




　ザワッ!!




　その瞬間、辺りの視線が私と門もん次じ郎ろう先輩に集中した。

「へえー。じゃあ、わたしもステージの上で見てていい？　カグヤ様っ」

　そして私の主は悪びれた様子もなく、そのままトトトッと走り出す。

「構わないわ、藤ふじ里さと唯ゆい香か……いいえ。スズカと言った方がいいかしら？」

「懐かしい名前で呼ばれると困っちゃうね」

　主の、ロードとしての真の名をカグヤは知っていた。

　私の知らない所で、二人は知り合いだったのかもしれないし、カグヤの記憶というのはほとんどの古いロードを押さえているのかもしれない。

　だけど、今はホッとしていた。

　主を守らなくていいなら、私も思う存分に戦うことが出来る。

　だから、私は門次郎先輩の前に立ったその男を、改めてきちんと見た。

　彼は胸を張って、堂々と口を開く。

「じゃあ──ロードが一人、トモエ様に仕えるナイツ。ロバート・フィッツと、その相方が相手をさせて貰もらうぜっ！」

　門次郎先輩の前に立っていた彼が名乗る。

　おそらくその相方というのが、狙そ撃げきをしてきた人物なのだろう。

　光った屋根の方角はさっき見ていたものの、当人はとっくに移動しているに違いない。

　ここは中庭。広大な屋敷の、その屋根を自由に走り回られているとすれば見つけるのは難しいはずだ。

「なるほど、ええと……ロードキラー、藤里唯香……じゃなくて、スズカっていうのが本名なのか、藤里？」

　主はステージの上で、夕ゆう顔がおさんに椅い子すを用意して貰もらってカグヤの横に座っていた。

「うん。でも、モンジローくんはいつも通り『藤里』でいいよ」

「ＯＫ。それじゃ、ロードの一人、藤里唯香のナイツ。桜さくら田だ門もん次じ郎ろうと、相方の──」

「久く宝ほう那な岐ぎ。相手をさせて貰うよ」

　そう名乗り上げながら、私は辺りへの警戒は怠らなかった。

　いつ、どんな手段で私たちを別のロードやナイツが襲ってくるか解わからない。




「それじゃあ、余興を始めなさい」

「頑張ってねー、二人ともーっ！」




　カグヤと主の声と同時に。

「ッ！」

　ロバートと名乗った彼は、その巨体に似合わないスピードで門次郎先輩に迫った。













　その手にはナイフが握られており──。

　瞬間、そのロバートのナイフが発光した。

　直後、高い場所から無数に飛来してくる何か。

　それらを見て、私は思い出す。

　どんなに離れた距離からでも的確に対象を射い貫ぬく不可視の矢『英えい雄ゆう異い能のう・ヨイチ』。

　そしてあらゆる鬼、ロードやナイツを打ち倒すことが出来るという力を持っているとされる『英雄異能・ライコウ』。

　それらの異能を持つロードこそが『トモエ』であると。

　つまり、相手は完全に武力で押すタイプ。しかも、今はその二人の同時攻撃が門もん次じ郎ろう先輩一人を狙ねらっている。

　すぐに私も時を止めて援護をした方がいい、そう思ったが──。

「っ!?」




　ドシュッ!!




　次の瞬間、無数の『穴』が開いて血を噴き出していたのはロバートだった。

　気が付けば、門次郎先輩はいつの間にか彼の背後に立ち……その巨体を盾にしている。

　まるで私の異能を使った時のように、一時的に時間を止めたかのような一瞬の出来事。

「母さんの教え通りだな。達人二人が組むと攻撃が正確過ぎるから、それを利用すればあっさりと同士討ちが出来る」

　冷ややかに告げて、彼の体を下ろす門もん次じ郎ろう先輩。

　そしてその目は……。

「ひっ」

　小さな悲鳴を上げている、長い黒髪の少女に向けられた。

　おそらく彼女がロード、トモエなのだろう。

　そして門次郎先輩は彼女を見て微笑ほほえむ。

　まるで『次にこうなるのはお前だ』とでも言うかのように。

　そんな笑みを向けられたトモエは思わず視線を……屋根に向けた。

　直後、私は近くにあったテーブルの上に乗って、その上を走り出した。

『神しん性せい異い能のう・クロノス』の使用。

　テーブルに着地する瞬間に時間を停止すると、世界に色がなくなる。

　これが完全停止した時間の世界。

　光の反射すら停止するから、その色を認識出来なくなる、というものらしい。

　なら、何な故ぜ白黒で『見る』ことが出来ているのかと言えば、今私が見ているものは停止する直前の『世界の記録』を見ているということらしい。

『ゲームで言うと、世界は常にオートセーブしてるみたいなものでね。時間を止めた世界でどんな物理現象が発生しても、時間停止が解除されるとセーブ状態に戻るの。──その時間を止めた人物以外はね』

　私が主からこの異能を貰もらった時の説明はそれだけだった。

　後は、それをどう役立てるのか自分で試行錯誤するしかなかった。

　この止まった時間の中で誰だれかを殺したとしても、時間が動き出せば世界は記録に従って『殺さなかった時間』まで戻してしまう。だから、私が何かするには時間停止を度々解除しなければならない。

　こうして、私は『トモエがナイツの位置を見たのとほぼ同時』のタイミングで、屋根の上にいた狙そ撃げき手、光の弓を番つがえているまだ中学生くらいの少女を見つけることが出来た。

　音もなくその傍に着地すると、時間停止を解除。

　途端に、激しい目め眩まいと吐き気に襲われる。これがこの異能を使った時の代償だった。

「えっ」

　既に私が立っていたことに驚いた彼女が目を丸くしているうちに、私はさっさとナイフの柄を使って気絶させる。

「うぎゅっ」

　なんとも可愛かわいらしい声を上げて、名も知らぬ少女は意識を失った。

　途端に、中庭にいるロードやナイツたちが一気に騒然となる。

　カグヤが開始を宣言し、ロバートが門もん次じ郎ろう先輩に襲いかかった。

　そして次の瞬間にはもう全すべての決着がついていた。




「あちゃ～。トモエちゃんはまだまだだね。わたしが殺す必要はないレベルかなー」




　そんな様子を、主が煽あおるように口にする。

　それを聞いて、隣に座っていたカグヤがクスクスと笑っていた。

　ぺたん、と地面に座り込んでしまうトモエ。

　──確かロードの中でも、トモエと言えば結構名前をよく聞く武闘派だったはず。

　ロードキラーのナイツであると知りながら、ロバートが堂々と姿を現したことからも、その自信と実力は確かなものだったのだろう。

「そうかもしれないな、藤ふじ里さと。いっそ、一斉にかかってきて貰うってのはどうだ？」

　そしてあろうことか、門次郎先輩は更に他ほかのロードたちを煽っていた。

「ぷっ……あはは！　それもそうだね、モンジローくんっ！　じゃあ、こうしようっ」

　主はすっかり楽しそうに。まるで自分が主催者であるかのように立ち上がると。

「今からモンジローくんには何人で挑んでもいいし、どんな手段を使ってもいいよ！　わたし的なお勧めは、色仕掛けが一番モンジローくんには効くけどねっ」

「あらあら」

　その横で、カグヤがやっぱりクスクスと笑っている。

「だけど。もしも、モンジローくんが倒されなかったら。モンジローくんがナイツを撃退したら……」

　言葉を溜ためて。

　一歩、主はステージを進み出る。

「その倒されたナイツのロードは確実に殺すことにするよ！」

　その瞬間、中庭全域に戦せん慄りつが走っていた。

　見れば、尻しりもちをついたトモエが小さくカタカタと震えている。

「あ、トモエちゃんは宣言前だったから、ノーカウントでいいよ。むしろ、ロバートくんを医務室に連れていってあげないと死んじゃうかもしれないね」

　そして、ロードキラーに意図的に『見逃された』トモエ。

　メイドたちがロバートの体を運び始めると、主や門次郎先輩の視線から隠れるようにそそくさとこの場を退場してしまった。

　……後で、ここで倒れている少女も届けておくとしよう。

「それで、戦う気はない、この余興に参加するつもりはないよー、というロードは……」

　主はぴっ、と指を差して。

「大人しく座って観戦しててね」

　その言葉と共に……すぐに座るロード、渋々座るロード、我が主に従うのが癪しやくなのか、悔しそうに立っている所をナイツに宥なだめられて座るロードと。

　そこにいたほぼ全員が席についてしまっていた。

「あ、お手洗いとかの時は挙手制で。いいよね、カグヤ様？」

「そうね、戦う意志がないなら。不死が欲しくないならそれでいいわ」

　不死。

　それさえあれば、ロードは『危険日』だったとしても死ぬことがなくなる。

　物語を忠実に歩まなければならない彼女らにとって、自分の意志で未来を切り開きたい場合にはどうしても『死なない』という保証が欲しくなるのだろう。

　だけどそれは、カグヤだけが持っている異能だった。

　だから、物語の中で生きるしかないロードたちは不安を抱えている。

　だから、物語に関係なくロードの命を終わらせることが出来る主を恐れている。

　だから、物語を超えた存在である真のロードの招集に応じた。

　だが、今その希望もついえた。




「どうやら誰だれもいないようだな」




　門もん次じ郎ろう先輩はそう、よく通る声で宣言する。

　彼は……さっき、異能二つによる同時攻撃に対して、自分は身体能力のみで対応した。

　それは他ほかのロードたちにとっても、ナイツたちにとっても、脅威となっただろう。

「ところでカグヤ様」

　主はくるっと振り向いて、カグヤに向き直る。

　──期せずして、カグヤに近付くチャンスを得たわけだけど。

　今、そこにいるのが戦闘能力はあまり高くない主だけ、というのが難点か。

「何かしら、スズカ？」

「ここにいるロードたちの誰かがわたしのナイツたちを倒せば、その人に不死を与えるっていう話なんだけど」

　そして、再びくるっと座っているロードたちに向き直ると、その両手を広げて高らかに声を上げた。

「わたしと、わたしのナイツが、この子たちを全滅させたら、わたしにその『不死』をくれたりする？」




　ガタッ！




　ロード、及びナイツたちが一気に警戒する。

　こうして屋根の上から見ていると、誰だれが逃げようとして、誰が攻撃しようとしたのか、手に取るように解わかった。

　そう、私がここにいるからこそ……そのどちらも、行動は出来ないのだ。

　私は彼女らの時間感覚では『一瞬』でここに降り立った。

　つまり、逃げるにしても攻撃するにしても、その『一瞬』で対応されるということに気付いているのだろう。

「ふふっ、今日はめでたい日だもの。儀式の時までここを血に染めたくないわ」

　だけどカグヤは悠然とした態度であっさりと否定する。

　当然、主だって本気ではなかっただろう。

　──最初の数人くらいなら、私と門もん次じ郎ろう先輩で倒すことは出来る。

　だが、やがて彼女らは結託し、一斉に仕留めようとしてくるはずだ。

　そうなれば、単純に人数が多い方が有利なのは当たり前。

　とはいえ、それが解ったロードがいたとしても……わざわざ『最初に殺される役』を買って出るのはごめんだろう。

　主の言葉はそれを封じる意味が強かった、ということだ。

「だから、こうしましょう」

　カグヤは左手を上げる。

　すると、カグヤの傍らに控えてご飯をパクパク食べ続けていた人物が顔を上げた。

　これだけ色々なことがあっても、まるで気にせず。

　今まで、ずっと食事にのみ集中していた……黒髪の、少女。




「もぐもぐ……ごくん。なるほど、母子の語らいタイムですか」




　からあげを頬ほお張ばった後、それを咀そ嚼しやくしてから飲み下して。口元を拭ふきながら立ち上がるのは、門次郎先輩の母親にして『伝説のナイツ』。




「この、私のナイツ……桜さくら田だ門もん優ゆう都とを倒すことが出来れば、不死の異能をあげるわ」








　　　　■　■　■　■　■









　私の『桜さくら田だ門もん優ゆう都と』という名前は当然偽名でした。

　本名は遠い昔に忘れてしまいましたし、思い出す必要もなかったものだったはずです。

　今でこそ『伝説のナイツ』などと呼ばれる私にも、当然駆け出しの頃ころはありました。

　その頃に戦い方や殺し方、心構えや生き方を教えて下さった人物……その妹さんの名前を現在は拝借しているものです。

　その方たちとはもう会うことは出来ません。

　会う必要もないからです。

　今は、この……私の理想通りに育った『息子』との戦いを。

　待ち望んだそれを成就する為ためにここにいました。

「門もん次じ郎ろう、いい目をしていますね」

「母さんに育てられたおかげさ」

　今の彼は、本当にいい目をしていました。

　ちゃんと人間らしい感情を持った上で、目的の為に覚悟を決めてそれを封じることが出来ている、そんな目。

　何かを成すことが出来る者というのは、いつだってこんな目をしていました。

　──ただ。

　それでも私に届くことはなく、そのまま朽ちていってしまった人物も多くいました。

　或あるいは『人間』では、この私を倒すことなんて出来ないのではないか。

　そう考えたこともあります。

　ですから、今回は自分で育ててみたのです。

　まず、完全に心を殺して。

　そして、心が生まれた人物ならば。

　或いは、私を殺すに至るのではないか、と。

『私たち』を殺すのに至るのではないか、と。

　大切な人物を奪われて、可能性が低くても取り返しに来た。

　そんな彼の覚悟ならば……。

「こういう時でも何か面白いことを言えないと、私を倒すことなんて出来ませんよ」

「む……」

　いささか真面目まじめに育ってしまった感のある息子です。ここでウィットに富んだジョークなんて言えるはずもありません。

　ましてや、こんなにも沢山の人に注目されている状況です。

「よし、解わかった。母さん、もし俺が母さんに勝ったら一緒に住んでくれ。母さんの作ったお味み噌そ汁しるが飲みたい」

「……え？」

　ですが、その口から出たのはまさかのプロポーズみたいなものでした。

　これには私だけでなく、近くにいる藤ふじ里さと唯ゆい香かも驚いています。

「面白くなかったか？」

　そして、メガネをついっと上げてどこか得意げな顔までしています。

　なるほど、面白い。

　今、私の息子は私に勝つ気満々ということのようです。

「私が勝ったらどうするのですか？」

「母さんが決めていいよ。きっといつも通り、面白い提案をしてくれるんだろう？」

　そして更に煽あおるなんて。

　覚悟が決まった門もん次じ郎ろうはこんなにも頼もしい人物だった、ということでしょうか。

　私は更に面白くなってしまいます。

「では、門次郎の性的な意味での初めては母が奪うとします」

「えっ」

　サッ、と顔が赤くなって『してやった！』と思いました。

　私の外見は自他共に認める愛らしい清せい楚そ系美少女。

　こんな私に初めてを奪われるなんて、大抵の男子は喜ぶに違いありません。

「い、いや、母さん、流石さすがにそれはっ」

　とても動揺しています。よし、勝利です。

　問題はここまで女所帯で過ごし続け、長寿という存在でありながら男性に対する経験値が一切存在しないという点ですが。

　まあ、そこはなんとか手探りで頑張るとしましょう。

　チラッと見ると、なんとなくカグヤが不機嫌になっていました。

　そして似たような気配を識しきからも感じます。

　藤里唯香は……ワクワクと喜んでいるだけのようですね。

　長年、戦場に立っている経験のおかげで、その場にいる人物がどのような感情を抱いたか、というのは空気感で解わかるようになっていました。例えば吐息。例えば鼓動。例えば視線。それら全すべてが如実に対象の状態を示しているのです。

　今現在、私の敵である門次郎は動揺と同時に警戒も充分にしていました。

『相手の言動に惑わされた時こそ最大の警戒をするように』

　それは私の教えです。

　きちんと守っているようで安心したのと。

　おかげで、最も厄介な敵を作ったという誇らしさが生まれました。

　さて。

　果たして門もん次じ郎ろうは藤ふじ里さと唯ゆい香かからどの異能を受け取ったのでしょうか。

　先ほど、彼女のナイツである久く宝ほう那な岐ぎが『神しん性せい異い能のう・クロノス』を使用していたのは確認したので、それ以外であるのは確かです。

　同時に、八や幡はた夕ゆう顔がおに対して欲情していたのも確認したので、ナイツになっているというのも確定情報でしょう。

　一番考えられるのは『妖よう魔ま異い能のう・ライジュウ』。

　体内電気を操り、放つことも出来るあの異能はかなり便利です。

　例えばワイヤーのような武器を用いれば、対象に電流を流すことも出来ます。門次郎には、識しきほどではないもののワイヤーを扱う技術は叩たたき込みました。

　先ほどの、ロバートとかいうナイツを一瞬で倒した動きも『体内電気』を操作しての加速であれば考えられる結果です。

　次に考えられる『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』だった場合。

　門次郎の手には指輪が嵌はまっているはずです。今は手袋に包まれているので確認出来ませんが、門次郎ほどの技術を持った者が人じん智ちを超えた膂りよ力りよくを手に入れた場合。取り返しのつかないレベルのチートキャラが生まれるでしょう。

　通常、人では出せない筋力を生み出すことが出来る異能。右手だけという制限はありますが、その指先で何かに触れただけで凄すさまじい破壊を引き起こせるはずです。

　猛スピードでロバートとやらに近付いて、その身をちょっとだけ右手で触れれば。

　一気に、彼の骨を砕くことだって出来たはずです。

　最後に『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』だった場合。

　一瞬でロバートとやらを操り、動けなくして倒した。

　ただ、これはいかにも当たり前過ぎますし、門次郎ほどの使い手ならば相手を操る為ために対象の目をじっと見る、というのは時間のロスになります。まあ、可能性はなくはないですが、最初の二つに比べれば低いのは確かでしょう。

　ただ。

　低いからこそ、それを持っているというのも考えられます。

　或あるいは、二つ以上を所持させた、というのはどうでしょうか。

　通常、ナイツの異能は一人につきひとつです。

　何な故ぜなら、異能というものは本来人間には存在しない機能を付与するというもの。

　持つはずのない感覚器をもうひとつ持つ、三本目の腕が出来る、人間が持たない器官（例えば翼など）が生える、そういったものです。

　最初の異能は、魂に刻み込むことによって当たり前に使うことが出来ます。

　ですが、別の異能は体に刻まなければいけなくなる為、それを『使う』意識が存在していないのです。

　人は体を無意識で動かすことが出来ます。

　敢あえて自分の手足や心臓を『動け！』と思って動かす人はいないでしょう。

　二つ目の異能はこの『無意識』から外れる為ため、通常使用することは出来ないのです。

　もっとも、例外として『英えい雄ゆう異い能のう』の武装系であれば、その異能を使うのはあくまで武装なので持っていてもおかしくはありませんが、その場合は大抵は見れば解わかります。

　門もん次じ郎ろうが、二つ目を所持するリスクを犯してでも、わざわざ使用する特訓をしたという想定はどうでしょうか？

　その考えも、私はすぐに打ち消します。

　私たちが彼の下を去ったのは約一ヶ月前。

　たったそれだけの期間で、新たな異能を手に入れるような修行は不可能のはずです。

　いくら門次郎が技能習得に長たけていても、三ヶ月は必要でしょう。

　これらのことを改めて考え直してみましたが、門次郎の方はどうでしょうか。

　私の『妖魔異能・サイド』に対しちゃんと攻略法を得ているのかどうか、気になります。

　サイド、つまり再度の怪。

　日本の妖よう怪かいでは『のっぺらぼう』に代表される、有名な怪物のひとつです。




　主人公がまず、のっぺらぼうに出会う。

　そして自分の知り合いの背中を見つけ『今、のっぺらぼうが出た！』と話しかける。

　すると、その知り合いはゆっくり振り向いて『それはこういう顔だった？』と尋ねる。

　そこには知り合いの顔はなく、のっぺらぼうがいた。

　慌てて主人公は逃げ出し、ようやく本物と思われる友人を見つける。

　だけど、更にもう一度のっぺらぼうによって騙だまされてしまう。

　もう、主人公はそののっぺらぼうから逃げられない……。

　そういう伝承です。




　これは、人間が『同じ怖い目に何度も遭遇すると諦あきらめる』という心理を突いたものともされています。或あるいは、無限地獄の恐怖といったところでしょうか。

　門次郎にしてみると私をすっかり妹の愛和あいかだと思っていたというのはショックだったでしょう。全く見抜けなかった自分。妹を平然と演じて見せた私。いつ仕掛けられるか解らないという恐怖。

　その恐怖心を利用することこそ、私のサイドの力でした。

　いわば、私から見れば相手が勝手に警戒し、勝手に隙すきを見せ、勝手に自滅する。

　一度や二度騙された者はその可能性が高いのです。

　そしてだいたい三度目には絶望します。

「あ、そうだ母さん」

「なんですか、愛いとしい息子よ」

　ただ、この期に及んで気になることはありました。

　いくら覚悟を決めて開き直っているからといって。

　門もん次じ郎ろうは少々落ち着き過ぎではないでしょうか？

　私は彼の持つ技術を全すべて教えた身であり、その思考すらも私が刷り込んだものです。

　手の内が全てバレているというのに、この冷静さはどうしてなのでしょう。




「俺に『妖よう魔ま異い能のう・サイド』は効かないよ」




「っ！」

　そう指を突き付けてくる我が息子に、私は戦せん慄りつしました。

　勿もち論ろん、この戦慄は恐怖からではありません。

　身震いするほどのその感情。

　それは『歓喜』です。

　もし門次郎の言葉が事実だとすれば、それはとてもとても喜ばしいことです。

　それに、もしもそれがブラフだったとしても──それもまた喜ばしいことなのでした。

　たったその一言。

　それだけで、今この私の行動を制限したのですから。

「成長しましたね、門次郎」

「母さんと戦うにはいくら成長しても足りないだろう？」

　その認識は間違っていません。

　彼と私の間には、巨大怪獣とポメラニアンくらいの実力差があります。

　──どちらも見ようによっては愛らしい、という共通点もありますが、そんな私の価値観はさておくとしましょう。

　門次郎はその圧倒的なまでの実力差を、こうして態度や駆け引きで少しずつ埋めようとしています。

　子犬の牙きばを、巨獣に届かせる為ために。

　それは母として、師匠として、全てを画策した黒幕として。

　本当に嬉うれしいことでした。

「素晴らしいです。後でなでなでしてあげましょう」

「そういえば母さんになでられたことないもんな」

　そういえばしたことはありませんでした。

　ご褒美でモチベーションを高める、という手段を取らなかったというのもあります。

　当時は彼の感情を無にする為ため、技術と心構え以外の一切を与えませんでしたから。

　……それにしても。

　私の異能が通じないということについて、戯れに思考してみます。

　実際、通じないならば通じないで技術だけで勝ててしまうのですが、せっかくそこまで言い切られたのであれば一考してみるのも一興でしょう。

　まず、私が既に異能を使用していて、彼の認識を操っていた場合。

　今の彼はそれをとっくに見抜いている──ということになります。

　私の発動条件や発動方法を知らない彼は、既に自分が異能を受けているという考察をしていてもおかしくありません。むしろ、妹と思わせていたあの時、それ以外の認識を操ったままでいる、ということも考えられるはずです。

　続いて、私がこれから彼の認識を操るつもりだった場合。

　私は門もん次じ郎ろうに対して『効かない可能性がある』と思いながらも『妖よう魔ま異い能のう・サイド』を使用し、そして更に通じているという前提で『騙だます演技』をしなければならなくなります。それは、とてもリスクの高い行為でした。

　例えば、この前私が彼の妹のフリをしていたように、とっくに妹ではないと解わかっている人物がさも妹のように振る舞っているのを見れば、それだけでこの『妖魔異能・サイド』を攻略したことになるからです。

　なるほど。もう既に使用していても、これから使用したとしても、リスクが大きい。

　だから『事前に言い切る』というのが攻略の一手ということですね。

「それでは、その成長を祝して。サイドなしで始めましょうか。食後の運動を」

　私がそう告げると、カグヤが高らかに宣言します。




「それじゃあ、余興を始めなさい」




　一撃で終わったり、一瞬で終わったりしたら余興にならないでしょう。

　それに、門次郎の成長も見てみたい。

　ですから私は、まずは徒と手しゆ空くう拳けんでの相手をしようと右手を差し出しました。

　瞬間。




　パシィッ!!




　その右手が横から叩たたかれていました。

　いつの間にと思う暇もなく、更に右手に蹴けりが繰り出されます。

　武器を持っているわけではなく。

　まだ攻撃に転じたわけでもない私の右手を、躊躇ためらいもなく連続で攻撃してくる門もん次じ郎ろう。

　私は咄とつ嗟さに左手で彼の頭を突きましたが、攻撃が来るのが解わかっていたかのように門次郎の頭はそこにはありませんでした。

　ビックリするくらい体を反らした回避。

　そんなのは咄嗟に取れる行動ではなく、予定した動きでなければ出来ません。

　思い切り反った背中は、その勢いを利用して……。




　パシィッ！




　今度は私の、突き出したままの左手を蹴けり上げていました。

　私は両手を弾はじかれた形で少しだけ仰のけ反ぞります。

　門次郎はそのまま地面に手を着くと、そのまま腕の力のみで体を反転。

　身長を活いかしたその長い足による回転蹴りを繰り出してきます。

　ですが、流石さすがに蹴りばかり受けていれば私も少々飽きてきます。

　その足をとって折るか、少なくとも投げるかくらいはしましょう。

　そう判断して掴つかみにかかると。

　シャキン。

「っ」

　掴みにかかったその場所、足首を守るかのように小さな刃が飛び出しました。

　普通、蹴りで暗殺を行う場合は靴先に刃を仕込みます。

　或あるいは踵に仕込むことによって、相手の意表を突くというのが基本です。

　だというのに、その革靴には足首に向けて伸びる形で刃が仕込まれていました。

　こんなの、一歩間違えれば自分の足を切り裂いてしまいます。

　普通に考えれば有り得ないそれは──。

　私が二度の足技を受けたら、三度目には掴みに来ると予測したものでしょう。

　そして、そのスピードはコンマ数秒。

　とても刃をかわすような『考え直し』は出来ません。

「──見事です」

　なので、私はそのまま足首を掴むのではなく。

　その刃を摘みました。

　そして指先の力だけでパキッと折ると、そのまま蹴りを腕に受けて吹き飛ばされます。

　ひらり。

　スカートが翻り過ぎてめくれないように。少なくとも下着を見せてサービスなどしない程度にはためかせて、私は吹き飛ばされた先に着地しました。

「優ゆう都とさん……」

　そこには丁度、識しきがいます。

　その目は珍しく、見開かれていました。

「門もん次じ郎ろうがあのようなトリッキーな行動をしたことはありましたか？」

「皆無です。基本に忠実であり、技術の精度が高位、それが門次郎でした」

　そう、それが私の叩たたき込んだ技術です。

　どうやら今まで、カグヤ……椎しい名な町まち香かぐ夜やを守っていた時には見せなかった動きのようでした。それを、この一ヶ月足らずで身に付けたということでしょうか。

　確かに、向こうには門次郎に匹敵する技術を持った殺し屋の久く宝ほう那な岐ぎもいます。

「久宝那岐と二人でイチャイチャしながら技を磨いたということでしょうか」

「イチャイチャは……してない、と思う」

　門次郎は自信なさげに呟つぶやきました。

　チラッと屋根の上を見ると、当人である久宝那岐は少し複雑そうな顔を浮かべています。

　二人っきりでのイチャイチャ訓練タイム。

　それを彼女の方は少し浮かれて過ごしていたようです。

「………………」

　そして私の隣で、識も少しだけ目に曇りを見せていました。

　自分がいない時に、女子と二人っきりでイチャイチャ訓練して強くなった。

　それがあんまり嬉うれしくないということでしょう。

「流石さすが我が息子です。ハーレム王子を目指しましょう」

「そ、そんなのは目指す、つもりは、ないんだが……」

　なんだか言葉を濁しているのは、門次郎も久宝那岐や識の視線に気付いているからでしょうか。女心まで解わかるようになっているとは、やりますね。

　ただ、気になるのは門次郎が識を見る視線。

　そして、識が門次郎を見る視線でした。

　私が妹キャラを演じている時にも再三確認したのですが、やはりこの二人は内心で強く通じ合っている気がします。

　ですが、門次郎は椎名町香夜のことを好きになりました。

　それは、憧あこがれからくる恋心なのでしょうか。それとも、椎名町香夜という仮初の人格から滲にじみ出る……『終わりの儚はかなさ』を感じたのかもしれません。

　そう、カグヤが本体である以上、椎名町香夜という存在はいつか消える定めでした。

　そのことを、当人もどこかで気付いていたのでしょう。

　だからこそ、あんな時計塔という幽閉された場所に民間人を呼びつける、などという奇異な行為をして、必要以上に繋つながりを求めたのかもしれません。

　そして、だからこそ識しきも……そんな椎しい名な町まち香かぐ夜やに遠慮しているのでしょう。

「門もん次じ郎ろうは強敵化していますか」

　その識には今でも迷いがあります。

　門次郎を殺させれば吹っ切れる可能性もありましたが、どうやら逆にその罪悪感の強さのせいで、より強く彼を意識してしまっているようです。

「とてもよく育ってくれました。母親として美お味いしくいただきたいです」

「……そう、ですか」

　そして、識に指示を出していた私にも遠慮しているのでしょう。

　この計画において、識だけが自由を許されていた駒こまでした。

　計画も知らされず、ただ八や殿とのとして『真のロードに仕えよ』というもの。

　そして、八殿家として私の命令に従えというもの。

　ですから、何も知らず。何も知らされず。彼女は彼女のままで思考し、苦悩し、戸惑いの中で今日という日を迎えました。

「どうした母さん」

　そして、識の所に吹き飛んだままの私を見て、門次郎は話しかけて来ました。

「別に、そのまま識と二人がかりになっても構わないんだけど」

「っ！」

　横にいる識が、途端に反応していました。

　血がカッと上ったらしく、顔が赤くなっています。

「増長ですか、門次郎」

「やっと話しかけてくれたな、識」

　そしてあろうことか、私を横に置いて会話を始めました。

　このまま二人の恋物語がどうなるのか、母として大変興味深いのも確かですが。

　──そろそろ。




　あの腕の一本でも折って、状況を理解させないといけません。




　そう思った私はほんの少しだけ本気を出すことにします。

　藤ふじ里さと唯ゆい香かからどのような異能を手に入れたのかは解わかりませんが、戦いにおいて最も大事なのは当人自身の実力です。

　そのまま識の髪に右手を当てると。




　ヒュンッ！




　私が指を動かしただけで、門もん次じ郎ろうの右腕の衣服が輪切りに裂けました。

「自分の斬ざん糸しを……」

　殺し屋たるもの、そこにある物は全すべて使いこなしてこそです。

　今ここに識しきがいるのですから、彼女が隠し持っている斬糸を使って攻撃するというのは至極当然のことでした。

　先ほどまで、驚くほど先読みに長たけていた門次郎でしたが、流石さすがにここで識の斬糸を使ってくるとは思っていなかったらしく、その右腕が糸によって切り裂かれていきます。

　このまま私が力を込めれば、その右腕は切断されるでしょう。

　思い知らせる為ためには腕の一本でも、とは思っていましたが。

　ここで『折る』ではなく『千切る』を選択してしまうのはやり過ぎでしょうか。

　そんな葛かつ藤とうをしていた途端。

　門次郎がそのメガネの下で瞳めを細めました。

　直後。




　シュバッ！




「っ!?」

　鮮血が私の目に映ります。

　慌てて自分の右手を見ましたが、私は無事でした。

　と、なるとその血の持ち主は。

「あっ……」

　識の長い髪に仕込んでいた斬糸。

　当然、その根本は彼女が隠し持っているものです。

　門次郎はそれをとっくに知っていて。

　自分の右手に巻き付いた斬糸を、逆に操って。




　八殿識を切り裂いたのです。




　頭や首から血を噴き出して、そのまま愕がく然ぜんとした表情の識。

「ぅ、あ……？」

　傷はそこまでは深くないのか、血塗れの顔で目を大きく見開いています。

　そして、門次郎は識を攻撃したというのに、冷酷な視線のままでした。

　その時、ようやく。

　本当にようやく、私は違和感を覚えます。

　私が戦っているのは、本当に桜さくら田だ門もん次じ郎ろうなのでしょうか？

　私が育てた彼は、こんなに容易たやすく自分の元仲間を。

　──もしかしたらほのかな恋心すら抱いていたかもしれない相手を。

　躊躇ためらいもなく切り裂けるような男だったでしょうか？




　ヒュルッ！




　持ち主である識しきの制御を離れた斬ざん糸しが再び舞います。

　一瞬だけ、本当に僅わずかな間だけ『疑念』を抱いた私は、その次の攻撃に対して反応することが出来ませんでした。

「くっ！」

　気付いた時には、体はもうその場から離れていましたが。

　つぅ。

　首筋から、一筋の血が流れます。

　──『伝説のナイツ』と呼ばれてから何年もの月日が経たちましたが。

　この本体である私に傷を負わせたのは、彼が初めてでした。

「流石さすがは母さん。今のタイミングで殺とれないとなると、本当に勝てないな」

　ついっ、とメガネを上げて、その下の冷ややかな目で私を見て彼は告げます。

　まだ、私と彼の実力差には月とスッポンくらいのものがあります。

　ですが、私は──何か決定的なものを見逃していました。

　門もん次じ郎ろうが、識を躊躇いもなく攻撃したという事実。

　この違和感の理由を探らない限り、私に完全勝利は訪れない気がします。

　だから私はこう呟つぶやきました。




「貴方あなたは、本当に──門次郎ですか？」




　門次郎がその言葉に──口元をニヤリと歪ゆがめた時。







　ドオオオオン!!







　凄すさまじい轟ごう音おんが屋敷の奥から聞こえてきたのでした。








　　　　■　■　■　■　■









　その轟ごう音おんがパーティ会場に響き渡る少し前。

　門もん次じ郎ろうさんと優ゆう都とさんが戦いを始めても、わたしたちメイドはその戦いに集中するわけにはいきませんでした。

「あ、夕ゆう顔がおーっ。オレンジジュースがなくなってきたから、追加を取ってきてー」

「わ、解わかりましたっ！」

　夜よる顔がおちゃんに言われて、わたしはそのままそそくさと屋敷の中へと向かいます。

　厨ちゆう房ぼうの方にはわたしたち以外のメイドさんが何人かいますが、この廊下は現在もぬけの殻となっていました。

　門次郎さんと優都さんの戦闘はいわば一大イベントです。

　勝てないまでも時間を稼ぐ。

　それが『優都さんと戦うことになった場合』の作戦でした。

　余裕たっぷりな様子を見せて、普通じゃやらないことをやって見せる。

　そうすることでお母さんを楽しませて時間を稼ぐ、そう門次郎さんは仰おつしやっていました。

　久く宝ほうさんはまだ屋根の上から他ほかのロードやナイツを警戒しているでしょう。

　夜顔ちゃんはもしもの為ためにも会場に残り続けないといけません。

　ですから、ここがわたしの頑張りどころでした。

「え、ええと……」

　軽く迷ったフリをするのは、もしかしたら『誰だれかが異能を使ってわたしの様子を見ているかもしれない』という場合の為です。

　勝手知ったる八や殿との家ではありますが、久しぶりに来たというのもまた事実。

　ここでわたしはわざと迷ったフリをすることで、目的の場所に向かうのです。

「早く取ってきませんと……」

　そんな小芝居、誰も聞いてなければ意味はないのですが……もしも本当に誰かに見張られていた場合、もし演技だとバレていても言い訳がきくそうです。

　言い訳さえ出来れば、それをしているだけの時間が稼げる。

　そういう考え方をするのが、作戦実行時らしいです。

　わたしには解らないことばかりでしたが、こんなに大きな役職を任されてしまった以上は頑張ってやり通すしかありません。

　目指す場所は、厨房ではありませんでした。

　そのまま、迷うフリをして屋敷の奥へと進みます。

　目的地は──『祭具殿』。

　八や殿との家に集められた特殊な武具や道具が集められている場所です。

　わたしの目的は、その場所で騒ぎを起こすことでした。

　いわゆる『儀式の合間を狙ねらった賊』を演じるということです。

　行くまでの間、メイドさんたちに会ったならなんとか言い逃れは出来ますけれど。

　もしも八殿家の誰だれかに会ったら、問答無用でやっつけられてしまうかもしれません。

　誰にも会いませんように……。

　祈りながら足早に歩くと、順調に廊下を進むことが出来ました。

　そして、ようやくこの先を曲がれば祭具殿だ、という辺りで。




　ギシッ。




　廊下の曲がり角の奥から、誰かが歩いてくる音が聞こえました。

　わたしはビクッと肩を震わせて、慌てて辺りを見回します。

　すぐ隣にふすまで閉ざされた部屋がありました。

　ギシ、ギシ。

　どうやら足音の主はこちらに真まっ直すぐ向かって来るようです。

　この先が祭具殿である以上、こんな所にどうしているのかを尋ねられたら……わたしでは上う手まい誤魔化しは出来そうもありません。

　こうなったら、手近なその部屋に誰かがいても入るしかありません。

　意を決して、ふすまを開きます。

　幸いなことに、給仕生活には慣れているおかげで音を立てずにふすまを開ける技術には長たけていました。部屋の中は暗かったのでよく解わかりませんでしたが、まずはそのまま振り向いて音を立てないようにふすまを閉じます。

　どうやら中に人はいないようでした。ひとまずは安心です。

　息を殺しながら、やって来た人物が通り過ぎるのを待ちます。

　祭具殿の方からやって来たということは、八殿家の方かもしれません。

　やっぱりこういう日だからこそ、警備はきちんとしていたということでしょうか。

　それとも、中庭で儀式が行われる際、そこに警備員が近付かないようにしているのでしょうか。

　儀式の時間は……もう間もなくだったはずです。

　それが始まったら、一体何が起きるのでしょう？




　ギシッ。




　そんなことを考えていると、足音が部屋の前まで来ていました。

　このまま通り過ぎてくれれば、何の問題もないのですが……。

　しかし、その手の祈りは、得てして通らないというのが世の常でした。




「何やら甘い香りがしたのだが……」




　その男性の言葉を聞いた途端、私の全身を悪寒が走りました。

　まさか。

　よりによってこのタイミングで、男性のナイツがいらっしゃったのでしょうか。

「残り香にしては強いな……この部屋か」

　そして、ピンポイントに当てられてしまった私は、慌てて部屋の奥へと逃げます。




　サッ。




　ふすまが開くと、そこには年配の男性が立っていました。

　眼光が鋭く、頬ほおには傷きず痕あとが残っています。

　年齢の割りに引き締まった体は、その方が歴戦の勇士であることを物語っていました。

「やはりここから漂っているな」

　わたしは咄とつ嗟さに、部屋の中にあった鏡台の裏に隠れましたが……。

　この方から隠れ通すなんてことは不可能でしょう。

　それにしても甘い見込みでした。

　異能を持ったナイツ。そんな方を祭具殿の警備に置いておくなんて。

　もしかして、今回の儀式には何か祭具殿の祭具を用いるのでしょうか。

　だとすれば、それを受け取りに来ました、というメイドのフリでなんとかなったかもしれないのですけれど。今となっては後の祭りです。

　今は、この状況をどうくぐり抜けるかに集中しなくてはいけません。

　わたしはきゅっ、と自分の手で手を握りました。

「よう、いるのは解わかってるんだ。出て来いよ。それとも、かくれんぼがお好みかい？」

　彼の声には余裕が表れていました。それもそうでしょう。相手は隠れていても、その場所は丸わかりなのですから。わたしは鏡台の裏に隠れながら、必死に息を殺しました。

　ここに来て、自分の血がこんな人を誘おびき寄せてしまうなんて。

　これはもう……本当に、頑張るしかありません。

　お姉ちゃん、わたしに勇気を下さい……！

　両手を祈る形に合わせて、わたしは彼が近付いて来るのを待ちました。

　三歩……二歩……一歩。

「さあ、かくれんぼは終わりだっ」

　彼が鏡台に手をかけた瞬間。

「やあああっ！」

　懐に持っていた大きなナイフを構えて飛び出します。

　が。

「おっと」

　あっさりと回避されて、わたしは前のめりに転んでしまいました。

　鼻の頭を畳に打ち付け、涙目になってしまいます。かつて門もん次じ郎ろうさんを殺したナイフでしたが、やっぱり不意打ちでもなければ上う手まくやれるはずもありません。

「おいおい、どういうつもりだ、お嬢ちゃん？」

　年配の男性はあくまで余裕を崩さず、呆あきれたように尋ねてきました。

　ここは、ええと。八や殿との家の人のフリをするとか、どうでしょう。

「あ、貴方あなたこそ、どういうつもりですかっ！」

「俺は単に、祭具殿に近付く気配があったから確認しに来ただけだぜ。で、雇われたメイドさんはどうして祭具殿に？」

　そうでした、今のわたしはメイドの格好をしています。

　いきなり演じるフリが出来なくなり、もう頭の中はテンパってしまいます。

　やっぱり、こういう役はわたしよりも夜よる顔がおちゃんの方が向いていたのではないでしょうか。少なくともあの子なら上手くコミュニケーションするでしょうし、素で強いから戦いになってもバッチリだったはずです。

「さ、祭具殿に向かうつもりではなく、こ、この部屋に用があったんですっ」

「この部屋、ねえ……？」

　男はわたしの言葉を聞いて部屋を見回しました。

　そこは……広めの客室、といったところでしょうか。

　布団が三つほど敷いてあり、それぞれ男物っぽい荷物が散乱しています。

　……わたしはまたも、何か間違えたような気がしました。

「ここは俺たち、警備を任された男衆が寝泊まりする部屋なんだが……」

「うぐっ」

　だったらこんな、鏡台なんて置かないでおいて欲しいのですが。

　最も早はや言い訳も浮かばないわたしとしては、ストレートに交渉するしかありません。

「すみません、嘘うそをついていました……」

「ま、そんなこったろうと思ったさ。俺は別に、メイドさんがどこで何をしようとしていても関係ないしな？」

　えっ、と思って顔を上げてみますと。そこには、熱に浮かされたような顔の男が。

「ただ……さっきから、なんだか我慢出来ないんだよな。ロリコンなつもりはないんだが、お嬢ちゃんを見ていると……体の奥から熱くなるってーか……」

「え、えーと……」

　更なる誤算が発生していました。わたしの血は、ナイツの男性を引き寄せてしまうものです。実際、それを利用して門次郎さんを罠わなに嵌はめて殺したこともあったくらいでした。

　つまり、長くわたしと一緒にいればいるほど、そのフェロモンみたいなものに冒されてしまい……。

「すまねえが、ちょいと襲わせて貰もらうとするわ」

「そんな、ちょいとっていうノリでは困ります!?」

　このように、理性を失い本能が勝ってしまうそうです。

「まあ、運が悪かったと思って諦あきらめてくれお嬢ちゃん」

「そんなの諦められるわけありませんからっ！」

　男は『そうは言っても体が勝手に』みたいな態度でじりじり近寄って来ました。

　なんと言いますか、下心丸出しで襲われても嫌なのですが、こういう『仕方ないなあ』みたいな態度で襲われても嫌です。いえ、そもそも襲われるのが嫌なのですが。

「そらっ！」

　男が掴つかみかかって来ました。

　その動きは、わたしなどではとても捉とらえられるものではありません。

　最初に思った通り、かなり強い人を雇ったようです。

「きゃっ！」

　わたしは咄とつ嗟さに、右手でその人を突き飛ばすような形で抵抗しました。

　当然、そんな抵抗は無意味──。

　というのは、いつものわたしなら、です。




　ドゴォッ!!




「おぶぅっ!?」

　わたしが出した手に当たり、その男はふすまを突き破って廊下へ吹き飛びました。

「あう……もう使っちゃいました……」

　わたしは慌てて……小さな指輪の嵌はまった薬指を隠します。

　それは、藤ふじ里さとさんからお借りした異能。

『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』の指輪でした。

　これはわたしに、物もの凄すごい怪力を与えてくれるものです。

「……大丈夫ですか……？」

　廊下まで吹き飛んで転がっている男は、意識を失っていました。

　死んではいない様子に、ホッとしたような申し訳ないような気持ちになります。




『いーい、夕ゆう顔がお！　襲われたら、肺の辺りをどーん！　って押すの！　そうすると、呼吸困難なまま吹き飛んで、ちょっとの衝撃で気絶させられるからね、お勧めよ！　ポイントは、油断させて、油断させて、接近して来た時に、どーん！　ね！』




　夜よる顔がおちゃんに教わったそれが、本当に上う手まくいくとは思いませんでした。

「え、えーと……す、すみませんっ」

　わたしは彼をそのまま右手で引きずって、今の部屋に放り込みます。

「あっ」

　思わず、物凄く力持ちになっているのを忘れて引っ張ったせいで、そのまま部屋の中にぽーんと吹き飛ばしてしまいました。




　ボスンッ！　ゴトンッ！　ドガッ！




「ぐぇっ」

　最初のは布団と奥の壁にぶつかった音です。次のは天井を支えていた柱がずれた音で。

　そして、最後のはそれが落ちてきて、彼の頭に直撃した音でした。

　……あわわわ。

　ここまでするつもりは、本当になかったんです。

　まさか屋敷の天井がそんなに脆もろくなっているとは思っていませんでしたし、その柱が落ちて来るなんて思ってもいなかったのですから。

　と、そこまで考えまして。

「脆く……なっている……？」

　わたしの中に、この異能を使ったとある方法が浮かびました。

　そしてそれは、このまま祭具殿に行って色々するよりも、より効果的かもしれない。

　そう閃ひらめいたのです。

　──わたしの役割は『陽動』。

　この異能を使い、祭具殿で何か問題を起こして、屋敷内に大騒ぎを起こす予定でした。

　ですが、この男以外にも警備はいるかもしれません。

　だとすれば、祭具殿なんて危険な場所に行かないうちに騒ぎを起こせばいいのです。

「ええと……」

　念のため、さっきの男に布団をいくつもかけておきました。

　これで、ある程度の衝撃なら大丈夫……だと思いたいのですが。

「とにかく、ですね」

　わたしは落ちてきた天井の柱を右手で掴つかみます。それは本来ならばとても重いのでしょうけれど、今は、落ちている箸はしを拾うような感覚であっさりと持ち上がりました。

　後は、これで……。

「……識しきさま。八や殿との家の方々。申し訳ありません！」

　その柱を引っこ抜き、思いっきり振り回しました！




　ドゴォォォン!!




　凄すさまじい音と共に壁が壊れ、太い柱が折れ、屋根が崩れ始め……。

「あわわわっ」

　自分も危ないことに気付いて、わたしは慌てて──太い天井の柱を右手に持ったまま──走り出しました。
















　ドガンッ！




　廊下の幅は、柱よりも狭いものです。従って、柱を持って走る為ためには縦に持つ必要があったのですが、縦にする際に壁が壊れてしまい、ゆっくりと崩れてしまいました。

「ひぇっ」

　暴れるつもりなんてないのですけれど。わたしが振り向いたり、柱を持ち直したりしようとするだけで、壁が、天井が、屋敷を支える重要な柱が、どんどんどんどん壊れていってしまうのです。

『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』。

　こんなにもおっかない力だったなんて！




『ちょっぴり力持ちになるだけだよっ』




　と笑顔で言っていた藤ふじ里さとさんと、申し訳無さそうな顔をしていた久く宝ほうさんを思い出します。わたしはその時、久宝さんにもっと上う手まい使い方を確認しておくべきでした。

　祭具殿に繋つながる廊下は、まるで連鎖崩壊しているかのように壊れ始めています。




「うわあああ！」「な、なんだっ!?」「助けてくれえ！」




　祭具殿を守っていたであろう警備の方が、崩れゆく建物から一目散に逃げていくのを見守りました。まるで、わたし自身がとても危険な化け物になった気分です。

　このまま柱を持っていたら、真っ先に犯人だとバレてしまうので、わたしは躊躇ためらいもなく柱を投げ捨てました。

　そして、それが止とどめとなりました。







　ドオオオオン!!







　投げ捨てた方向が、祭具殿の方だったこと。

　そして屋敷はもうほとんど崩壊していたこと。

　そこには異変を察知していた警備の男たちがいたこと。

　全すべてが上手く作用してしまったようで……。

　祭具殿に繋つながる巨大な門は、飛来した柱によって壊れました。

　その門を表や裏から守っていたであろう男たちは、下敷きになって倒れてしまいました。

　そして、そこに繋がる道は──全すべて、廃はい墟きよのようになってしまっていました。

「……や、やり過ぎてしまいました……」

　祭具殿の中身がどうなっているかは想像したくありません。不意に振り向いてみると、天井はすっかりなくなっており、空に浮かぶ満月が綺き麗れいに見えました。

　これだけの轟ごう音おん。わたしの役割は完かん璧ぺきに果たしたと言えるのではないでしょうか。




　ヒュルルル!!




　その瞬間。

　剣けん呑のんで危険極まりない、嫌な予感のする音が空気を切り裂いて迫ってきました。

　わたしは咄とつ嗟さにしゃがみ込むと、床板だったものを思い切り叩たたきます。

　途端に、無数の床板や岩盤が飛び散り──。

　わたしに迫っていた、無数の『糸』を弾はじいてくれました。

　それは、予想していた人物の攻撃でもあったので対応出来たのですが。

　いざ、こうして向き合わなければいけなくなると……怖くてたまらなくなります。




「確認……夕ゆう顔がお、ですよね？」




　識しきさまは、攻撃を仕掛けておきつつも『こんな派手なことをしたのは本当に夕顔かな？』と、窺うかがうように尋ねてきました。

　そのお顔には血が流れていて、即席の血止めがされています。その痛々しい姿を見ていると、つい手当てしたくなってしまいました。

「は、はい……夕顔です。……その……やり過ぎちゃいました……」

「過剰崩壊……確認しました」

　識さまの声はどことなく優しいものでした。

　なんだか気遣いされてしまったような気がします。

「コホン。夕顔、貴女あなたがこれを？」

　仕切り直して下さる所に愛を感じます。

　なので、わたしもちゃんと……向き合おうと思います。

「識さま、わたしは門もん次じ郎ろうさんの為ために、八や殿との家を裏切りまふっ！」

　……最後は噛かんでしまいましたけれど。

　右手を突き出して、しっかりと宣言しました。

「裏切る……結果、希望は何を？」

「門もん次じ郎ろうさんや識しきさま、椎しい名な町まち香かぐ夜やさんと共に、また楽しく過ごすことです！」

　わたしの言葉に、ピクッと識さまの瞳ひとみが動いたのを確認しました。

　こうしているうちにも、識さまの指先は何本もの斬ざん糸しを操って、瓦が礫れきの隙すき間まとか。ほとんど崩れた天井とか。廊下の壁とか。そういうものを伝わらせているに違いありません。

　ですが、それを恐れないのもわたしの役割でした。

　門次郎さんが、最強最悪の敵のお相手をしています。

　その為ためなら、大事な識を傷つけることがあるかもしれない、と苦しそうに呟つぶやいていたのも覚えています。結果が、今の識さまの怪け我がなのでしょう。

　そして、母親との戦いの中でその脅威を示していれば、不測の事態があったら飛び出してくるのは識さましかいない、というのも予想されていました。

　そう。

　つまりわたしが、ここで識さまの相手をしなければならないのです。

「疑問です……何な故ぜ、そのような……」

　識さまは動揺していました。

　そんなの、本当は識さまも同じ気持ちなはずなのに。

　それでも、きっと……罪悪感がその気持ちを止めてしまっているのでしょう。

　──わたしも、同じだから解わかります。

　わたしも罪を犯したから、本当によく解っていました。

　だからこそ、ここにいるのはわたしなのです。




「門次郎さんが好きだからです！」




　わたしが言い放つと、識さまの目が、明らかに揺らいだのを……。

　わたしは見逃しませんでした。








　　　　■　■　■　■　■









　轟ごう音おんを聞いたわたしは、夕ゆう顔がおちゃんがわたしの異能、ペルセウスでちゃんと上う手まくやったというのを確信していた。こうなると、もうロードたちもナイツたちもモンジローくんと優ゆう都とさんの戦いに注目したりしていない。

　──儀式が始まる前に、大騒ぎを起こして儀式そのものを潰つぶしてしまう。

　それが第一の作戦。

　ナイツの男を惹ひきつけるフェロモンしか持ってないような夕ゆう顔がおちゃんに、まさかそんな重要な役割を与えるなんて誰だれも思っていなかったはず。




『藤ふじ里さとさん、わたしにこの異能なんですかっ!?』




『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』を使うことの出来る指輪を手渡した際に、目を白黒させて驚いていたのを思い出す。

　既にカグヤ様の『天てん使し異い能のう・アズラエル』を持っている夕顔ちゃんだからこそ、余計に彼女が二つ目の異能を持っているという可能性はあんまり考えられていないはず。もし考えられていたとしても、夕顔ちゃんは戦闘面ではド素人だから、あまり重要な役割は与えられていない、そう思われてるだろう。そういう予測だった。

　だからこそ、彼女がいなくなったことにカグヤ様や識しきちゃん、優ゆう都とさんが気付いたとしてもあまり警戒していなかったし。

　こうして、中庭がにわかに騒がしくなって初めて──。

「っ」

　識ちゃんが、自分の止血も中途半端なまま、屋敷の奥へと走り去っていった。

　その際、モンジローくんをチラッと……なんだか寂しそうに見ていったのが気になるけれど。モンジローくんだって、識ちゃんを心から傷つけたくて攻撃したわけじゃないし。

　それに、識ちゃんは今ので少しは目が覚めつつあるはず。

　モンジローくんを殺してしまった罪悪感。それが、モンジローくん自身が敢あえて傷付けることで僅わずかに軽くなったかもしれないのだから。

　さあ、後は夕顔ちゃんと識ちゃんの女の戦いだけ。

　どちらにせよ、ここには無防備なカグヤ様が残ることになる。

「スズカがやったの？」

　轟ごう音おんや取り乱すみんなの姿があっても、カグヤ様は平然とした態度だった。

　見れば、屋敷の奥の方から土煙が上がっている。

「今は唯ゆい香か。藤里唯香だよ、カグヤ様」

「そうだったわね。その名前の方が……私にもしっくりくるみたい」

　余裕の笑みを浮かべているところから、祭具殿が破壊されたところで大した問題ではない、というのが窺うかがえた。

　カグヤ様はこんなに落ち着いているのに、識ちゃんは慌てて向かったのを見る限り、識ちゃんも今日のことについて詳しい情報は与えられていないみたい。

　じゃあ、本当は今日……何をするつもりなのだろう？

　わたしの疑問に気付いてか知らないフリか、カグヤ様はクスクスと笑いながらようやく煙の上がっている方を見る。

「それにしても、次じ郎ろうと優ゆう都とが戦っている隙すきに、夕顔を遣わすなんて大胆なことをするのね。あの子は私の異能しか持っていなかったはずだから……貴女あなたが、何かの異能をあの子に渡したということ？」

　そして、状況を見ただけで犯人までピッタリと当てている。

「爆発する異能……いえ、多分『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』ね。なるほど、英雄異能であれば装着するだけで異能を使うことが出来る。しかも、人に人ならざる力を与えるペルセウスであれば、戦闘面では素人であるあの子も、こうやって上う手まく騒ぎを起こすことくらいなら出来てしまう、と。考えたわね」

　そしてほとんどバレバレだった。

「あははっ、流石さすがはカグヤ様だね」

「次郎にひとつ。夕顔にひとつ。そして那な岐ぎにひとつ。貴女自身の異能がとても少なくなっているようだけど……それだけ、この作戦に賭かけているということなの？」

「そりゃあ賭けてるよ。モンジローくんがあそこまで必死になっている作戦だし……」

　わたしはそんな彼女にニッコリと笑いかけて。

「貴女にも、帰ってきて欲しいからね」

　そう告げると、カグヤ様は僅わずかに眉まゆを上げた。

「私なの？」

「そう。だって、椎しい名な町まち先輩も、カグヤ様も、同じ存在だもの。少なくともわたしにとってはね？」

「…………ふふっ、面白いわね、貴女って」

　カグヤ様はどこか意味深な笑みを浮かべると、再び……モンジローくんと優都さんの方に視線を向けた。




　二人は、ほぼ無言で戦っていた。




　優都さんは、騒ぎが起きた途端にさっきまでの余裕の態度を消して鋭い攻撃ばかりを繰り出している。ナイフも何も持っていないのに、モンジローくんの体はどんどん切り裂かれていって、たまに血がこちらまで飛んできていた。

　対してモンジローくんも、その攻撃をギリギリでかわしていた。避けに専念しているわけではなく、果敢に攻めているからこそ怪け我がをしているみたいだ。彼の場合はナイフだったり、靴に仕込んだ刃だったり、手袋に仕込んだ糸だったりと、多彩な殺し屋の技術で応戦している。その攻めの姿勢は凄すさまじいもので、優都さんでもたまに防御に専念しないといけないくらいのようだ。

　だけど、やっぱりその実力差は歴然としている。

「せあっ！」

　モンジローくんのナイフが勢い良く振られた瞬間……優ゆう都とさんはわざと避けないかのように、そのナイフをほぼ棒立ちで受け入れた。

　ピッ。

　その頬ほおに血の筋が入る。

　おそらく、そのまま振り抜けば彼女の顔はナイフによって引き裂かれてしまう。

　だけど、そうはならなかった。




　ゴキィ！




　下から突き上げるように振るわれた彼女の手刀が、モンジローくんの肘ひじを強打。

　ナイフを持っていた腕は有り得ない方向にひしゃげると、そのまま上へと弾はじかれた。

「攻撃が単調です。私が隙すきを見せたからってそこに馬ば鹿か正しよう直じきに攻撃してくるから、こうなるのです」

　ナイフが床に落ちていく、その時。

　モンジローくんはその落ちるナイフを蹴けり上げた。

　優都さん目掛けて突き進むナイフは──しかし、彼女のもう片手が、ぴったりと二本の指だけで止める。

　モンジローくんの体術も凄すごいけれど、優都さんはあっさりとその上をいく。

「私の『妖よう魔ま異い能のう・サイド』は通じない、そう言いましたね門もん次じ郎ろう」

　そのまま手の中でくるくるとナイフを回転させて。

　一瞬でモンジローくんのすぐ間近、体をぴったりくっつけるような間合いに入ると。

「ですが、それは誤りです。私のサイドは認識を操る異能──戦いの中、さり気なく何度も何度も使用することによって、貴方あなたの認識は既に操られていたのですよ」

　ナイフをモンジローくんの顔に突きつけて、優都さんは淡々と告げる。

　わたしは解説を求めてカグヤ様を見た。

「私の『妖魔異能・サイド』は五感に侵入するタイプの異能よ。見て、聞いて、嗅かいで、息をして、肌に触れれば、即すなわちその感覚が侵しん蝕しよくされる。優都は戦いながら、次じ郎ろうと目を合わせ、声を発し、その体から香りを放ち、その空気を吸わせ、そして何度も触れ合った。結果、次郎は完全にサイドの術中に嵌はまったということよ」

「ふえー……それはネタバレされても防ぎようがない異能だね」




『妖よう魔ま異い能のう・サイド』。

　相手を見ちゃいけない。何な故ぜならその姿はもう、貴方あなたの知っている何かに見えるかもしれないから。相手の声を聞いてはいけない。何故なら、その声ももう、貴方の知っている誰だれかのものに聞こえるから。その匂においを嗅かいではいけない。何故ならその香りはとっくに、貴方の知っている者の香りになっているから。息をしてはいけない。何故なら、彼女の吐息は既に貴方の知っているどこかの空気になっているから。触れ合ってはいけない。何故なら、貴方はもう彼女を彼女以外のものと認識してしまっているから。




　それが──最も厄介と言われる異能の伝説だった。

　つまりモンジローくんはとても格好付けて『妖魔異能・サイドは通じない。キリッ』とか言っていたけれど、もう既にその術中に嵌はまってしまっていたわけだ。

「貴方が気付かないよう、少しずつ、少しずつ認識をずらさせて貰もらいました。私の腕の長さや、呼吸のタイミング、発汗による疲労の確認など」

　右腕を肘ひじから折られて、ナイフを眼前に突き付けられ、そして顔の間近で語りかけられるモンジローくんは、誰がどう見ても絶体絶命に見える。

　だけど。

　それこそが彼の術中でもあった。

「知ってたよ母さん」

「はい？」

　そのまま、モンジローくんは……。




　ぎゅっ。




　自分の母の、小柄な体を強く抱き締めた。

「何を……」

「この感覚も嘘うそかもしれない。こうしている母さんも本物じゃないかもしれない。だけど、本物かどうかはこうすれば確かめられる」

　わたしはその様子を見て。

　──計画通りに、そうなった姿を見て。

「カグヤ様、これでチェックだね」

　優ゆう都とさんの背中に回している手に、わたしは用意しておいた大型のナイフを投げた。

　それは、そう。

　那な岐ぎちゃんが最初に使った『二人同時に貫けるほどの長いナイフ』だ。

　パシッ、とそれを受け取ったモンジローくんは。




　ザクッ。




　自分の体ごと、優ゆう都とさんの背中を貫く。

「っ……門もん次じ郎ろう……なに、を……」

「最初から、母さんに勝つには……こうする予定だったんだ。……ごふっ」

「そんな、貴方あなたの認識は……意識は、完全にずれていたはず……」

　お互い、口の端から血を流して抱き合う仮初の親子。

　その胸と胸が、一本のナイフによって縫い付けられていた。

「モンジローくんは最初から、貴女あなたを認識なんてしてなかったよ、優都さん」

「っ!?」

　わたしはそのままツカツカと歩いて、愕がく然ぜんとした目で見ているロードたちに向けて、ステージの上から高らかに宣言する。

「認識を操る『妖よう魔ま異い能のう・サイド』──だけど、最初からその相手が、操り人形だったら……？」

「なっ……！」

　ようやく、優都さんの驚いた声が聞けてわたしは満足した。

　ロードたちがざわめく。

「そう、そういうこと」

　後ろでカグヤ様が苦々しく呟つぶやいた。

　そしてわたしは、くるっと振り向く。




「わたしの『妖魔異能・ゴルゴン』は、目を合わせた対象を操る異能だからね！　モンジローくんは最初っから、ずっとわたしに操られていたということだよ！」




　認識を操られていたのがモンジローくんであるならば。

　わたしの認識が正常であれば何の問題もなかったということ。

　最初っから彼の意識で戦っていたわけではなく、わたしの操り人形として動かされていただけの彼は、わたしの見ている範囲での最適な行動を取って、語っていただけ。

「だから……いつもよりなんだか頼もしかったのですね……」

「……その感想も、どうなんだ、母さん……」

　二人は折り重なるようにして、ドサッと倒れてしまった。

　そこに、二人分の血溜だまりが出来る。

　相打ち。

　史上最強、伝説とまで呼ばれたナイツである優ゆう都とさんを相打ちで仕留めることが出来た。それは、とても大きなことだった。




「さあ！　これで『伝説のナイツ』はいなくなったよ！　今からこの会場は、このロードキラーとそのナイツによる、殺さつ戮りくの宴うたげにチェンジだね!!」




　わたしが高らかに宣言すると、屋根の上にいた那な岐ぎちゃんがそのナイフを閃ひらめかせて、一気にロードたちに向けて襲いかかった。

　一気に、会場内は大パニックに陥る。




　……本当はこれすら、作戦なんだけどね。

　わたしは生まれて初めて吐つかされている嘘うそに、なんだか気分が高揚していた。





【最終話・後編】The Last Story*Latter part　終幕フィンと終末ジ・エンド








■終末（しゅうまつ）：検索結果




　・１　物事のおわり。

　・２　物事が最後に行きつくところ。

　・３　全すべてのおわり。

　・４　あらゆる物事の最後。







　・物語の行く末。










「いらっしゃい、待ってたわっ」




　その少女は、なんだかとてもニコやかに話しかけて来ました。

　見た目はあの双子メイドにそっくりです。

　辺りは真っ暗な空間で、地に足がついているのかも怪しいような場所でした。

「と、いうわけで色々説明する担当としてここにいるんだけど。あ、私の名前は八や幡はた朝あさ顔がお。夕ゆう顔がおちゃんと夜よる顔がおちゃんのお姉ちゃんです。初めましてっ」

　屈託のないその様子には毒気が全すべて抜けてしまう気分です。

　──確か、朝顔という少女は死んだはずでした。

　ということは、ここは死後の世界ということでしょうか？

「あ、違う違う、死後の世界じゃないわっ」

　私の思考を読んだかのように首を振る彼女。

　なるほど、ということは……。

「そうそう。貴女あなたもたまーにモンジローさんの夢に出たりしてたでしょ？　それと同じ、精神世界ってことね。夢の中っていうか、明めい晰せき夢の中というか」

　私の場合、私の中の『堕だ天てん使し異い能のう・サリエル』を使って、カグヤの中にある対になる異能『天使異能・サリエル』の中に管理された門もん次じ郎ろうの魂に干渉していたのですが、この朝顔という少女もそのサリエルの中に管理されていた魂のひとつということでしょうか。

「そうなのかも。最初に死んだ時に、魂だけ救ってくれていたのかもしれないね」

　なるほど。カグヤはこの少女の死を利用して自分の記憶を復活させる仕組みを作っていましたが、流石さすがにどこかで憐あわれに思って……その魂を管理していたのでしょう。

　とはいえ、精神体……ぶっちゃけ生霊みたいなものになってこうして存在し続けるというのは、本当に大変なことです。いくら魂が残っていたとしても並々ならぬ精神力、もしくは愛の力でもなければここまで人格を保ってなどいられないはずです。

　うん、つまり朝顔さんは敬意を持つに値する人物のようですね。安心しました。

「自分が尊敬出来るかどうか、っていうのはそんなに大事なんだね」

　そりゃあ、そうでしょう。

　尊敬出来ない人物が夢の中に出て来ても、その話なんて聞く必要はありません。

「そこまで言い切っちゃうっていうのも、流石モンジローさんのお母さんだなあ」

　ともあれ。この私の精神世界はとても居心地がいいわけですが。

　ここでお茶でも出せばいいのでしょうか。

「そんなの出たらビックリだねっ！」

　ここは私の世界。それくらい、頑張れば出来るはずです。

　ぬぬぬぬぬっ。

「いいから、いいからっ。そんなことに精神力使わなくていいからっ」

　そうですか。つまり、精神力を使えばこの真っ暗で何もない世界を、とんでもない豪邸やお城に彩ることが出来るということですね。

「そんなに精神力使っちゃったら、自我も消えちゃうかもしれないけどね……」

　大丈夫です、私を誰だれだと思っているのですか。

　ぬぬぬぬぬっ！

「いやいや、待って待ってっ。貴女あなたにはまだお願いしたいことがあるんだから、こんなところで無駄に精神力を使わないでっ！」

　なんだそういうことでしたか。

　ところで、先ほどからナチュラルに私は心を読まれている気がしますが。

「うん、そりゃあここは貴女の心の中だからね」

　ほほう、そうなると……例えば、こんないやらしい妄想をしたら……。

「わーっ!?　初対面の相手で何を考えてるの!?」

　百ゆ合り万歳、そういった思考もあるのです。

「うぅー……ペースが握られっぱなしだね……」

　それが私ですから。今は、えーと……桜さくら田だ門もん優ゆう都とです。

「うん、そうみたい。その性格の元になった人もとてもお茶目だったんだね」

　記憶まで覗のぞけるなんて便利な精神世界ですね。

　良ければ今度、このやり方を教えて下さい。一度死ねばいいんですか？

「あっさり言われてもなあ……私の場合、死ぬ直前で私の体の方が人形になって、精神が宙ぶらりんになったから、という偶然みたいな状況だし」

　そういえばカグヤが語っていたのを思い出します。

　本当は、コトが済めば戻してやるつもりだった、とかなんとか。

「あれ、そうだったんだ。カグヤさまっていい人？」

　ああ見えてとても善人です。なんせ、記憶を失った状態があれでしたからね。

「ああ、納得。そうそう、元の性格って変わらないものね」

　そういうことです。

　さておき。

　私とこんな場所で会話するからには、何か意味があるのでしょう？

「うん、まあね。もう気付いているんでしょう？」

　ええ。

　ざっくり刺されたというのに、明らかに急所を避けていましたから。もっとも、達人級の人が近くで見ないと解わからないくらいでしょうが。

　まさかあの状態で生かされるなんて、何か意味があるに違いない。そう判断したのでこうしてのこのこと死んだフリに乗って上げることにしました。

「うん、助かるわ。モンジローさんの意識は今、凄すごく頑張ってる状態だから、会うことは出来ないの。だから代わりに私がお話しするんだけど……」

　門もん次じ郎ろうの意識が頑張っている？

　……まさか。

　いえ、なるほど。

『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』。そういう使い方をしている、ということですか。

　本当は藤ふじ里さと唯ゆい香かに操られているわけではなく……。

「すぐ解わかっちゃうなんて、ほんとに凄いわねっ」

　それはもう、私は『伝説のナイツ』ですからね。察しの良さも伝説級です。

「だったら話は早いわ。今から、モンジローさんの意識に一緒に行って欲しいのよっ」

　そういうことでしたら仕方がありません。

　しかし……。

　なるほど、そこまで必死に挑んで来るのなら、私も負けるわけです。

「そうなの？」

　自分の命を犠牲にして、とか。仲間の誰だれかを犠牲にして、とか。そういう安易な意識で来たら確実にボコボコにして退散させるつもりでしたが。

　母の言いつけを破り、それを乗り越える為ために命がけで、でもギリギリ死なない方向で頑張ってやろうと言うのなら、私も乗っかるしかありません。このでっかい波に。

「へえー……モンジローさんを無感情に育てた、なんて聞いていたから、もっと怖くて冷酷できっつい人だと思ってたわ」

　私のように長く生きると、人としての心は摩耗します。

「うんうん」

　だからこそ、些さ細さいな潤いを。人らしさを。矜きよう持じを。大事に持ち続けるのですよ。それを失った時こそ、本当の死である。そうならない為に。

「なるほど、私が生き返るまで死なない！　って思っているのと一緒ね？」

　近いものがあるかもしれませんね。

「……あれ？　長く生きているって……じゃあ、貴女あなたって人間じゃないの？」

　さて、それはどうでしょうか。

「うー、そこだけ記憶が全く探れない……」

　ミステリアスな母親、それが私です。

「うん、母は強い！　ってことだね。じゃ、そろそろ行きましょっ」

　少々お待ち下さい。

「あれ、どうしたの？」

　ここは精神世界。そして精神世界といえば、お約束はすっぽんぽんです。

「え、そうなのっ」

　はい。貴女あなたは卑劣にも白い服を着ているようですが……。

「卑劣ってなにっ!?」

　流石さすがに我が息子とはいえ、母親のセクシーバディを見たら大変なことになると思います。なので、精神力を使って服くらいは着て行きます。

「ま、まあ、それくらいなら、いいのかなあ……？」

　ぬぬぬぬぬっ!!

「あ、あんまり凄すごい服で無駄に精神力使わないようにね!?」

　ふぅ、まあ、こんな感じでいいでしょう。

　それでは参りましょうか。

「ふう……ほんとに、モンジローさんのお母さんって面白くて大変な人だったんだなあ……みんな、お姑しゆうとめさんには苦労するわね……」

　みんな、ですか。

　生き返ったら、貴女も苦労させますよ、朝あさ顔がおさん。

「え……わっ……あははっ！　はいっ、頑張るわね！」

　その明るい笑顔は、夕ゆう顔がおさんのものとも夜よる顔がおさんのものとも違っていて。

　出来れば姉妹三人、揃そろった形で生き返らせて差し上げたい。

　そう思えるほどの強い笑顔でした。
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　主に襲いかかるナイツの一人を、躊躇ためらいもなく斬きりつける。

　返り血がせっかくのドレスを汚していくものの、気にしている暇はなかった。

「那な岐ぎちゃん、いつもありがとうね」

　なんて、心にもない……いや。主のことだから本気でそう思っている言葉を聞いたからといって、何かが変わるわけでもない。

　襲ってくる敵を倒す。

　それが今の久く宝ほう那岐に求められているものだった。

　横目には、二人で倒れている門もん次じ郎ろう先輩とその母親である優ゆう都とさん。

　そして、その介抱をしている夜顔さんがいた。

　──実際は、夜よる顔がおさんを介して優ゆう都とさんに朝あさ顔がおさんが語りかけているらしいけれど。

　そのことに、カグヤは気付いているのだろうか。

「貰もらった！」

　余よ所そ見みしていたところに、光の槍やりが迫ってくる。

　これも何かの異能なのだろうけれど、私の異能には相性が悪かった。

　その『貰った』の言葉の段階で私は時間を停止していたので、彼女が放った光の槍を難なく回避し、その少女の背後に回っておく。

　そして時が動き出すのと同時に、その首筋をナイフの柄で叩たたいて気絶させた。

　これで大体五人。

　主が煽あおったせいで『殺される前に殺す！』と思ってやって来たロードやナイツたちだ。

「殺さないのね？」

　今のロードは気絶で済ませたものの、他ほかのロードやナイツは何人か斬きり付けている。

　出血で気絶させるというギリギリ状態ではあったものの、手当てすれば治療出来る範囲だ。

　殺し屋としては、殺さないことの方が大変だけど、今のところなんとかなっている。

　戦いの様子を悠然と眺めながら、座ったままのカグヤは私に尋ねてきた。

「殺しの依頼も命令も受けていないんでね」

「それがないと殺さないということ？」

「うん、そのつもりさ。もっとも、殺さないといけないくらい強かったら手加減するのは無理だけど」

　そう話している横から、私を見る視線を感じた。

　ビキッ。

　途端に、体が石にでもなったかのように固くなる。

「わたしの異能……『妖よう魔ま異い能のう・メデューサ』よ！」

　聞こえてきた少女の声に、主の持つ『ゴルゴン』と似たようなものかと納得した。

　どうやら相手を石化する力があるらしい。

　しかも、その異能を使い慣れているらしく……まず最初に手と足を封じられた。

「どう？　これでわたしを殺すことなんて……」

　フッ。

　私は彼女が何かを言い終わる前に口に含んでいた針を飛ばす。

「ふきゃっ!?」

　そのまま彼女がバタリと倒れて意識を失うと、私の体も自由になった。

　どうやら『目を合わせて石化させる』というものではなく『見続ける間、石化させたような状態になる』という異能だったようだ。

　両手両足が動けなくなることなんてよくあることなので、私が教えを受けた施設では大抵首から上に何かを仕込むように教わっていた。

　今回の場合は毒針で、吹き矢の要領で相手に突き刺して昏こん倒とうさせる。命を奪うほど強いものではなく、あくまで一時的に麻ま痺ひさせる程度だ。

　それにしても。

　カキィン！

　一息つく間もなく、飛来してきたナイフを自分のナイフで打ち落とすと同時。

　その反対側にいきなり現れた人物に対して蹴けりを放つ。

「ふぎゃっ!?」

　どうやら一人挟み撃ちのつもりだったらしい。転移系の異能ということだろうか。

　ナイフを投げつけ、自分は転移して反対側から襲いかかる。

　もし私がナイフを弾はじかずに避けていたら自分が危なかっただろうに。

　そんな心配をしてしまうくらいには、私は余裕だった。

　転移系であろうとも、攻撃のモーションがあればそれよりも先に私は攻撃が出来る。

　時を操るというのはそういうことだ。自分が気付きさえすれば全すべてに対応することが出来るし、気付く為ための時間を自分で作ることも出来る。

　──やっぱり、門もん次じ郎ろう先輩レベルや、識しきさんレベルに強い相手というのはいないらしい。

　物足りなさすら感じながら、次々と倒れた敵の山を築いていく。

　逃げた敵も結構いるけれど、倒した敵もそこそこ。

　ステージ……『儀式の間』はすっかり血に染まってしまっていた。

　これではメイドさんたちも怖がって片付けが出来ないかもしれないな。

　そんな余計なことを考えていたところ。

「ふふっ。ご苦労様」

　カグヤが静かな笑みを浮かべていた。

　むせ返るような血の匂においの中、彼女は妖よう艶えんに微笑ほほえんでいる。

　そこにあるのは幻想的な月の姫君ではなく、むしろ血塗られた悪魔のようだった。

「少し予定が早まってしまったけれど、これで儀式を開始出来るわね」

「あ、やっぱりそうだったんだね」

　その予想は私たちもしていたものだった。

　カグヤが真のロードたる力を取り戻す儀式。

　その為に必要なものは、時間と場所と。

　そして供物。

　これだけ大勢のロードとナイツを集めたのはどうしてなのか。

　その疑問の回答は、彼女らを生いけ贄にえにするというものじゃないか。

　そう予想していた。

「正確には命ではなくて、生き血だったから……本当に丁度良く手に入れてくれて感謝するわね、スズカ……いえ、唯ゆい香か」

「そんなことだろうな、と思ってたから協力してみたよカグヤ様」

　そう、そしてその儀式を止めるつもりは私たちにはなかった。

　もしも、私たちが本気で儀式を止める為ために動いていたら、カグヤは私たちを本気で排除しようとしただろう。

　とりあえず代償が『命』ではなくてホッとした。今から倒した人々にとどめを刺すというのは、多少気が引けていたからだ。

「それにしても。不死なんてそんなに欲しいものなのかしら」

　カグヤは倒れたロードやナイツたちを見て……。

　それから倒れたままの門もん次じ郎ろう先輩を見て、そう呟つぶやいた。

　先輩を見る時の視線はなんだか、複雑そうな感情が瞳ひとみにこもっていた気がする。

「ロードたるもの、危険日の恐怖がやっぱり一番つらいんじゃない？」

「そうかしらね。長く生きてもひたすら物語を紡ぐだけだというのに」

「その中で生きる楽しみを見出せない子もいるんだよ、カグヤ様」

　──長く生きている二人がそんな会話をしていると、胸に何か感じ入るものがあった。

　主とカグヤはそういう意味では、本当に近い存在なのかもしれない。

　ロードを統べる為に何度も記憶を消して、その精神の摩耗を保とうとするカグヤ。

　ロードを殺す為に葛かつ藤とうや悩みを捨て、真まっ直すぐに生きることにした主、スズカ。

　そんな彼女らに見初められた桜さくら田だ門もん次じ郎ろうという人物は、一体何を期待されているのだろう。解放か、それとも終幕か。

　いずれにせよ……私に出来ることはこれくらいみたいだ。

「さて、ほどよく血も集まったことだし……」

　カグヤが椅い子すから立ち上がると。

　ホワッ……。

　周囲の倒れているロードやナイツたちから、淡い光の球が浮かび上がった。

　あれはおそらく、異能そのもの。

『力』が光の球となって浮かび上がったのだろう。

「儀式って何をするの？　今までみたいに再配布みたいな？」

「いいえ。『神の門』の招来よ」

　カグヤが手をかざすと、光の球が空へと舞い上がる。

　ふと、山の方からもいくつかの光の球が浮かび上がっているのが見えた。

　あれはここから逃げ出したロードたちのものだろうか。

「逃げても無駄だったんだ？」

「ええ。ここは八や殿とのの地。つまり、私の支配下だもの。この山にいる限り、逃れることなんて出来ないし……儀式が始まれば、月のある場所にいる限り、逃れることは出来ない」

　そういうことだったのか。

　まあ、異能を失ったロードとナイツがその後どんな関係性になるのかは、それぞれの絆きずなの問題だろうから私が気にすることではないだろう。

　見れば、私の胸からは光の球が生まれていなかった。

　門もん次じ郎ろう先輩からも、光の球が浮かび上がっていない。

「わたしたちのはいいの？」

「まだ何か考えているのでしょう？」

　そんな余裕を見せられて、私は苦笑いを浮かべてしまった。

　──優ゆう都とさんからも出ていないのを見るに、カグヤのナイツたちの異能もそのまま残っているようだ。夕ゆう顔がおさんの異能がなくなったせいで、夜よる顔がおさんの体が突然崩れ去る、みたいなこともないようで安心した。

　私も、今まで当たり前のように一緒にいた『神しん性せい異い能のう・クロノス』がなくなってしまうことには寂しさめいたものを覚えるだろうから、なくならずにホッとした。

「『神の門』って何？」

　こういう時、主の『ほいほい尋ねられる』という性格には助けられる。私なんて、その言葉には嫌な予感しかしなかったからつい考えたくなかったりしたのに。

「私たちロードは、そしてこの世に存在するはずのない異能はどこから来たのか。それの答えとなる場所に繋つながる門──」

　カグヤは光の球が空に舞う中で、大きく手を広げる。

　すると、真上に輝いている月から──光の柱がゆっくりと降りてきた。

　それはとても幻想的な光景で、ついつい見とれてしまう。

「……カグヤ様は、もしかして」

　主が、静かな面持ちで尋ねる。

　そんな彼女に、カグヤは柔らかく微笑ほほえんで。




「ええ。真のロードとして、そしてこの世に異能を持ち込んだ者として。元の世界に全すべての異能を持ち帰るつもりよ」




　そう、その真の目的を語った。
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「せあっ」

「あわわわっ！」

　ドガアアアン！

　私が放った斬ざん糸しを、ことごとく『破壊』でなんとかしていく夕ゆう顔がお。

　壁や床に這はわせ、引っ掛け、張力で対象を絡からめ取り切断するという性質上、その壁や床がその都度壊されてしまうと糸も解けてしまいます。

　まさか夕顔と、こんな風に戦うことになるとは思ってもみませんでした。

　彼女の素人丸出しな力技のおかげで、私がかつて過ごした八や殿とのの屋敷は半壊状態です。

「夕顔、実は八殿家に怨えん恨こんが……？」

「あ、ありませんありません！　識しきさまには感謝してるくらいですっ！」

　半泣きになりながら、しゃがみこんでいる夕顔はどう見ても戦士の顔ではありません。

　ただ、それでも勘は鋭いのか……。

「ひあっ！」

　突然、慌てて床（とは言っても、ほとんど地面の露出した瓦が礫れきの山）を叩たたきだします。

　それは、私がこっそりと糸を伸ばしていたタイミングと同じでした。

　……あからさまに放った斬糸に対応するのは解わかりますが、不意打ち用に仕掛けたものまで見抜くのはどうしてでしょう。

「夕顔、何な故ぜ隠おん密みつの斬糸を把握可能なのですか？」

　せっかくだから直接尋ねてみました。

　夕顔は地面を叩き過ぎたのか、右手を真っ赤にしながら涙目で私を見ます。

「し、識さまが答えてくれたら、答えますっ」

「何をでしょうか」

「識さまは、門もん次じ郎ろうさんを、どう思ってらっしゃるのですかっ」

　ぴくっ。

　私の指先が意図せず停止しました。

　私が門次郎をどう思っているのか。

　それは……。

「肉体関係を要求している、とかでしょうか」

「うわわわわっ!?　ストレート過ぎる返事ですねっ!?」

　常に要求し続けましたが、全すべて断られたのも確かです。

　では、何な故ぜ私は門次郎にそれを求めているのか。

　興味。

　男女間の性行為に興味がある。それは確かです。

　こんな自分でも求められるのか否か。

　それを確認したいという欲求もあります。

　そもそも自分は、正常に人間としての機能を所持しているのでしょうか。

　その疑問から、手っ取り早く彼に迫っていたというのが正解でしょう。

「そ、それって、も、門もん次じ郎ろうさん以外では、どうなんですか……？」

「それは……」

　彼以外を想像しようとし、その瞬間おぞましいまでの嫌悪感が全身を走りました。

　彼以外には触れられたくない。

　そんな気持ちがここまで如実に自分の中にあったことに驚きを抱きます。

「拒絶反応でした」

「や、やっぱりっ」

　つまり、私は本当に彼に体を許したいと思っているということです。

　それが本心であるということに気付いたということは……。

「識しきさまも、門次郎さんが、好きなんですよっ！」

　そう、なのかもしれません。

　ですが、私はカグヤのナイツ。

　──彼女が全すべての異能と共に、元の世界に戻るのを手伝わなければなりません。

　そう。場合によっては、彼女と共にこの世界から立ち去らないといけないのです。

　そんな私が、今更彼のことを好きだと解わかったところで。

「どうしろと……言うのですか……っ！」

　もう考えることを放棄したくなった私は斬ざん糸しを無む闇やみに放ちました。

　ただ飛ばしただけの糸には張力がない為ため、引っ張ったり切断したりする力はありません。

　ですが、空中でしなるだけである程度、切り傷を与えるくらいは出来ます。

「あわ、わわわっ！」

　ですが逆に、それが功を奏してしまいました。

　シュルリ。私の放った糸は容易たやすく夕ゆう顔がおの体に巻き付きます。

「……捕縛完了です」

　まさかこんなに簡単に捕らえられるとは。

　いえ、私が冷静であれば、すぐにこのことには思い至ったでしょう。ですが、最初に言われた『門次郎さんが、好き』という言葉に少なからず動揺してしまったのかもしれません。

「夕顔は陽動担当ですよね」

「うぐ、そうです……」

　勿もち論ろん、長く仲良くしてくれていた彼女をここで切断して殺すなんてことをするつもりはありませんでした。

「わたしは、識しきさまを誘おびき寄せる役目でしたから……」

「自分を？」

「はい。識さまを、元の識さま……門もん次じ郎ろうさんの隣で、幸せそうにしている貴女あなたに戻って貰もらう為ために頑張る役目でしたからっ！」

　ぴくっ、と思わず指先が動いてしまいました。

「ひゃうっ」

　ぴっ、と彼女のメイド服が輪切りになって裂けます。

　肌を切るつもりはないのですが、動揺しただけでうっかり指が動いてしまいました。

「ですが、自分は……」

「戻りたいとは思いませんか、識さまっ！　門次郎さんの、ところに！」

　ずきっ。彼の名前を聞くだけで、胸が痛みます。

「納得しました。夕ゆう顔がおは戦闘要員ではなく、説得要員だったのですね」

　そして、葛かつ藤とうする自分に気付いて理解しました。

　自分はやはり、元の生活に戻りたがっていることを。

　ですが、私はカグヤのナイツ。

　八や殿とのに生まれ、そう育てられた以上、それ以外の人生を与えられていない存在です。

「ですが、自分はその回答を拒否します」

「識さまは分からず屋ですっ！」

　その声が震えていて、慌ててその顔を見ると夕顔は泣いていました。

　ボロボロと、激しく泣いていました。

「夕顔……？」

「わたしよりも、わたしよりもずっと門次郎さんと心を通わせているくせにっ！　わたしよりも、すごく近くにいるくせにっ！　門次郎さんのこと好きなのにっ！　なのに、どうしてその気持ちを一番に出来ないんですかぁっ！」

　言葉がずっしりと胸に突き刺さりました。

　そう、私は門次郎のことを好きになっています。

　これが多分、恋愛感情というものでしょう。

　彼が、あの困ったような優しい笑みで生きていられるならば……。

　自分がどうなっても構わない。

　そう思えるくらいに、どうしようもなく彼が好きなのです。

　夕顔という友人をここまで泣かせてしまって、ようやく気付けた気持ち。

　ですが……。

　私は、どうすればいいのか……。

「解わかりましたっ、こうなったら、勝負です、識しきさまっ！」

　私の糸でがんじがらめになっているというのに、夕ゆう顔がおはそんなことを口走ります。

「わたしが勝ったら、門もん次じ郎ろうさんにガチ告白して下さい！　そしてフラれたらようやく、わたしと識さまは同じくらいの立ち位置ですっ！」

　しかも、そんな条件を付けてきました。

　私はよほど驚いた顔をしていたのでしょう。

　夕顔は顔を赤くしながらも続けます。

「わたしが負けたら、カグヤ様とでも誰だれとでも、どこへともいなくなってしまって下さいっ！　傷ついた門次郎さんの心を、何年かけてでも癒いやして、いつかは恋人にして貰もらうくらい頑張りますからっ！」

　ズキン。

　その宣言に、またも胸が痛みました。

　勝つのは簡単です。このまま、夕顔の体をきゅっと締めるだけでいいのですから。

　多少は傷付いてしまうかもしれませんが、傷跡が残ることはないでしょう。

　そのまま気絶させて、おしまいです。

　私はカグヤの所へと戻り、儀式を手伝い、そしてその御み心こころのままに行動するのみです。

　ですが、私の指は先ほどから震えていて……糸に指先が触れることもなく、ただその冷たい感触をなぞるだけでした。













　勝ってしまったら、二度と門もん次じ郎ろうに想おもいを伝えることなんて出来ない。

　だからといって、私にそんな選択肢があるとは思えません。

「わ……」

　声が震えているのが自分でもよく解わかりました。

「私は、どうすれば……」

　ぽつ、と落ちた雫しずくは──私の目から零こぼれた涙でした。







　八や殿との家の伝承に、金色の髪をした左右の目の色が違う少女が生まれた時、真のロードが目覚めるという言い伝えがありました。だから私は幼い頃ころから特別な扱いを受け、同じ八殿の血筋の者とは違う過酷な訓練を繰り返して来ました。

　それは暗殺術から権謀術数、ありとあらゆるものを無理矢理叩たたき込むというものでした。

　物心つく前からのそれはまるで拷問のようですらあって、体に痛みとして技術も知識も刻まれていきました。

　全すべては真のロード、カグヤの為ため。

　ですが、私が出会ったカグヤはその記憶を失って平和で優しい性格となっていました。

　私は八殿家からの指令を優ゆう都とさんから受け取り、彼女に事情を説明してナイツにして貰もらい、共に過ごすことになります。

　それからの日々はとても穏やかで、落ち着いたものとなりました。

　カグヤ……椎しい名な町まち香かぐ夜やとなった彼女は私をとても慕ってくれましたし、私も実際の家族のように彼女と接しました。

　だから、私は彼女の記憶を取り戻す為の計画が進んでいるということも知りませんでしたし、それが優都さんから指定された門次郎であったことも知りませんでした。

　唯一、彼に内緒で伝えられたのは『限定的』なコード解除方法。

　彼の中には、ナイツの持つ異能とは別の特殊な異能が存在しており、それを解除する為のコードがあるというものでした。

　実際、ロードキラー藤ふじ里さと唯ゆい香かを倒す為に使用したものは強力でしたし、私が限定解除させたものでさえも驚くべき身体性能を発揮させました。

　ですが、一緒に過ごすうちに。

　彼にはあんな力を使って欲しくなんてない。

　そう思うようになったのも事実です。

　だから。

　だから、カグヤが儀式に成功すれば、全ての異能が消失するというのを聞いて……。

　たとえもう、会うことがなくても。

　彼の中から、あんな恐ろしいものがなくなる可能性があるのならば。

　それでいい……そう思っていたのです。

　そう。

　全すべては彼の為ためにと、私が勝手に思い込んでいたことでした。

　それなのに……。







　それなのに、夕ゆう顔がおはそんな私が逃げることを許してくれません。

　泣き虫で、気弱で、おどおどしていて。朝あさ顔がおの背中に隠れなければ何も出来なかったような彼女が、今は私に捕らわれてなお、勝負を挑んで来ています。

　女としての想おもいを賭かけた真剣勝負。

　この戦いにすら逃げてしまったら……。

　私は、本当に私ではなくなってしまうような、そんな気がしました。

「……いいでしょう、夕顔。勝負を許可します」

　彼女の持つ異能は……カグヤから受け取った『天てん使し異い能のう・アズラエル』と、藤ふじ里さとさんから受け取った『英えい雄ゆう異い能のう・ペルセウス』。

　前者は彼女の人形である夜よる顔がおに自我を与える為のものに過ぎないはずなので、後者で私と戦うつもりなのでしょう。

　しかし、ここまで巻き付いた八や殿とのの斬ざん糸しは最も早はや脱出不可能。

　いかに夕顔の力が強くなっていたとしても、引き千切ることは出来ません。

「行きますよ、識しきさまっ！　んぎぎぎっ！」

　だというのに、夕顔は歯を食いしばって右腕を動かそうとしていました。

　既に斬糸は彼女の体が動かないように巻き付いているので、無理をすれば彼女自身の内部が壊れてしまうかもしれません。

「諦あきらめた方が賢明です。貴女あなたの肉体が破損します」

「んぐぐぐぐっ！」

　それでも諦めないその姿勢に、私は目を伏せました。

　夕顔がこんなに必死になっているというのに、私は今回のことで必死に何かをしようとしたでしょうか。

　最初から決まっていたこと……生まれた時から決まっていたことだから、と諦めたりはしていなかったでしょうか。

　そんなの、最初から負けていたようなものではないでしょうか。

　そこまで考えていましたら。

「油断しましたね、識しきさまぁっ！」

　夕ゆう顔がおがそう叫んだ瞬間。




　ビシィィィィッ!!




　凄すさまじい電撃が私の体に走りました。

「なっ……!?」

　これは……『妖よう魔ま異い能のう・ライジュウ』……!?

　覚えのある電撃に、私の体はよろめき……そのまま膝ひざを突いてしまいます。

「うくぅ……」

　そしてその電撃を放った夕顔の体からも、プスプスと煙が上がっていました。

「切り札は……隠しておくもの……ですよね……」

　一人の体に三つの異能。

　そんなものを、鍛えていない夕顔が所持していればその負担はかなりのものでしょう。しかもこの異能は使い方が難しいもので、慣れていなければ自分の身にもダメージが降りかかるという代物。

　当然、付け焼き刃でその異能を手に入れた夕顔が使いこなせるはずもなく、彼女自身もまた膝をついていました。

「けほっ……どう？　識さま……」

　電撃によって、私は体に力が入らなくなっていました。

　とはいえ、ダメージはどう見ても夕顔の方が大きいので、先に立ち上がれるのは私でしょうし……。何より、彼女の方が今すぐにでも医務室に運ばなければいけないほどのダメージを受けているように見えます。

　無茶としか思えませんでした。

　この作戦を考えたのが誰だれであれ、夕顔にここまでさせたというのが信じられません。

「……ちがいます、識さま……わたしが、望んだんです……」

　私の気持ちが顔に出ていたのでしょう。夕顔は力なく微笑ほほえんで首を振りました。

「わたしが……識さまに……帰ってきて欲しかったから……」

「今回の陽動は……自分を誘導する目的のみ、だったと？」

「はい……わたしは……」

　そのまま、パタンと瓦が礫れきの中に夕顔が倒れてしまいます。

　異能三つなんて負荷、とても想像出来るものではありません。命に関かかわってもおかしくないそれを、夕顔は自分で選び、自分で実行したということのようです。

「……識さまと……ちゃんと……恋の勝負を……したいので……」

　ただそれだけの為ために、夕ゆう顔がおはこんなにも力を尽くしてくれたのでした。

　私の迷いを解き放つ為に。

　──私と門もん次じ郎ろうの気持ちを大事にする為に。

「……自分の……いえ。『私』の敗北です、夕顔」

　私は誰だれかに付き従う時の一人称である『自分』を捨てて。

　今、ただの八や殿との識しきとして行動することを心に誓いました。

　そうと決まれば、こんな痺しびれた体でのんびりしているわけにはいきません。

　身体機能が電撃によって麻ま痺ひしていますが。

「……むむむむっ!!」

　敢あえて口で気合を入れることによって、体を奮い立たせます。

　夕顔が命懸けだったのですから、私も命を賭かけるのは当然でした。

「識、さま……」

「感謝します、夕顔。結婚式のブーケは貴女あなたに投とう擲てきします」

「っ、そこまで自信満々なんですかっ」

　うつ伏せで満身創そう痍いでも、どうやらツッコミを入れるくらいの元気はあるようでした。

　……よし。

　私の体も、ようやく動き始めます。

　そもそも、あの藤ふじ里さと唯ゆい香かの異能に負けてなどいられません。

　そう。

「私が告白すると決定したからには。何なん人びとたりとも彼を譲渡しません」

　ザッ。

　足が動き、手が動き。

　そして意志が動けば、後は問題なんてありません。




　ヒュルルル！




　夕顔の体は私が斬ざん糸しで包んだまま、ふわりと舞い上がりました。

　そのまま、斬糸をまだかろうじて残っている屋敷の廃はい墟きよに絡からめ、くいっと引っ張ることで自分の体も跳躍させます。

　指先が動けば移動は糸で行えます。五感さえ残っていれば、私の『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』は、あらゆるものを把握することが出来ました。

「……識さま……いい目になりました……」

　安心したのか、夕顔は意識を失ってしまった様子です。

　──彼女が目を覚ました時。

　全すべてが終わっているようにする。

　私はそう誓いながら、瓦が礫れきの山と化した屋敷を飛び回りました。








　　　　■　■　■　■　■









　──母さんと朝あさ顔がおが出会うように仕向け。

　夕ゆう顔がおちゃんが識しきと戦うように配置して。

　カグヤが今正に、高らかにその儀式の目的を告げた時。

　俺はようやくその体を立ち上がらせた。

「ぐっ……急所を外したとはいえ、かなりきついな……」

　いつだって、苦しくない戦いは出来なかったことを思い出す。

　そもそもの始まりが、この胸を久く宝ほうに貫かれたことからだった。

「一応、ギリギリのタイミングで止血もしたのだけどね」

　その当人の協力がなければ、こうして母さんより先に立ち上がることは出来なかっただろう。いや、母さんのことだから『謎なぞの超再生能力！』とか言いながらいきなり立ち上がる可能性も捨て難いが、流石さすがにそこまで読み切ることは出来ない。

　俺に出来たのは自分の感情を維持したままでも怜れい悧りで正確な殺し屋として動けるように『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』で操作されていたくらいだ。

　感情がある状態だったら、識を攻撃するなんて手段は絶対に取れなかっただろう。

　いくら死ななかったとはいえ、我ながらその合理性は恐ろしい。

　また、俺と母さんを同時に貫く瞬間を久宝に時間停止して貰もらい、自分だけ傷が深くならないようにして貰ったというのもズルのひとつだったりする。

　ともかくこうして。

「カグヤ、やっと向き合えた」

　口の端からは血が流れてしまったが、ようやくここまで辿たどり着けた。

「次じ郎ろう……」

　そう、俺の名を呟つぶやく瞳ひとみは優しく細められており、とても慈愛に満ちている。

「貴方あなたはそこまでして、私を──椎しい名な町まち香かぐ夜やを取り戻したいのね」

　それが目的で、ここまで来た。

　かつての先輩と、識と、もう一度みんなで笑い合う為ためにここまで来た。

　その為にみんなの命を賭かけて貰った。

　だから、俺はそれに報いる、それだけだ。

「だけど、それは出来ないのよ次じ郎ろう。私の……椎しい名な町まち香かぐ夜やとしてもだけれど。私の物語の終幕はこの時だもの」

　カグヤはそのまま天を仰ぎ見る。

　そこには、月が煌こう々こうと輝いていた。




「『月の門より来る姫、再び月の門を開き──総すべての異能を月の果てへ持ち去る。そしてこの世の総ての物語もまた、──終幕を迎える』」




　ロードの物語。それを、解わかり易やすく訳してくれたものだろう。

　つまり、カグヤは月の門からやって来て、そして今再び月の門を開いて帰る所、ということか。そうなってしまったら、みんなで笑顔で過ごすという目的は当然達成出来ない。

　だから。

「──戦います、先輩」

　俺は、カグヤに向けてではなく。

　椎名町先輩に向けてそう告げた。

　そして、手に再びナイフを構える。

「──そう、なら──」

　そして、カグヤも一歩俺の方に踏み出す。

「この世界に残す、最後の舞いを踊るとするわ」




　ゴォウッ！




　次の瞬間、カグヤの両手に紅ぐ蓮れんの炎が生まれた。

　それはまだ離れた位置にいる俺の顔をチリチリと痛めるくらいの強い熱気を放っており、かなり高温の炎であることを窺うかがわせる。

「久く宝ほう、夜よる顔がお、倒れている人たちを頼む！」

「承知しているよ」

「おっけーよ！」

　シュッシュッシュッ。

　瞬まばたきすらしないうちに、次々と周囲に倒れていた人物がいなくなっていった。

　久宝が時間を止めてどんどん運び出してくれているのと、夜顔が多数の手を使って一気に中庭から持ち出しているのだろう。

「優ゆう都とさんはわたしが見ておくね」

　まだ倒れている母さんを抱きかかえるようにして、藤ふじ里さとがステージの上から降りてくれた。あの距離なら大丈夫……とも言い難い。今回の作戦の為ために、藤ふじ里さとは戦える異能を持っていないのだから。とはいえ、いざという時は久く宝ほうが守るのだろうから問題はないはずだ。

　だが……問題ないと言い切れないほどの嫌な予感をその炎からは感じる。

　ただ単に炎を放つだけの異能ではない、そう本能が告げていた。あれを食らってしまったら最後なのではないか、と。

「これは『神しん性せい異い能のう・カグヅチ』。神すら焼き殺す神話の炎よ」

　その名前からしても、やはり格の違いを感じるものだった。

　しかも、おそらく今のカグヤは他ほかにも元々持っていた異能も取り戻している。

　対して自分にある手札はもう少ない。

　だが。

「モンジローくん、頑張ってみる？」

　藤里の声が背後から聞こえる。

「ああ。全力で立ち向かわないと勝てるはずないもんな」

　藤里の声を聞いて頷うなずくと、俺は目を閉じた。

　俺が藤里から受け取った異能は『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』。

　これを使って──。

　俺は、自分の目の前にナイフを構え。

　その赤く光る目を自ら見た。

　直後、意識が体の奥の方、精神の奥深くへと沈んでいくような感覚。

　母さんと戦う時にも使った、自分自身の実力を最大限に発揮する為に必要な方法。

　さっきまでの効果は気絶した時に解除されてしまったので、改めて使用する。

　自意識は保ったままで、殺人機械キリングマシーンとしての技術を引き出す為には、自分で自分を操作する必要がある。

　当然、リスクは高い。

　意識なんていうものは、僅わずかでも揺らげばすぐに消えてしまう儚はかないものだ。

　しかも戦闘中はかなりの処理を脳で行わなければならないのに、自意識が消失しないようにそちらにも注意を払わなければならない。

　自分が消えるかもしれない諸もろ刃はの戦術。

　それが『妖魔異能・ゴルゴン』を用いた自己催眠だった。

「ふふっ、モンジローくんに操られて『嘘うそ』つくの、結構楽しかったよっ」

「なら、何よりだよ藤里」

　俺はゴルゴンの力を、まずは鏡を使うことで自分にかけた。

　そして、合理性の塊となった俺は、藤里をゴルゴンで支配したのだ。

　本来、藤里は嘘をつくことが出来ない。

　だが、俺が操っているならばそれが出来る。

　故に、藤ふじ里さとが俺を操っていたと思わせることで母さんもカグヤも出し抜けた。

　実際は、俺が俺自身を機械のように操っていただけだったのだ。

「それが優ゆう都とと渡り合った力ね……！」

　そんな危ない橋を渡ったことでようやく俺は、こうしてカグヤと対たい峙じすることが出来た。だが、これからが本番なのだ。

『伝説のナイツ』すら生み出せる、真のロードと戦わなければならないのだから。

「はぁっ……！」

　カグヤがその手を俺に差し向けた途端。




　ゴオオウッ!!




　凄すさまじい炎と共に、俺が右手に装着していた手袋が消し炭になって消えた。

『神しん性せい異い能のう・カグヅチ』。

　おそらく、カグヤの手が向いた先を激しい炎で焼き尽くす異能。

　神すらも焼き殺すとされるその炎の力は、一瞬で物質を炭化させるものだ。しかも、狙ねらったものをピンポイントで燃やし尽くせるらしい。

「これならどう……！」

　カグヤがその手を横に振るう。

　俺は咄とつ嗟さに高く跳躍して回避したが──。

　ボッ！

　逃げ遅れた靴の先がその射線にかすったようで、靴が一瞬で消えてしまった。

　パラパラと、粉々に近いレベルに分解された灰が散っていく。

　ああして手を振るだけで広範囲を薙なぎ払えるということは、その応用は容易たやすい。

　カグヤには身体能力における戦闘力はさほどないと予想していたものの、あれだけの異能を持っているならば侮ることは出来ない。

　それに、他ほかにも何か持っているのは確実だろう。

　ロードが所持している異能は五つとされているが、真のロードにそのルールが適用されているとも思えない。むしろ、本当の力を取り戻した今なら。そしてあらゆるロードの異能を回収している今なら、もっと多くのものを所持している前提でいくのが正解だ。

　順当な攻め方ならば、あの炎を発動する前に懐に潜り込み、腕をとって投げるなどの方法が考えられるだろう。

　だが、それを誘っているとしたら──。

　その誘いに乗るかのように、俺の体は自然とカグヤに接近するように動いていた。

　カグヤが手を差し向けるが、二度も見せて貰もらった以上はその射線に立たないようにすることは容易たやすい。かすっただけで衣服なども持っていかれるが、それすらさせない速度ならば問題ないというのも確認出来た。

　だから、伸ばした手の懐に入り。

　そして自分の左手でカグヤの右手首を掴つかもうとした。

　その時。

　いつの間にか、俺の目の前には彼女の左手が向けられていた。

　まるで、俺が最初からここに来ることが解わかっていたかのような動き。

　そして、高速の中で……最初から準備していなければ出来ない挙動。

　そう、それは先読みが必要なレベルの。

「『天てん使し異い能のう・オモイカネ』。全すべての予測は終わっているわ、次じ郎ろう」

　やはり未来予知の異能。

　俺がその左手をギリギリのところで避けることが出来たのは、その可能性を想定出来ていたからだろう。

　しかしその想定はかなり勘に近かった。

『神を焼き殺す異能を持っているくらいだから、神のような先読みをしてもおかしくないはず』という、曖あい昧まいな理由からだ。

　チッ、と炎がメガネをかすめた。

　結果、俺の顔面に一瞬かなりの高温が走り、メガネを焼き尽くす。

　だが、おかげで俺の体はカグヤの足元に入ることが出来た。

　ここから、カグヤの身を拘束する方法ならいくつも存在する。

　だから最速の行動で出来るものを……。

　そう考えた時、俺はほとんど直感でその身を横に転がしていた。




　ズンッ！




　ステージ全体が揺れるほどの衝撃。

　今まで俺がいた場所には、カグヤの身長よりも倍はある、鈍い銅色の太い剣が垂直に突き刺さっていた。

　ビキビキビキ!!

　遅れて亀き裂れつが走ると同時。




　ズサッ！




　俺の肩口が何かによって斬きられて鮮血を迸ほとばしらせる。

「『英えい雄ゆう異い能のう・スサノオ』……その剣、アメノハバキリ。『斬る』と決めたものはいかなる過程を無視してでも斬ることが出来る異能よ」

　つまり、斬ったという結果が存在するから斬りつける必要がない。

　そういう異能ということか。

　先ほどからカグヤが繰り出す異能は常軌を逸したものばかりだった。

　手を向けたものを全すべて焼き尽くす炎。

　未来予知を可能とする異能。

　そして戦闘用の身体能力が必要ない、切断に特化した異能。

　更に俺が元々持っていた、不死身の異能もあるはずだ。

　これだけ強力な異能揃ぞろいであれば、それぞれには重大な制約があるのかもしれない。

　だが、この状態でそれぞれの異能の弱点を探り、対応し、切り抜けるというのは単独では難しいのも確かだった。

　炎の手は広範囲をカバー出来る。懐に入ろうとすれば先読みされている。その場から逃げようとすれば、確実に斬り付けられる。

　長距離からの狙そ撃げきというのも浮かんだが、その場合識しきの『妖よう魔ま異い能のう・サトリ』を取り戻しただけで問題なく対処出来るようになる。

　しかも、藤ふじ里さとと戦った時のように同時使用出来ないというわけではないらしい。

　あらゆる事象を冷酷なまでに理解出来る、現在の俺の状態にとって。

『勝てない』というのがよく解わかる相手だった。

　たった三つ。

　異能があるだけで、ここまでカグヤという存在は手が付けられないと認識する。

　だが、当然諦あきらめるわけにはいかない。

　まずは『天てん使し異い能のう・オモイカネ』。あの未来予測の穴を探し出すことが出来れば、大きく前進することが出来る。

「どうやら、力の差を知っても諦めるつもりはないようね」

　再びカグヤが両手を俺に向けた。

　だが。




　シュルル!!




　飛来した何かに向けて、カグヤは咄とつ嗟さに手を振る。

　ヒュゴウッ！　と音を立てて、カグヤに向かっていた無数の糸が燃え尽きていった。

　そう、やっと来てくれたのだ。

「識しきっ！」

「門もん次じ郎ろう、今のが『天てん使し異い能のう・オモイカネ』攻略の鍵かぎです」

　スタッ、と俺の真横に着地したのは八や殿との識その人だった。

　心の奥に追いやった意識ではあっても、押し止められないほどに感動してしまう。

『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』による自己催眠の状態でなければ泣いていたかもしれない。

　それくらい、また隣に立ってくれた識は頼もしく思えた。

「俺に向けていた手を、慌てて斬ざん糸しに向けた」

「正解です。完全な未来予知が可能であれば、自分の──私の斬糸どころか、私の到着時間すら把握していたはずです」

　その通りだ。つまり、カグヤは識が来るということも。

　──俺たちの仲間になってくれたということも知らなかったということ。

　その未来予知には穴があるのは確かだった。

　しかし……識の、その無理矢理治療したような頭の傷に、胸の奥に追いやった本当の自分が罪悪感を抱く。いくら母さんを倒す為ためとはいえ、やはり大事な少女に傷を負わせたというのは、いつまでも拭ぬぐえない罪になるのだろう。

　そして、現れた識を見て……カグヤは驚いていなかった。

「識、やはり次じ郎ろうの側についたのね」

「カグヤ。女の戦いに敗北しました」

「あら。……ふふっ、だったら仕方ないわね？」

「はい。あの敗北のおかげで私は貴女あなたを討伐した後に本番が待機しています」

　識はどこかさっぱりしたような顔でカグヤに告げた。

　それだけで何があったのか察したのか、カグヤも小さく頷うなずく。

「討伐出来ると思って？」

「はい。その為に──今、私たちは存在しますので」

　カグヤがその手を再び俺たちに向けた。

　だが、識がその指先を手繰るだけで、無数の糸が結界となって炎を防ぐ。

　射線上にある物質を燃やし尽くすという性質がある以上、こうして無数の糸に囲まれていればあの攻撃を喰くらわないということだ。

「これで『神しん性せい異い能のう・カグヅチ』は攻略です、カグヤ」

「そうかしら？」

　識の登場が嬉うれしいのか、カグヤはとても楽しそうに手を広げた。

　途端に、巨大な剣が俺たちの真上から降りて来る。

　識は斬糸を繰り出したが──決して切れないはずのその糸は、容易たやすく剣によって切り裂かれてしまった。

　それと同時に、カグヤは手を突き出す。

　そう、今その場にあったはずの糸は全すべて切り裂かれてしまった。

　カグヤは強引に道を切り開いたのだ。

「識しきっ！」

　俺は咄とつ嗟さに識に向けてナイフを投げた。

　それだけで識は察してくれたらしく、スッと頭を下げる。




　ゴゥンッ!!




　ナイフと炎が炸さく裂れつし、爆発した。

「助力、感謝します」

「それは俺の台詞せりふだな」

　実際、識がいなかったらカグヤに対抗する手段はなくなっていた。

　それに、この心もすぐに消えてしまっていたかもしれない。

　識がいてくれるから。

　だから、俺は俺としてここに立っていられる。

「だが、おかげで大体解わかった。識──俺が突っ込むから、同時に攻撃を頼む」

「同時攻撃、了解しました」

　ただそれだけでいいのか、という疑問もあるはずだ。

　だと言うのに、識は迷わずに了解してくれた。

　俺は身を低くしてダッシュの姿勢を取る。

「何か掴つかんだというのなら──見事に攻略しなさい、次じ郎ろう、識。この、カグヤの放つ、異能による難題を！」

　カグヤは両手を交差するように振るった。

　だが、俺はそれを避けない。避ける必要をなくしてくれる相棒がいるおかげで、そのまま直進することが出来る。

　案の定、俺の目の前で炎は炸裂した。無数の糸が焼き消えていく中、目もくれずに突っ込んでいく。

「その行動は既に知っていたわ、次郎」

「ああ。だが、これは読んでなかったはずだ！」

　俺の真上に現れていた剣を意に介さずに、俺はそのままステージの床に倒れた。

　完全に体を伏せた形。

　今まで俺がいた場所の背を貫くかのように繰り出された一本の糸が走り、カグヤに迫る。

「っ！」

　息を呑のんだカグヤは咄とつ嗟さに、その糸を斬きることを選択した。

『英えい雄ゆう異い能のう・スサノオ』の武具であるアメノハバキリが、たった一本の糸を切断する。

　その瞬間、俺はカグヤに向けて足払いをしていた。

　ナイフはもうなくなったが、足に仕込んでおいた刃はある。

「まさかっ」

　カグヤは逃げ切ることも出来ず……その十二単ひと衣えの足元が大きく切り裂かれた。

　俺はそのままぐるっと体を回転させ、バク宙をして識しきの下に戻る。

「やっぱり未来予知が出来るのは『対象』だけだったか」

「なるほど。対象を指定しての未来予知だからこそ、私の斬ざん糸しまでは予測不可能だった、ということなのですね」

「ついでに言うと、あのアメノハバキリも半分くらい自動だな」

「納得です。カグヤ本人の危険に対応し軌道を変化させていました」

　つまり、あの剣は攻撃用にも使えるが本来は防御目的ということだ。

　だからこそ、攻撃はカグヅチをメインにしていたのだろう。

　ここまで異能の対策が解わかれば、後は……。

「ふふ……うん、流石さすがね次じ郎ろう、識。私が見込んでナイツにしただけのことはあるわ」

　カグヤは乱れた髪をサラリと流して直し、そしてなお妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

　──雰囲気が変わった。

「本気……ですかカグヤ」

「ええ。貴方あなたたちはここまでしてくれたのだもの。私も、真のロードとして……この月の門を預かる姫巫み女ことして、本気を見せなければ失礼だものね」

　今までの三つが本気ではなかったということに軽く恐怖を抱く。

　そして、恐怖を抱いた自分に安心した。

　俺はまだ、感情を持ったまま戦うことが出来ている。

『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』によって半自動的に動くようになっているこの身でも、まだ人としての心を持ち合わせているのだ。

「それじゃあ、二人とも……これがこの世界における禁忌とされた異能。使用すれば世界の法則は乱れ、歪ゆがみを生み、崩壊すら引き起こす、そう伝えられていたもの──」




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ。




　辺りに、大きな地震が発生した。

　俺と識はバランスを取りながら、カグヤの次の行動に対応出来るよう睨にらみつける。

「生と死、一瞬と永遠を司つかさどりしロード、カグヤにのみ与えられた──世界因子すらも操るこの力──見届けなさい」

　カグヤがその指を、まず下に向ける。




「開きなさい、地の底に封じられし禁忌の地──『冥めい王おう異い能のう・イザナミ』!!」




　瞬間、更に激しい地震が辺りを包むと──。

「きゃっ!?」

　藤ふじ里さとの悲鳴が響いた。

　見れば、このステージの外はいつの間にか──。

　びっしりと、大量の黒い人影に埋め尽くされていたのだ。

　大慌てでその中から藤里と母さんを両腕に抱き抱えた久く宝ほうが飛び出してきて、ステージの上に着地する。

「冥めい府ふの住人……まさか黄よ泉みの門を開いたというのかい」

　久宝が汗を拭ぬぐいながら二人を下ろすと、その腕が紫色に変色していた。

「那な岐ぎちゃんっ!?」

「君たちを抱きかかえる際、死者たちの瘴しよう気きに触れてしまったようだ。どうにも、動かしづらいね」

　藤里が心配そうに久宝の腕を見つめている。

　あいつがあんなに心配そうにする顔なんて珍しいかもしれない。

　やはり久宝のことは特別ということなのだろう。

「『冥王異能・イザナミ』……この瘴気を全すべて操作可能だとすれば、大ピンチです」

　識しきが苦々しく呟つぶやく。

　確かに久宝がその空気に触れただけで、その両腕の機能が失われたくらいだ。

　こうしている間にも、黒い人影はステージに迫ろうとしている。

「まだまだこれだけではないわ」

　更にカグヤはその指を、上に向けた。




「開きなさい、天の果てに封じられし禁断の闇やみ──『月げつ帝てい異い能のう・ツクヨミ』!!」




　途端、夜の闇を明るく照らしていた月が、更に怪しく輝き始めた。

　その瞬間──月から、金色の光の柱が伸びてきて──。

「いけません門もん次じ郎ろう！」

　識に咄とつ嗟さに押されて、俺はその場から移動した。

　直後、俺のそれまでいた場所が円柱の形で綺き麗れいに抉えぐられる。

「サンキュー、識しき」

「油断大敵です」

　見上げれば、その光の柱は更に無数に降り注いできていた。

　それこそ、まるで雨でも降っているかのように、ゆっくりと。

　この『儀式の間』であるステージを埋め尽くさんばかりの数で。

　だからといって外に逃げれば、瘴しよう気き渦巻く黄よ泉みの闇やみが待っている。

　あちらに逃げようものなら、一瞬で全身が紫色になって……。

　最悪、冥めい府ふの亡者の仲間入りをしてしまうかもしれない。

　つまり。

「あの光が降り注ぐよりも速く。周りの亡者どもがステージに乗り込むよりも速く。カグヤをなんとかしなければいけない、そういうことだな」

　改めて口にすると、それは途方もないことのように感じた。

「さて、次じ郎ろう。この難題、攻略出来て？」

　次の無数の光柱がこのステージに到達し、周囲の瘴気と亡者が襲いかかってくれば終しゆう焉えん。

　そんな完全に、チェスでいうチェック状態で悠然と微笑ほほえみかけてくるカグヤ。

　従来ならどう考えても攻略不可能な状況。

　だが──出来ないことでもないとも思える。

　今の俺は、藤ふじ里さとの『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』を使って自分の意志で自分を操作している状態。こうすることで、従来なら『解わかっていても反応出来ない行動』などに対して事前に反応出来たり、条件を決めて事前に予定行動を体に取らせることが出来る。

　理解と反応のギャップを限りなく埋めることが出来ているということだ。

　おかげで、身体技能は普通に意識を持っている時よりも何倍も増している。

　とはいえ、これでは足りない。

　カグヤに届く為ためにはあの『未来予知』や『何でも斬きる剣』を更に超えなければいけない。つまり、この体も意識も極限状態まで高めなければならない。

　それこそ人じん智ちを超えた域に達すること。

　──俺には。

　俺にだけは、その方法が残されていた。

「さて、と」

　まずは深呼吸する。

　瘴気に満ちて、熱気に包まれた地獄のような空気の中だけど。

　周りには可愛かわいい少女しかいないおかげか、不思議と安らぐような気がした。

「門もん次じ郎ろう先輩、出来る限りのサポートはするよ」

　久く宝ほうが新しいナイフを足で蹴けり渡してくれる。腕が使えなくても、あいつは充分に器用に戦えるんだな、と安心してそれをキャッチした。

「とりあえず、死なないように動いてくれ。久く宝ほうがいないと、また委員会で集まった時にぼっちになってしまう」

「ははっ、了解したよ。その時はまた、武術の話で盛り上がるとしよう」

　久宝の爽さわやかな態度は、清涼剤のように胸を軽くしてくれた。

「モンジローさん、私も大量の私で援護するわねっ。大丈夫、任せて！」

　夜よる顔がおが元気よくガッツポーズをしている。その周囲には、大量の手であったり足であったり、目であったりが浮かんでいて……軽く、いやかなりホラーテイストだった。

　今こうして輝く光を降らせているカグヤよりもよっぽど禍まが々まがしいラスボスみたいな様相に思わず笑ってしまう。

「あ、ひどーい！　こう見えても、すっごい便利なのよ？」

「すまんすまん、解わかってる。頼りにしてるよ夜顔。姉妹代表としてな」

「うんっ！　夕ゆう顔がおも朝あさ顔がおも頑張ってくれたみたいだもんね、私もやるわよーっ！」

　中空に浮かぶ腕たちも一斉にガッツポーズをする。

　制御は完かん璧ぺきなようで、その物量の頼もしさたるや俺の中に安定感をくれた。

「モンジローくん、わたしは守られるお姫様ごっこを楽しむね」

　現状、異能がない状態の藤ふじ里さとがニコやかに告げる。

「最後に隠し持っている異能があるんだろう、本当は」

　俺が教室で話しているような調子で言うと、藤里はクスッと笑った。

「バレてたんだ」

「一番最初に言われてたんだよ。通常ロードが持つ異能は五つ。だけど藤里は……俺に負けた時でさえ四つしか使わなかったもんな」

　クロノス、ライジュウ、ゴルゴン、ペルセウス。

　これで全すべてだと思わせる為ために、藤里は今もなお無力のフリを続けている。

「だけど、この異能は自動発動だからね。使うっていうのが出来ないの」

「そうなのか。先輩の『天てん使し異い能のう・サリエル』みたいなものなんだな」

　椎しい名な町まち先輩のサリエルは、母さんの持つ異能『堕だ天てん使し異い能のう・サリエル』と対になる異能であることがこないだ判明した。その能力は魂の管理。つまり、体が死んだりしてしまった魂であっても意識として保持することが出来たり、その魂とアクセスしたりすることが出来るというもの。

　つまり、俺が夢の中で母さんや朝顔に会えていたのはそのサリエルのおかげなのだ。

「うん、わたしの最後の異能……『天使異能・サンダルフォン』は罪人の魂を封じ込める為のもの。だからまあ……」

　藤里が困ったような、照れたような顔をする。

「そうだなあ。もしみんな死んじゃっても、わたしの中でみんなで平和に暮らせるようにするから、安心して死んでもいいよっ、モンジローくん！」

「うわあ、嬉うれしくない保証だなっ」

　それは教室でとりとめもない会話をしていた時のような空気だった。

　あの雰囲気が。あの居場所が。今は懐かしく思えて……。

　藤ふじ里さとのいるあの教室もまた、俺の帰る場所なんだと実感出来る。

　そして。

「夕ゆう顔がおから伝令を受理して参上しました」

　識しきがいつもの敬語交じりの口調で見上げてきた。

「『わたしが告白するまで死なないで下さい』と」

　──夕顔ちゃんのそれはほとんど告白みたいなものだ。

　嬉しい気持ちと照れるような気持ち、そして僅わずかな困惑。

　そんな『心の動き』を一度にくれた彼女は、俺にとってもうかけがえのない一人であることは確かだった。

「そいつは……よく考えて、ちゃんとその告白を聞かないとな」

「実は男子だった、という衝撃の告白かもしれませんよ」

「いやいやっ！　そんなはずは！」

　ない、よな……？　俺は半裸を見たし、胸の膨らみもあったような気がするし……。

「胸部如ごとき、いくらでも作成可能です。所しよ詮せんは脂肪塊です」

「脂肪塊てお前」

　何な故ぜか識の視線は、カグヤ……の胸部を睨にらみつけているように思える。

　いや、これから最後の決戦を行う相手なのだから当然、気合を入れた視線で見るべきなのだが、今のその意識はちょっと違うのではないだろうか……。

「そういえば門もん次じ郎ろう。私はそんな夕顔に敗北して、現在この場所に存在しています」

「あ、ああ。夕顔ちゃんが、識の相手は自分がするって意気込んでたからな。だから、心配だったけど異能も二つも渡すことにしたんだ」

「はい。恋する乙女の純情パワーの前に、葛かつ藤とうし迷いの中にいた私は敗北しました。そして、敗北条件を呑のむしかありませんでした」

　識はそう告げると。

　真まっ直すぐに、色の違う二つの目で俺を見上げた。

　綺き麗れいなアクアブルーと、月よりも神秘的な金色の瞳ひとみ。

　その目が、どちらも潤んでいる。




「私は貴方あなたが好きです、次郎さん」




　その告白を受けて、胸が。心臓が。いきなりぎゅっと収縮した。

　真剣な眼まな差ざしが、俺を見つめている。そしてよく見れば、唇が僅わずかに震えていた。

　言われて初めて気付く。

　こうして意識と体を切り離していてもなお、体に衝撃を走らせるほどの告白。

　つまり、俺は……。

「ありがとう識しき。──返事はきちんと全すべてに決着を付けてから全身全霊、桜さくら田だ門もん次じ郎ろうの全部を賭かけてさせて貰もらう」

「はい。私は今、全部の勇気を込めてしまいましたので」

　識はふいっと顔を逸そらした。

　その耳が真っ赤になっているのを見るだけで、胸に嬉うれしさが溢あふれる。

「もう何も怖くありません」

「その慢心は良くない。せめて前向きな言葉にしようぜ」

「了解しました。私はこの戦闘が終了したら、プロポーズするつもりです」

「いっそ今してもいいぞ！」

「ここは私に任せて先に行って下さい」

「任せるも何も、今一緒に頑張らなきゃいけないのが目の前の人だって」













「ちょっと庭の様子でも見て来ます」

「ここが八や殿との家の中庭だぞ」

　怒ど涛とうの死亡フラグと呼ばれる言葉たちの連続だった。

「流石さすがです門もん次じ郎ろう。ナイスツッコミ」

「サンキュー」

　そして、この飄ひよう々ひようとした言葉で俺を振り回すようでなくては、八殿識しきではない。

「門次郎」

「うん？」

「一度言ってしまうと何度も発言したくなるものなのですね」

　識は、ぎゅっと俺の手を握ってきた。

「好きです。帰ってきて下さい」

　その手に、その言葉に篭こめられた力強さが。

　俺の中で最大の強さになった。

「ああ、任せてくれ!!」

　ぎゅっ、と相手が女の子であるにもかかわらず強い力で握り返した。

「っ」

　識は僅わずかに、痛そうな息を零こぼしたが。

「……はい」

　すぐに悩ましげな吐息をゆっくりと吐き出す。

「……ふむ、なんだか当てられてしまうな」

「夕ゆう顔がおはかなり分が悪いわねえ」

「モンジローくん、わたしも告白したらそういうことしてくれたりする？」

　後ろで女子たちが、ここぞとばかりに囃はやし立てた。

「からかうのは、後で……」

　そして、識の手を握ったまま。

　その手をカグヤに向ける。

「椎しい名な町まち先輩を連れ帰ってからにしよう」

　そう告げると、みんなの笑顔が伝わってきた。




「もういいのかしら、次じ郎ろう？」




　クスクスと、そんな俺たちの様子を微笑ほほえんで見ていたカグヤが尋ねる。

　絶望的な状況のまま待っていてくれたのは、或あるいはそれが俺たちにとって今生の別れになると思っているからかもしれない。

「ええ、待たせました」

　俺は識しきの手を離して、そのまま進み出る。

　こうしている今ならもう、恐れずにいられる気がした。

　こんなにもみんなに『心』を託して貰もらった以上、消える心配なんてない。

　それはもしかしたら錯覚かもしれない。

　本当は強がっているだけで、現実から目を逸そらしているだけかもしれない。

　だけどそれでもいい。

　こんなに落ち着いた、こんなに充実した気持ちで。

　今、一番大事に思える人と向き合えるのだから。

　だったら。




「いくよ、先輩、みんな」




　そっと呟つぶやく。

　胸に、先輩の。みんなの笑顔を抱いて。

　俺は右肩に左手を添えた。







「〝コード：カルヴァリオ〟起動──！」







　禁じたキーワードを叫ぶと同時。

　服の下からも解わかるほど、右肩から髑髏どくろを象かたどった紫色の光が溢あふれ出した。

　識がやってくれたような限定使用ではない。

　むしろ全力使用。

　この意識、意志、思想、心、全すべてを代償として解き放つ禁忌の力。

　目に見える世界が変へん貌ぼうしていく。五感で感じられる世界が変化していく。

　体が一個の、殺さつ戮りくの為ための存在へと塗り替えられていく。

　だが、そんな『自分』を『自分』の中から見つめている意志が確かにあった。

『妖よう魔ま異い能のう・ゴルゴン』によって俺の意志は精神の奥底へと移動出来ている。この体が全自動の殺戮存在に転じた場合でも、そこに『心』を残すことが今はまだ出来ていた。

　だが、それも時間の問題であることも同時に把握している。

　カルヴァリオを用いた場合、その精神力や魂の力はいわば『燃料』なのだ。

　まず、体に残っている精神力全てを費やして身体能力や直感力を人間を超越したレベルへと引き上げる。この時、自分自身の精神が奪われ続けていくという恐怖を、やがては感じなくなっていくというのが特徴だ。

　久く宝ほうに調べて貰もらったところ、技術というよりは呪じゆ術じゆつ、魔術に近い類たぐいらしい。

　人が本来使用しているエネルギーではなく、未知の領域にある精神や心といったものを糧とする段階でそれは異能に匹敵する存在である、と。

　心の力は無限などと言うものの、実際はそんなことはない。意志の力だけでは体は動かせないし、例えば睡眠欲などの欲望に抗あらがうことすら難しい。

　人間という生物にとってこの『精神』というものは、ちょっと何かのたがが外れてしまっただけで失われてしまう、最も儚はかない生命線なのだろう。

　それを利用するのだからこの『カルヴァリオ』は正に、神に反逆するようなものだ。

　即すなわち、人の技術、人間が持てる力、その魂すらも費やすことで。

『神』すらも殺す。

　その為ための力だった。

　人間の意識の限界は、既知のものに限られる。

　未知のものに対しては経験や知識からくる推測しか出来ない。

　だが、この『カルヴァリオ』はそれすらも超える。

　それがたとえ知らないものであったとしても、まるで知っているかのように対処することが出来るのだ。

　どんなに難解なものでも、知ってさえいれば対処が出来る。

　それはカグヤの使用していた未来予知よりももっと単純で当たり前のこと。

　先に『理解』を結果とし、それから『把握』して、『対処』する。

　故に──。




　俺の体は既にカグヤに向けて走り出していた。

　そう、ここからはもう一瞬の勝負。

　カグヤの持つ無数の異能と、俺のカルヴァリオの戦い。

　それも、彼女の異能が無数に存在するのに対し、カルヴァリオに残された時間は僅わずか。

　この体に残された精神分しかないのだ。

　ふと見上げれば、そこには金色の光柱群の先に──巨大な満月が輝いている。

　その光は、俺とカグヤの最後の……最期の戦いを静かに見つめているかのようだった。




「次じ郎ろう……っ！」




　カグヤの手が俺に向けられた瞬間には、俺はもうその場にはいなかった。

　背後で、ステージの床や中庭を取り巻く壁が破壊される音が聞こえたが、それを気にかける必要をこの体はもう感じていない。

　既にこの身は、カグヤの目前まで迫っていた。

　間近で見るカグヤの顔。そこには期待が込められていた。

　頭の奥、意識の底から鳴り響く、強い強い俺自身の意識を感じる。

　それはまるで頭痛のようではあったが、逆にこの体の判断力をより鋭敏に研ぎ澄ます効果を与えていた。

　カグヤがその手を俺にかざそうとする。

　あの光の柱が降り注ぐまでのほんの僅わずかな時間に、俺を炎で焼き尽くせる。

　彼女の未来予知はそう判断したようだ。

　だが『その手が向いた先を焼く』というものと『同時に二つの予測は不可能』という弱点を知っている俺にとって、既に攻略した異能は恐れるものではなかった。

　俺はカグヤの両手を──そのまま握る。

「えっ」

　こうすることで俺とカグヤの間に距離というものが存在しなくなり、そこに炎を生み出す空間もなくなった。つまり、このまま炎を生み出せば同時にカグヤ本人も焼けてしまうということだ。

「次じ郎ろう……ナイフはっ!?」

　そしてもうひとつ。

　同時に二つを予測出来ないという性質は、俺が眼前に迫りナイフで斬きりつけるという未来予知をしていただろう。事実、この体はそう動いていた。

　だがこの体は、まだ操られている。

　それは言うならば、ひとつの体に二人の俺の意志が存在しているようなものだ。

　だから、俺はこの体に先に命令しておいた。

　その手を取る直前に、ナイフを上に投げろと。

　ナイフは重力に従って、そのままカグヤの頭上に降り注いだ。

「くっ！」




　ガギィィン！




　直後現れた巨大な剣が、そのナイフを切り裂く。

　やはりあの剣は防御用の手段。あらゆるものを斬るという性質は攻撃よりも『攻撃してきたあらゆるものを斬る』ということに用いるのだろう。或あるいは……『そういった性質を持つもの』しか斬れないということかもしれない。例えば、殺傷能力がある、カグヤ本人を傷つける可能性がある、など。

　この三つの異能は、しかしカルヴァリオを使うまでもなく攻略済みだった。

　故に、ここからだ。

　既に天空からの光は俺たちの頭上近くまで迫っていた。

　そして、ステージの上まで這はい寄ってきた人影たちも、瘴しよう気きを放っている。

「次じ郎ろう……この異能を攻略したところで、貴方あなたたちの命運はここで尽きるわ。それに、もう貴方の時間も残り僅わずかのはずよ」

　そう告げるカグヤの瞳ひとみには相変わらず期待がある。

　その揺るがない心を感じて、奥底に眠っている俺は気付いていた。




　──そうか。カグヤというのは……。




　確かにカルヴァリオを維持出来る時間はもう僅かだ。

　このままでは天空から降り注ぐ光の対処も、周囲から迫る瘴気の対応も出来ない。

　その二つをこなすだけの精神力があり、なおかつ、最後にカグヤに言葉を届ける。

　それを──。







『する為ために、だったのでしょう？』







　その瞬間、世界が暗転した。




　気が付けば、そこは見慣れた暗黒の世界。

　生と死の狭はざ間ま……だと思っていたら、実は先輩の持つ『天てん使し異い能のう・サリエル』の効果で魂が管理されている場所だった。

　故に、今この時間は停止しているようなもの。

　魂の対話にはあらゆる現実の概念は影響を及ぼさない。

　──そして、その影響を受けない体になってしまったからこそ、カグヤも、母さんも、歳としを取らなくなってしまったのだと、今なら気付ける。

「永遠の美少女は女の夢だから安心なさい門もん次じ郎ろう」

　そこには、腰に手を当てて呆あきれた顔の母さんがいた。

「んー、私は体があるだけ羨うらやましいけど」

　腕を組んで首を傾かしげている、朝あさ顔がおの姿もある。

「とりあえず、母のロリボディの胸をまさぐった罪をどうしますか」

　確かに胸を大型ナイフで貫いた。

　だけど、そんなことをした覚えはこれっぽっちもない。

「なるほど、いたいけな体を弄もてあそんで開き直る。門もん次じ郎ろうも成長したものですね。ぺっ」

　口で『ぺっ』と言うだけの母さんは、とことんいつもの母さんだった。

　心というものが出来てから常々思うのだが、よくこんな母親に育てられたのに俺は精神を殺したようなまま育ったよな。

　もしかしたら、一番の解けない謎なぞはそこなのかもしれない。

「しかも、ここで手伝わせる為ために──私を仮死状態にしやがりましたね」

　やっぱり母さんは全すべて見抜いていた。

　だからこそ、あの時……俺の刃を受け入れてくれたのかもしれない。

　だって、そうでもなきゃ俺が母さんに勝てる可能性なんてほとんどないのだから。

「モンジローさんも悪党よね。カルヴァリオが精神を喰くう異能だって気付いたから……その精神の貯蔵庫として私たちを使おうだなんて」

　悪党と言われて胸が痛む。

　とはいえ、俺の知っている中で一番精神力が強いのはこの二人だった。

　もう長い年月を精神体として、暗黒の中で過ごし続けているのに……まだ明るい笑顔を絶やさず、妹の幸せを願い続けられる少女、朝あさ顔がお。

　そして。

「母さん」

　思考だけで会話が出来る場所だったけれど。

　それでも俺は、口に出して母さんを呼んだ。

「なんですかもう」

　憮ぶ然ぜんとしている姿につい笑いそうになってしまう。

　そう、母さんは。

「カグヤを、楽にしてやりたかったんだろう？」

　この母さんはぶっちゃけ、物もの凄すごく遠回りなお人ひと好よしなのだと思う。

　恨まれまくっても、嫌われまくっても、目的達成まで決して揺らぐことはない。

　その為なら何年でも何十年でもかけるし、他人だろうとなんだろうと利用する。

　それはきっと悪人と呼ばれるものだけど、その目的は──。

　カグヤと呼ばれるロードの幸せ。

　それを考えてみた結果、母さんなりの答えがこれだったのだ。

「感謝してるよ、母さん。俺を無感情の殺し屋に育ててくれて。色々、利用する為の駒こまに使ってくれて」

　母さんは答えない。

　ただ、じっと俺を見るだけだ。

「同時に恨むよ母さん。俺のことも、識しきのことも、愛和あいかのことも、椎しい名な町まち先輩のことも、みんなのことも、全部利用した母さんを恨むし、許すつもりはない」

「そうですか。では、どうしますか？」

　母さんの目が挑発的に輝く。

　そして、それこそが母さんらしい顔だったから。

「うん、だから。これからは家族として過ごして貰もらうって言ったろ？」

　許さないから、もう離さない。

　好き勝手されたから、好き勝手出来なくさせる。

　それには……家族という絆きずなで縛ってしまうのが一番だ。

「……本気だったのですね。母たる私まで口説くとは」

「いやいや、口説いてはいないって」

「まあいいでしょう。ついさっきまで識とイチャイチャしていたようですが、これでカグヤも倒し、そしてこの朝あさ顔がおも元に戻れば、門もん次じ郎ろうは過酷で茨いばらな人生を歩むことになります。その覚悟があるならば協力しましょう」

　そんな遠回しな言い方で。

　とっくに出来ている覚悟を尋ねる辺り、やっぱり母さんは素直じゃないなと思った。

　だから。

「ああ。よろしくな、母さん」

　その手をぎゅっ、と握る。

　母さんは一瞬だけ頬ほおを染めてから……やがて、ふんわりと笑って握り返してくれた。

「あははっ、家族というより、恋人みたいねっ」

　そんな俺たちに手を重ねてくる朝顔。

「そうですね。その座も狙ねらうとしましょうか。『伝説のナイツ』改め、伝説の寝とり少女に」

「凄すごい悪いものになってるねそれ!?」

「……ほどほどに頼む、母さん……」

　その言葉には嫌な予感しかしなかったのだが。

「いいえ。全力で本気で参ります。覚悟して下さいね？」

　楽しそうに、不敵に笑われてしまったら何も言い返せない。

　俺は朝顔と顔を見合わせて、ため息を吐ついた。




　──よし。




「それじゃあ、頼む二人とも！」

『はい！』




　二人同時の返事を聞いた瞬間、意識は急速に色を取り戻し──。







　俺の体は、カグヤの体をいきなり強く抱き締めていた。

「っ!?　まだ、そんなことが出来るだけの力が……」

「こうすれば、聞こえませんか？」

　そう語りかけると。

『カグヤ、私の精神力があればこのカルヴァリオの一匹や十匹、楽勝で一年中不眠不休で操ることが出来ますよ』

　そんな母さんの声を、俺とカグヤは同時に聞いた。

『私は貴女あなたに感謝を伝えられてなかったからね！　私がずっと、精神体として生きられたのは、カグヤさまが私の魂をずっと保管してくれていたからでしょ？　だから、ありがとうの気持ちと……最高のハッピーを届ける為ために手伝うのよ！』

　そんな朝あさ顔がおの声を、俺とカグヤはやっぱり聞いていた。

　そして、俺は……まるで光の柱に敢あえて突撃するかのように、カグヤを連れ、跳躍する。

　そのジャンプ力は、まるでこれから天を翔かけるかのように。

　高々としたものだった。

　そのまま光柱を浴びる俺たちの体は、しかしすぐに消え去ることはなかった。

　ゆっくりと、その体が光の粒子になって消えていく。

　この『月げつ帝てい異い能のう・ツクヨミ』は──物質転送の異能だった。

　最初に床を消し去って見せることで破壊の異能としていたが、最初からカグヤは門を開くということを告げていた。

　つまり、このツクヨミこそがそれだったのだ。

　カグヤは最終的にこの力を使い、門の向こうへと去るつもりだったのだ。

　──俺たちを、黄よ泉みの軍勢に足止めさせることによって。

　下を見れば、藤ふじ里さとたちも久く宝ほうたちも人影に呑のみ込まれながらも全く抵抗していなかった。それはまるで、悪意さえなければあの亡者に襲われないことを知っているかのように。

　事実、そうなのだろう。

『冥めい王おう異い能のう・イザナミ』によって召喚された黄泉の世界。

　それは、生者を引き込む為のものではなく──生きている者をその場に留める為のもの。

　本来、それは恐怖であったり絶望であったり、そういった負の感情で縛り付け、いずれは心が彼らと同じものへと変化していくという狂気を呼び覚ます異能だったのだろう。

　だから、瘴しよう気きに当てられると動けなくなった。

　──『死ぬわけではなかった』のだ。

　だが、彼女らは違う。

　久く宝ほうも、藤ふじ里さとも、夜よる顔がおも、信じてくれている。

　俺が、俺たちが、絶対に上う手まくやってくれる、と。

　だから絶望する必要もないし、負の感情を抱く必要もないのだ。

　母さんと朝あさ顔がおの精神と同調出来ているおかげか、今の俺はとても多くの可能性を一瞬で掴つかみとることが出来るようになっていた。

　これがカルヴァリオの真の力。

　この世界に、神なんていう凄すごい導き手は必要ない。

　人は、自分の意志で歩いていける。

　そう信じさせる為ための、魔の異能だ。

「カルヴァリオの力を……失われた神殺しの異能を、完全に使いこなしているというのね、次じ郎ろう……」

　カグヤは二人の声や俺の一連の動きだけでそれを悟ったようだ。

「この異能は、ただ殺す為だけの異能じゃありません」

　体の制御と異能への対処を母さんと朝顔の精神に任せて。

　俺の精神は。俺の心は。最後の役目を担う。

「大事な人の為に。その理想を救う為に。手を届かせる為の異能なんです」

　だから俺は、抱き締めていたカグヤの顔を覗のぞき込む。

　今から口にする言葉は──これは予想でしかない。

　もしかしたら、単なる希望でしかない。

　実際は違うかもしれないし、そうだった場合のフォローなんて存在しない。

　だから最後の賭かけ。

　俺の願いを、心の全すべてを込めた言葉。







「だから先輩。もうカグヤらしく振る舞わなくていいんですよ」







　その瞬間、カグヤの目が驚きに大きく見開かれた。

「な、に、を……」

　その声が掠かすれている。

　違うのかもしれない。

　普通に考えれば、不正解で当たり前だ。

　だけど。

「そうじゃなきゃ、俺が識しきに殺されてから生き返らせてくれた後。わざわざ、先輩らしく振る舞う必要がないでしょう？」

　そう、あの時。

　俺は先輩は今までの普通の先輩のままだと勘違いした。

　その直後、母さんが現れて……先輩の雰囲気が変わり、カグヤになった。

「あれは、お前に褒美のつもりでその『椎しい名な町まち先輩』のフリをしただけで……」

「うん、したかったんですよね？」

　元々の先輩のフリをしてくれた。

　それは俺へのご褒美という意味なら納得出来る理屈だ。だから、あの時の俺も理解したつもりになって、悲しんだのだから。

　だけど、もしそれまでの『椎名町先輩』の人格が消滅してしまったのだとしたら。

　俺を生き返らせた段階でもう、その褒美にならないだろうか？

　なんせ不死というのは、ロードすらも手に入れたがっていた異能。

　そんなものを使ってまで生き返らせたのだから、椎名町先輩としての人格が失われていたのならば、生き返らせただけでもご褒美としては大きいものだったはずだ。




「あ……」




　その大きく見開かれた瞳ひとみから。

　ポロリ、と大粒の涙が零こぼれた。

「先輩は確かに、カグヤとしての記憶も性格も取り戻したのでしょう。だけど、それは上書きというわけではなかった。あくまで先輩は先輩のまま、カグヤとしての物語を理解し、完遂しなければならなかった。だから、自分の名残を振り切る為ために……最後は俺と先輩の思い出の膝ひざ枕まくらをして。それから過去の記憶を辿たどり、カグヤらしく振る舞ったんですね」

「……次じ郎ろう、君……」

　その声は震えていた。

　俺を握るその手も、震えていた。

「カグヤの私も、私なんです……むしろ、その記憶と性格の方が本来の私だから、いずれは私はカグヤとしての私になってしまいますから……だから、貴方あなたの前からは、いなくなりたかったんです……」

　そして俺の胸に顔を当てて。

　ぐすっ、と涙まじりの声で告白してくれる。

「そうなったって、いなくなったって、俺は先輩を追いかけますよ。映画を見た時、そういう話をしたじゃないですか」

「あ……」

　先輩は思い出したように顔を上げた。

　その目から零こぼれる涙を、俺は指ですくいあげる。

「戻りましょう、先輩。異能とか、ロードとか、ナイツとか、そういう大変なものは全部月に返してしまって。今日の夜は時計塔で、お月見をしましょう」

「……いい、のでしょうか……」

　先輩はまだ、躊躇ためらっていた。

　だから、ここは少し強引にいかないといけない。

　そう思い、俺は──一大決心をする。

　そう。

　ぐっ、と先輩の肩を掴つかみ。

「先輩」

「え？　あ──」

　そのまま顔を近付けると、先輩は潤んだ瞳ひとみで俺を見つめて。

　涙がいっぱい浮かんだ目をパチパチと何度も瞬かせて。

　そして……受け入れるように、その瞳を閉じた。

　その桜色の唇に向けて、俺は唇を近付けていき──。




「っ」




　………………。




　俺は先輩の額にキスをしていた。




「え……あれ？」

　真っ赤になる先輩。

　しかし、俺だって真っ赤だっただろう。

「すみません……あまりにも、先輩の目を閉じた顔が素敵過ぎて……キスなんて、とてもじゃないけど……出来ませんでした」

　俺が正直に告白すると。

　先輩は目をぱちくりと瞬かせて。




「それでこそ……次じ郎ろう君ですねっ！」




　と。

　顔に全力の幸せを浮かべて、素晴らしい笑顔を見せてくれる。

　その時、俺たちを包んでいる光が更に強く輝いた。

　このまま、俺は先輩と共に月の世界に行ってしまうのだろうか、なんて一瞬考えたけれど、実際そうはならなかった。

　先輩の体から。

　俺の体から。

　紫だったり、赤だったり、青だったり、白だったりする光が球となって消えていく。

　見れば、ステージの上にもたくさんの光の球が生まれては消えていた。

　そして、そこには──淡く白い光の中から、白い衣服の少女が現れたり。

　人形を使っていた少女の中に、違う赤い光が吸い込まれたりと。

　まるで奇跡のような光景が広がっている。

「これは？　先輩……」

「──全すべての異能は元の世界に戻しますけれど。ちょっとだけズルをしました」

　ぺろっ、と舌を出すそんな先輩の愛らしい仕草に、俺は思わず強く先輩を抱き締めてしまった。

「わわっ」

「先輩……っ！」

　先輩自身も帰るなんて言わないように、俺がしがみつけばなんとかなる、みたいな子どもっぽい思考で。

　俺はぎゅうっとその体をとにかく強く抱き締める。

　先輩はそんな俺の髪を優しく撫なでて。

「……次郎君。ありがとうございます……」

　そう告げると。




　俺の視界は、金色の光に包まれて──。




　何も、見えなくなったのだった。
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『拝啓、親愛なるモンジローさんへ。

　あの事件から一ヶ月が過ぎましたけど、いかがお過ごしでしょうか？

　私は、夕ゆう顔がおがぶっ壊した屋敷の修理をいまだに手伝っています。

　いくらなんでもやり過ぎなくらい壊れていて、大笑いしました。

「日ひ頃ごろ大人しい子ほど暴れたら怖いんだよね」と言ったら、真っ赤になってました。

　しばらくはこのネタで弄いじり倒せそうです。

　そういえば、あの日以来、夕顔がエロい目で見られることが少なくなりました。

　見た目が全く同じである私としては、いい気味だと思っています。

　血のせいでモテモテとか、やっぱりズルですよね。

　それでモンジローさんがメロメロになって殺された、というのもありますし。

　あれはモンジローさん的にはトラウマなんでしょうか。

　それとも、案外いい思い出だったりします？

　今度、私も夜よ這ばいしてみますので感想聞かせて下さいね。

　その時はハードモードとイージーモードどちらがいいですか？　命の危険的な意味で。

　ちなみに初期設定はベリーハードに設定されています。あしからず。

　それにしても。

　異能が全部なくなったー、という割りに私がまだ動けているのが不思議ですね。

　いつの間にか私は異能で生まれた人形ではなく、人間になっていたのでしょうか。

　ピノキオとかそういう話でしたっけ。

　つまり私は人間になりたい全すべての人形の希望というわけですね！　かっこいい！

　もしかしたら子どもとかも作れちゃったりするんでしょうか？

　良ければモンジローさんで実験させてくださいませ！

　ひとしきり盛り上がったところで、今日の手紙はこれくらいにします。

　メールだといつもの調子だけど、何な故ぜ手紙だと丁寧語にしたくなるのか。

　これはもしかしたらこの世界に残る未知のひとつかもしれません。

　今度、姉妹三人で考えたり調べたりしてみますね！

　と、いうわけで。

　次のお泊り会の時にでもー、ですよ。


敬具　




八や幡はた夜よる顔がおより。



　追伸。

　結局、我らが次女であるところの夕顔はモンジローさんに告白しました？

　まだだと思うので、煽あおりまくっておきます！

　例えば、別荘の書斎にいる時に色仕掛けしながらとかどうでしょうか？』




「モテモテですね兄さん」

　俺が部屋で手紙を読んでいるのを覗のぞき込んできたのは妹の……。じゃなくて。

「なんでまだ愛和あいかのフリして兄呼ばわりするんだ母さん」

「この愛らしい素敵な外見ですからね。世間的には桜さくら田だ門もん家の母親登場！　というよりも、妹が増えました、という方が現実味があるでしょう。それとも、門もん次じ郎ろうは存外妹萌もえではなく、母萌えでしたか？　そうであれば、苦労して育てた甲か斐いもあった上に愛和にも勝った気分になるので素晴らしいのですが」

「いや、妹萌えとか母萌えとか、そういうのよく解わからないんで……」

「んもう、はっきりしないのはいけませんよ、兄さんっ！　めっ！」

　ぴっ、と人差し指を突き付けられてしまうと。

　──ああ、うん。可愛かわいい妹が増えるというのも悪くないかな？　と一瞬思ってしまった。

　実年齢とか本当の性格とかなんて関係ない。今が可愛ければいいのだ。そういうものなのだ。男から見た女の子なんて。そう開き直りたくなる。

「で、実際の妹は？」

「愛和は私に対抗心を燃やしているようですからね。今日は料理教室に居残って練習してくるそうです。どうやら料理勝負で私に勝ちたいようですね。無駄な足あ掻がきですが」

　母さんとこうして住むようになって約一ヶ月。愛和と母さんの間の溝は深まるばかりだった。愛和は母さんを絶対に許さないと豪語し、母さんは『それは門次郎にも言われたので、こうしてやって来たわけです』としれっと返している。

　家族には仲良くして欲しいのだが……。

　ある意味、喧けん嘩かするほど仲がいいと思えばいいのだろうか。

「それで、今日は香かぐ夜やのお泊り会でしたか」

「ああ、うん。……今日は付いて来ちゃダメだからな」

「それはフリですね。来るなよ、絶対来るなよ、的な」

「フリじゃなくて。母さんが来ると、途端にミステリーツアーになるだろっ！」

「怠惰な高校生たちの遊びに程よい刺激をと思ったのですが」

　母さんは異能がなくなったはずなのに、お泊り会に来る度に何かしらの事件を起こし、それを俺たちに解決させるのだ。

「脱出ゲームとか流行っていたじゃありませんか。あれみたいなものです」

「ガチで命の危険に晒さらされるので勘弁して下さい」

　しかも、俺や久く宝ほうの身体能力が前提なので、当たり前のようにトラップが致死クラスだったりする。ちなみに一週間前は爆弾解体を一分でやらされた。

「とにかく、今回はダメったらダメだからなっ！　こう、あれからバタバタしてたから、色々となあなあになっていることもあるし……」

「ん？　ああ、なるほど。告白の返事とかですね」

「むぐっ」

　そう、俺はあの事件の日、識しきに告白された。それはとても重要な案件なので……。

　ついつい、あれから一ヶ月も過ぎた今でも保留してしまっているのだ。

　心の整理がつかなかった、というのもある。

「……ふむ」

　そして母さんは、俺の顔を間近で見つめた。

「な、なんだい母さん」

「カルヴァリオをあれだけ使用していたのに、心が一切消えていない。しかも、メガネを外しているのに感情的……門もん次じ郎ろう」

　そして、母さんは……ふわり、と柔らかく笑う。

「もう貴方あなたはごく普通の『人間』です。殺し屋の私からは、いつの間にか卒業していたのですね。おめでとうございます」

　母さんのそんな笑顔と言葉に思わず感動してしまった。涙るい腺せんが緩み、ぐっと我慢する。

「母さん……」

「はい、デレタイムは終了です。次のデレタイムは十年後です」

「長いな期間!?」

「ここからは普通に成長する私ですからね。十年後の超美人ボインボインな姿を見て、母親ものに目覚めるといいでしょう」

　得意げにそう告げると、母さんは「くくく」と嫌な笑みを残して俺の部屋から足音も立てずに去っていった。……終始、母さんにはペースを乱されまくりだ。

　だけど、『伝説のナイツ』とか呼ばれていた、殺しのテクニックも最上級のものを持つ母さんがこうして普通に過ごせているというのはやっぱり嬉うれしかった。料理とか洗濯とか掃除とかもしてくれているし。それがやっぱり達人レベルだったりするせいで、愛和あいかが対抗心を燃やしているという。よくよく考えれば平和な一家団だん欒らんなのかもしれないな。

「っとと、もうこんな時間か」

　お泊り会には厳密な時間設定はない。だけど、今日はなんとなく早く行きたい気分だったから、俺は壁にかけてあったジャケットを手に取ると手紙を鞄かばんに入れて部屋を出た。







　学校に行く途中で、コンビニに寄ることにした。

「いらっしゃいませー。あれ、モンジローくんっ」

　そこは当然のように、藤ふじ里さとがバイトしているコンビニだ。

　今は丁度人がいない時間なのか、暇そうにしていた藤里は嬉うれしそうに駆け寄ってきてくれる。それだけでなんかいい香りがしてきて、ドキッとしたりした。

「ん？」

「いや、なんでもない。お土産でも買っていこうかと思って」

「あ、そっか。今日は三人でしっとりお泊り会だったっけ。なるほどね、じゃあお土産はやっぱりプリンがいいかなー。ちょっと待っててね」

　藤里は相変わらずの明るいノリで、プリンの置いてある辺りまで駆け寄る。

　その働く背中を見ていると、なんとも微笑ほほえましく見えた。

「藤里はさ」

「んー？」

「ロードのままなんだっけ。異能はなくなったんだろ？」

　あの日、全すべての異能は月の向こうの世界へと消えていったらしい。

　あの場にいなかったロードたちのものも消え去ってしまったことから、カグヤとして先輩が行った儀式はこの世界全てに影響を及ぼすものだったことが窺うかがえる。

「異能がなくなったロードをロードと呼ぶのかどうかって難しいよね。まあ、寿命は人より長いっぽいかなー」

　あっけらかんとした顔でプリンを三つ持ってきて、そのままレジに戻る藤里。

「だけど、ほら。わたしは人間らしい暮らしも普通に気に入ってるタイプだから問題ないんだよね。むしろ、躍起になってロードを探さなきゃいけない旅もしなくて良くなったし。モンジローくんと一緒に卒業式！　とかも出来るもんね？」

　屈託なく笑う藤里は相変わらず裏のない態度だった。ただ今生きていることを楽しむ。

　もしかしたら、ロードキラーなんてならなくても、藤里はずっとこのままの藤里だったのかもしれない。

「そんで、一緒の大学に入ったら、モンジローくんと一夜の過ちをしたりするのが、今のわたしの夢かな」

「なんだその、ふしだらな夢は」

「え、大学生ってみんなそういうもんじゃないの？」

　とても偏った意見だと思うが、大学に詳しくない俺には反論が出来なかった。

「そのまま、モンジローくんには彼女がいるのに、わたしとのカンケイもずるずると続いちゃう、みたいな怠惰っぽいスクールライフって良くない？」

「良くない良くない。藤里は成年誌系の漫画読みすぎだろ」

「そうかなあ。女子系の雑誌でもその辺りは当たり前なんだけど」

　恐ろしいな、大学進学。そもそも勉強しに行くものじゃないか。そんなことを考えていると、真面目まじめか！　とツッコまれてしまったりするのだろうか。

「あははっ！　モンジローくんったら、わたしとそういう関係になるのは一切否定しないんだね？　もしかしてワンチャンある？」

「いや、露骨に否定したりするのも藤ふじ里さとに悪いだろ。しかも、なんだ。藤里は可愛かわいいからな。もしその時、俺に彼女がいなかったら危ない自信はある」

「わ、ほんとにワンチャンあるんだ！」

　藤里のビックリする顔に、なんとなく照れた。今でこそみんなが面白がって好きでいてくれているのかもしれない。だけど、殺し屋の技術なんか必要ない世界に生きるようになり。ロードもナイツもないような場所ではどうすれば自分自身を示せるのか。

　ただの人間としての桜さくら田だ門もん次じ郎ろうは、何も持ってないんじゃないか、そんな不安があるのだ。──そして、そんな俺をそれでも好きになってくれるような人がいるならば、それはちゃんと大事にしたいと思える。

　今はまだ、自分に何が出来るのか。何を自信に出来るのかが解わからない。

　だから、藤里への回答も曖あい昧まいなものになってしまった。

「ふふっ。モンジローくんは真面目だねえ。そのまま真面目で面白い子でいてくれれば、わたしはずっとモンジローくんの傍にいたいと思うから安心してね」

「ん……ありがとうな、藤里。ちょっと楽になった」

　察してくれる、そんな友人であることが嬉うれしい。

　だから俺は、さっきプリンがあった棚からもう一個、それを持ってきて。

「ほい、一個は藤里の分だ。会計しておくれ」

「わっ、ありがとねモンジローくん、大好き！」

　あっさり言われたその好意であっても、存分に俺は照れまくってしまうのだった。







　なんとなく、そんな予感はあったのだけれども。

　学校前の坂道では、部活帰りの久く宝ほうと遭遇した。

「おや、門もん次じ郎ろう先輩。こんばんは」

「こんばんは、久宝。部活の帰りか？」

「まあね。ちょっと前はよくサボってしまったから、その分を取り戻しているのさ」

　あの事件の前は毎日のようにミーティングをしていたので、部活にも委員会にもほとんど出ることが出来なかった。

　真面目な部活少女でもある久宝には悪いことをしたな、と思ってしまう。

「ああ、そんな気に病んだ顔をしなくてもいいよ。先輩は本当、顔に出るね」

「むぅ……自分の中ではクールなつもりなんだが」

「ははっ、先輩がクールだったら私はクールビューティーになってしまうよ」

　……むしろ久く宝ほうが成長したら、結構そうなりそうな気がする。大人になって色気なども出た久宝を想像すると、それはそれでかなり素敵なのではないだろうか？

「……冗談を真に受けられると、照れてしまうね」

「ああ、いや、すまない」

「こちらこそ。先輩の表情がいっぱい見られるのは好きだから、わざわざクールを気取ったりしないようにしてくれると嬉うれしいよ」

　あっさり好きと言われてしまった。もっとも、この好きは『好意』なので安心出来る。

「しかし、懐かしいね。先輩とは元々知り合いだったけど。こうしてここですれ違った時、私は結構ドキドキしていたんだよ」

「ああ……最初の犯人は久宝だったもんなあ」

　あの時は、その後の態度も合わせて完かん璧ぺきに騙だまされたのを思い出した。

　久宝は本当にぶれなかった。先輩や俺を殺したというのに、その翌日には当たり前のように話が出来ていたのだから、その胆力は流石さすがの一言に尽きるだろう。

「実は結構罪悪感も抱いていたんだ」

「あ、そうなんだな。まあ、それもそっか」

　俺は幸いなことに殺し屋として仕事をしたことはなかったけれど、久宝は物心つく頃ころには当たり前にしていたらしい。だからって、仲が良かった人を殺した時に心が動かないわけではない。それは当たり前のことだった。

「むしろ、罪悪感がないと弱くなりそうだもんな」

「……先輩は流石だね。正にその通りさ」

　久宝は苦笑いを浮かべる。

「完全に心を殺せるような殺し屋はいない。だから、どこかで『当たり前』と思い込むか、狂気に身を任せて破滅するかしかないんだ。罪悪感を持って、自分の中でバランスを保とうとする殺し屋の方が生き残る確率は高い、というデータもあるんだよ」

「へえ。そんなデータは誰だれがどう調べるんだろうな」

「裏社会というのは怖い所だよね、まったく」

　やれやれと肩を竦すくめる久宝にならって、俺も苦笑いを浮かべた。

「まあ、何にせよ。椎しい名な町まち先輩も門もん次じ郎ろう先輩も生き返ってくれて良かった。同じ人物は二度と殺したくないと思わせてくれたのも貴重な体験だったよ。そういう意味では、二人は……特に門次郎先輩は、私の初体験の相手だね」

「ぐふっ」

　さらっと言われた、意外な人物からのセクハラトークにむせてしまう。

「ふふっ、私でも先輩に打撃を与えられるようだ。これはいいことを知ったよ」

「私でも、って。久く宝ほうは充分に素敵なんだから、あんまりそういうことは言わないでくれ。俺のツッコミ容量が枯渇する」

「ふむ。別に私は、君にならそういう意味の初体験もいいと思っているのだけどね？」

「げふぁっ！」

　その台詞せりふは、俺の中の何か大事な部分を貫いた。久宝がこんなにサクッとエッチなネタを言ってくるなんて。安息の地が奪われたかのような喪失感──よりも、背徳感に近いときめきを覚えてしまい、自分が解わからなくなる。

「さて、これ以上、門もん次じ郎ろう先輩を咳せき込ませるわけにもいかないか。私は今日は帰るよ。ちゃんと、ね」

「ああ……追いかけて殺されたりしたらたまらないもんな」

「もう時間は止められないから、その時は別のトリックで頑張るさ」

　なんて物騒な話をして、久宝は爽さわやかな笑みを残して手を振った。坂を下っていくその背中を見ながら、気さくに物騒な話が出来る相手もまた貴重だと理解する。

　あいつとも長く仲良くしていたいな。

　そんな気持ちが届いたのか、坂の下の方に辿たどり着いた久宝がもう一度振り向き。ぶんぶん、と大きく手を振ってくれた。

　そんな彼女に似つかわしくない愛らしい仕草に微笑ほほえんだ俺は、全力で手を振り返した。







　そして、先輩の時計塔の前に辿り着いた時。

　そこに待ち構えていたのは識しきだった。

「……待ってたのか？」

「待機時間は一時間くらいです」

「そんなに待ってたのかっ」

　慌てて近くまで駆け寄ると、その頬ほおがなんだか赤くなっていることに気が付く。

「どうした？」

「……実は、メールなどで散々、脅迫を受けました」

「脅迫？」

　それはとても穏やかじゃないな、と俺が眉まゆをひそめていると。

「──門次郎が明確な返答を拒否した際は、惨殺死体にしろ、とか」

　俺への脅迫だった──。

「それは、あの姉妹の──何顔かな。夜かな」

「正解です」

　一番楽しんでいやがるな、夜よる顔がお。確かに、あいつは人形という立場だから人間たちのそういう心の機微とかが楽しくて仕方ないのかもしれない。今後、自分が人として過ごしていく上でも勉強になる、というのもあるのだろう。

「成功したらプリンパーティだけど、失敗したらプリンパーティは自費になる、とか」

　それも確かに脅迫だな。ネタがプリンであるところから、藤ふじ里さとか。

「殺害依頼はいつでも、とか」

　久宝は冗談にならない冗談をやめて欲しい。

「嫁姑しゆうとめ戦争希望、とか」

　母さんは何を言ってんだほんと。

　と、いうか。俺が告白の返事をするつもりであることが、こんなにバレているのもどうかと思うのだが、それで識しきをここまで弄いじるのも正直どうかと思う。

　だが。

「……悪人だらけです」

　照れて俯うつむいている識は可愛かわいかったので、悪人どもにグッジョブと思わざるを得ない。

　世の中は悪人が動かしているというのは本当なんだな。さておき。

「と、いうわけで、だ、識」

「は、はい」

　緊張して背筋を伸ばす識というのも珍しい。出来ればこの『照れて緊張している識』という状態のままお持ち帰りしたいくらいだが、そんなお預け状態をこれ以上続けたら識も倒れてしまうかもしれない。一ヶ月以上も返事を先延ばしにしたのだ。

　俺も、覚悟を決めなければなるまい。

「すぅ……はぁ……」

　識は胸に手を当てて深呼吸していた。出会いたての頃ころからは信じられないくらいの愛らしい仕草だ。このまま持ち帰れば母さんは大喜びするだろう。

「ん……実はだな」

「はい」

　識は俺の顔を見られないでいる。そのおかげで、俺は──ここ一ヶ月。

　いや、数ヶ月にわたって考え続けたことをもう一度思い返せた。

　識のことを、俺は最初かなり変なヤツだと思っていた。登場の仕方からしておかしかったし、言動も不思議なものばかりだった。こいつには命を狙ねらわれまくったというのもあるし、すぐに体を使ったエロネタを言ってくるのも戸惑うばかりだった。

　だから、ずっと女の子として見るよりも面白い友人だと思っていた。

　──だけどいつからだろう。

　識が識らしさを見せるごとに、どんどん安心する自分がいた。

　友達である八や幡はた姉妹を助ける為ために必死だった姿や。

　映画を見て熱く語る姿。

　そして、俺を殺す時の大粒の涙。

　識しきの内面を知るごとに、俺は識に惹ひかれていったんだと思う。

　頼りになる相棒でもあり、面白い友人でもあり、そして。




『私は貴方あなたが好きです、次じ郎ろうさん』




　あの時の告白の台詞せりふを、忘れたことなんて片時もない。

　そしてそれを思い出しては──。




　嬉うれしい自分がいたことを、もう否定は出来なかった。

　だから。

「識」

「……はい」







「俺もお前が好きだ」







　だから、しっかりと伝える。

　ビクッと揺れた肩が、おそるおそるこちらを向いた。

「……門もん次じ郎ろう……？　それは、ええと……友達的な解釈で……？」

「いや、男女的な解釈で……だ」

　見上げて、見開かれたその瞳ひとみに、大粒の涙が浮かんでいた。

「ですが……香かぐ夜やは……？」

　そう。それもまた問題だった。

　俺は、それはもうかなり椎しい名な町まち先輩のことが好きだ。

　夢にも何度も見たし、一緒にいるだけで幸せな気分になる。

　恋をしている、と言えば彼女をおいて他ほかにいないだろう。

　だから全すべて正直に話すことにする。

「識、俺はお前のことをいつの間にか女性として意識していたし、なんというか……いなくなった時は、それだけでへこむくらい大事なんだって気付かされた」

「はい」

「椎しい名な町まち先輩も、取り戻さなきゃいけない、そう思う大事な人だった。俺はあの人に恋をしていたし……今だって、その気持ちがなくなったわけじゃない」

　そう。

　識しきへの気持ちがはっきりと解わかったからといって。

　椎名町先輩に抱いていたものが綺き麗れいになくなるということは有り得なかった。

　俺がこの一ヶ月間もずっと悩み続けたのはそれだ。

　識に好きだと伝えるだけならすぐに出来た。

　だからって。

　椎名町先輩に恋をしている気持ちを否定するということも出来なかったからだ。

　だけど、どうやらこういうものはどちらか一人を必ず選ばなければいけないらしい。

　その決断力がないと、優柔不断のヘタレと言われて呆あきれられるそうだ。

「椎名町先輩へのこの想おもいも、結局本物なんだと思う。だから……識のことは大好きだし、先輩のことも大好きだ。それを……軽けい蔑べつされても、呆れられても、嫌われても、ちゃんと本心を伝えないといけないと思って、今日は来た」

　そんな覚悟は勿もち論ろん出来ていなかった。

　識に。先輩に。そして仲間たちに。

　嫌われたり呆れられたりするのは、想像するだけで嫌で嫌で仕方なかった。

　だけど、どうしても偽れない俺の今の心がそれだったのだから。

　それをちゃんと伝えなければいけない。

　そう、なんとなく泣きそうになりながら決意したのがつい最近だった。

「……なるほど」

　識の声は穏やかだった。

　見ると、まだ泣いてはいるものの……その顔には笑みが浮かんでいる。

「では、三人同時プレイと参りましょうか」

「えええっ!?」

　まさかの提案に変なところから声が出てしまう。

「いや、でも、だって」

「門もん次じ郎ろうは、告白して来た相手に本心を全部語る、という選択をしました」

「え、ええ、はい」

　思わず畏かしこまってしまう。

「でしたら、私も……そして香かぐ夜やも本心を全部門次郎に聞かせる、そういう夜にすべきではないか。そう判断します」

　なるほど。……確かにそれは筋が通っている。

「正直、『やれやれ』と思いましたが」

「うぐっ」

　グサリ。やっぱり、呆あきれられてしまったことに胸が痛んだ。

「ですが。門もん次じ郎ろうがこれで『私をバッサリ』とか『香かぐ夜やをバッサリ』するのも、面めん妖ような展開となってしまいますので」

「面妖って」

「なので、ここからは三人の本心会話時間を大事にいたしましょう」

　識しきはそう語ると、俺の手を取る。

　その手がとても熱くなっていて……緊張していたことが伝わった。

「……残念に思う気持ちも存在しますが」

　そして、ぽそっと呟つぶやく。

「好きと言ってくれたことは……とても幸福でした」

　俺を見上げる視線。

　その両目に浮かんだ笑みを見て。

　俺はどんな罪悪感を覚えようと、この少女への好意は曲げない決心をした。







　そして。

「え、告白、ＯＫなのにＮＧみたいな感じなんですかっ!?」

　時計塔の部屋で、先輩は大いに驚いていた。

「はい。門次郎は香夜と私の総取り希望と語りました」

「そ、総取りって、次じ郎ろう君……」

　紅茶を淹いれてくれながらも、その頬ほおが真っ赤になっている。

　──ここ一ヶ月ずっと見ていたけれど。

　椎しい名な町まち先輩は、椎名町先輩だった。

「うーん、でも、確かに私が生まれた時代では一夫多妻は当然でしたし……」

　それにしても先輩は何時代から生きているんだろう。

　一夫多妻が当たり前だったのって、えーと……？

「私としても、次郎君が誰だれかを選んで、そのままその子とだけ仲良くしてしまう、というのはもやもやしちゃう気がしますから、良かった……のでしょうか？」

　とりあえず先輩は、驚くくらい物分かりがいい反応だった。

「いや、うん、そうなんでしょうか」

「きっと、私と識さんがＯＫなら、それでいいんですよ」

「私はＯＫを出す条件を大量に思考中です」

「あ、それはいいアイデアですね。せっかく私も昔の記憶が戻ったのですから、その辺りからいい手がないか考えてみます」

　そして、先輩は記憶が戻ってからはちょっぴり強気になった気がする。

　いや、元々そうだったのかもしれない。

　人は記憶がなくなるくらいでは人格が変化することはない。

　そういうことなんだろうか。

「門もん次じ郎ろうが分身の異能でも編み出せば如何いかがでしょう」

「あ、なるほど！　それなら私だけの次じ郎ろう君、とかも出来ますしねっ」

「いやいや、異能って編み出せるんですか？」

　なんかとんでもない無茶を言われた気分でつい反論してしまう。

「貴方あなたのカルヴァリオも、元は異能の持ち主を倒す為ために人間が作製した人造異能でした。つまり、魂とか命とか、取り返しのつかないものを犠牲にすれば」

「取り返しがつかなくなるから遠慮しておく」

　先輩の淹いれてくれた紅茶を飲みながら、手で「ノーサンキュー」とゼスチャーした。

「そうですか……では門次郎。提案があります」

「ん？」

「その愛を確認したいので。この場で香かぐ夜やと私を抱いて下さい」

「ぶふーっ!!」

　俺は思いっきり飲んでいた紅茶を吹き出してしまった。

「わわっ、大丈夫ですかっ!?」

　先輩が慌てて拭ふきに来てくれる。

　って、いや、先輩。今、貴女あなたもとんでもないこと言われてましたよ。

「正直、私はお預け期間が長かったので、我慢の限界です」

「そうですね……識しきさん、ずっと落ち着きなかったですものね」

　そうだったのか。

　なんか、それを聞くとこんな形になったのは悪い気もする。

　だが。

　結果的にこうやって三人でまた仲良くやれているのだから、良かったのではないだろうか。そう、自分では納得していた。

「よし解わかった」

　ここは意を決して、識の望むままに行動しよう。

　そう思った俺は……。

「えいっ」

　ぎゅう、とその小柄な体を、力強くハグした。

「ふぁ……」

　何やら甘い声が識しきから聞こえて、思いっきり心臓がドキドキする。

　なんだか、その熱い体を抱き締めているだけで、ふわふわするような心地に……。

　って。




　シュルッ。糸の音がする。




　気が付くと、俺の体は識の体ごと本当に浮き上がっていた。

「うわっ!?」

「ひゃっ!?」

　不意に見ると、何な故ぜか椎しい名な町まち先輩まで浮き上がっている。

　そのまま俺たち三人は。




　ボスンッ。




　先輩のベッドの上に落とされた。

　丁度、俺が下敷きになり、二人を抱えるような形だ。

「準備万端です」

　識が俺の顔に、その顔を近付けて囁ささやく。

「い、いやいや、そういう意味の抱く、じゃなくてだなっ」

　見ると、先輩も……顔を真っ赤にして、俺の肩に頭を乗せていた。

「その……次じ郎ろう君。私、いっぱい生きてますけど……そういう知識だけは、本当に何もないので……えっと……上う手まく出来なかったら……ごめんなさい」

「いやいやいや、先輩までっ!?」

　なんかもう、すっかり、本当にそういう空気になりつつある。

「これが二人を同時に選択するということです、門もん次じ郎ろう」

　識が得意げに言い、更にその顔を近付け……。

「あの……優しくして下さいね……」

　先輩が、そっとその柔らかくて熱い体を寄せてくる。

　このままでは、俺としても大変なことになってしまう。

「いや、だから、二人とも……こういうのは、もっと段階を踏んでだなっ！　それに、その、ほら、今日はそういう日じゃ……」

　そんな、いかにもなことを言っていると。

　識と先輩は悪戯いたずらが成功した子どもみたいにクスッと笑い合って。

　そして、なんとも懐かしいような危ないような。

　そんな言葉を俺に同時に告げたのだった。







『今日は安全日なので、大丈夫です！』













あとがき




　作者のサイトウケンジです。椎しい名な町まち先せん輩ぱいの安全日、最終巻をお届けします。思えばあんまり口にできないような凄すごいタイトルにしてみたり、ちょこっとミステリーっぽいのにチャレンジしてみたり、当初から四巻で纏まとめたいと言ってみたりと、とてもチャレンジ精神いっぱいなものを色々な人に許されたシリーズでした。

　ともあれ、これにて門もん次じ郎ろう君や椎名町先輩、識しきたちの物語は多分終わりです。気が向いたら何かで何かするかもしれませんが、一応ひとまずはこれにて終幕です。

　あとがきから読む人にも躊躇ためらいもなくネタバレをすると、ハッピーエンドです。当初はちょっと物悲しい終わり方もいいんじゃないかな？　などと画策していたのですが、根っからのハッピーエンド体質のせいか気が付くとついうっかりやってしまっていました。

　担当編集のＮさんもハッピーエンドで良かった、と言って下さり僕もホッとしました。彼が一番、僕の『なんか、最終的にほろ苦い気持ちが残るのもいいと思うんですよね』とか『いっそのこと、永遠の別れなんだけど追い続ける……みたいなのもどうでしょう』などの不穏な発言を聞いてハラハラしていた人物だと思います。Ｎさん、その節は不安にさせてしまい誠に申し訳ございませんでした。今後もちょちょく不穏なことを言いまくると思いますが引き続き優しく担当してくれるととても嬉うれしいです。

　さて、椎名町先輩の安全日は、実に様々な人に支えられて無事に完結できた作品でした。特にイラストを描かいて下さったＣＡＲＮＥＬＩＡＮさんは僕がずっと憧あこがれていた方だけに、まさかこうしてお仕事が一緒にできる……というか、自分の作品に絵を付けてくれることがあるなんてと、大変感動したものです。女の子がやばいくらい可愛かわいいし存在感があるのも凄いのですが、イラスト細部に見えるこだわりの部分までとても素晴らしくて、見る度に新たな素敵さを発見できたというのも貴重な経験でした。この度は本当に、本当にありがとうございました。また、このシリーズを一緒に立ち上げて下さった元担当編集のＮさんにも感謝を。ブログ上では一緒に椎名町駅に行ったりサーフィンをしたりしましたね。あの時のノリは今でも忘れません。あと、前作のドラマＣＤ収録の際に、声優さんを前にした時に真っ赤になって視線が合わせられなかった姿も忘れません。本当にありがとうございました。なんだかんだで、人との繋つながりがあるからこそ、こうしてバリバリ色々なものが書けるのだなあー、と実感しています。

　そして、その中でもこうしてあとがきまで読んで下さっている読者の皆様がいてこそ、僕も色々書きたいこと書けるので、本当に本当にありがとうございます。惜しみない感謝と、これからも皆様にちゃんと楽しさを提供できるよう頑張ると誓います。

　それではまた、別の作品でお会いしましょう！


サイトウケンジより











　著者

　サイトウケンジ（さいとう・けんじ）

　　ラブ、コメディ、バトル、最近ちょっぴりミステリーとＳＦを愛する、９月生まれの乙女座ＡＢ型。

　　ＰＣゲームのシナリオライターを経て現在はＭＦ文庫Ｊ『１０１番目の百物語』、オーバーラップ文庫『聖剣と魔竜の世界』、富士見書房にて『トリニティセブン』漫画原作など、手広く色々頑張り中。

　　人生をいかに楽しく過ごすかに全力投球中。




　イラスト

　CARNELIAN（カーネリアン）

　　ジャンル、性別を問わずオルタナティブに活動するイラストレーター。

　　海外イベントのイメージキャラクターや『ＶＯＣＡＬＯＩＤ３』（ヤマハ株式会社）のキャラデザインもつとめる。

　　http://ever-green.on.arena.ne.jp/
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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